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一
、
は
じ
め
に

　昭
和
初
頭
（
戦
前
期
）
の
日
本
に
お
け
る
百
貨
店
業
の
成
立
に
関
す
る
条

件
と
し
て
は
、
拙
著
に
お
い
て
呉
服
系
百
貨
店
と
電
鉄
系
百
貨
店
と
地
方
百

貨
店
が
一
応
出
揃
う
こ
と
で
あ
る
と
論
じ
た）

1
（

。
す
な
わ
ち
日
本
の
百
貨
店
業

は
、
呉
服
系
百
貨
店
・
地
方
百
貨
店
と
大
阪
・
東
京
の
電
鉄
系
百
貨
店
を
は

じ
め
と
し
た
新
興
百
貨
店
と
結
び
つ
い
て
、
昭
和
戦
前
期
に
成
立
し
て
い
た

こ
と
を
初
め
て
実
証
し
た
こ
と
に
拙
著
の
最
大
の
特
色
が
あ
る
。
拙
著
以
前

で
は
、
呉
服
系
百
貨
店
の
社
会
文
化
史
的
研
究
が
主
流
で
あ
り
、
加
え
て
地

方
百
貨
店
の
成
立
・
勃
興
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
研
究
が
み
ら
れ
た
。

　こ
れ
ら
の
諸
研
究
を
踏
ま
え
、
今
後
は
呉
服
系
、
電
鉄
系
、
地
方
の
三
つ

の
百
貨
店
経
営
の
形
態
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
掘
り
下
げ
て
、
さ
ら
に
三
形
態

の
関
係
性
を
当
時
の
社
会
経
済
情
勢
と
と
も
に
捉
え
る
こ
と
が
根
本
的
な
学

術
的
視
点
と
な
る
。
そ
の
視
点
を
持
た
な
け
れ
ば
、
現
在
に
繋
が
る
百
貨
店

業
の
存
続
過
程
と
存
続
要
因
を
解
明
す
る
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
そ
し

て
筆
者
は
、
戦
後
以
降
に
新
た
な
小
売
業
態
を
生
み
出
す
要
因
を
持
っ
た
三

つ
の
百
貨
店
経
営
・
営
業
の
大
枠
的
な
形
態
が
昭
和
戦
前
期
に
構
築
さ
れ
て

い
た
と
考
え
る
。
戦
後
以
降
で
は
、
百
貨
店
の
三
形
態
が
融
合
し
つ
つ
百
年

前
後
を
経
て
、
今
日
に
お
い
て
も
経
営
を
可
能
と
し
た
大
規
模
小
売
業
態
の

存
続
と
し
て
結
実
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
百
貨
店
の
三
形
態
が
融
合
し
て
作

り
出
し
た
強
み
は
、
現
在
に
お
い
て
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
影
響
を
受
け
、

大
都
市
の
消
費
と
文
化
の
象
徴
と
し
て
、
再
び
海
外
か
ら
の
消
費
者
を
顧
客

に
変
え
る
た
め
に
、
そ
の
魅
力
に
一
層
の
磨
き
を
か
け
輝
き
出
し
始
め
た
。

　筆
者
は
、
百
貨
店
の
存
続
過
程
と
存
続
要
因
を
探
る
た
め
に
次
の
三
つ
か

ら
取
り
組
み
を
進
め
て
き
た
。
第
一
に
は
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
催
事

を
中
心
と
し
た
営
業
展
開
の
実
態
に
つ
い
て
で
あ
る
。
従
来
、
大
都
市
呉
服
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系
百
貨
店
の
催
事
に
関
し
て
は
、
輪
郭
に
触
れ
た
概
説
程
度
で
あ
り
、
そ
れ

を
受
け
つ
い
で
現
在
の
呉
服
系
百
貨
店
が
展
開
す
る
営
業
方
法
の
実
態
を
知

る
百
貨
店
史
研
究
に
携
わ
る
学
術
研
究
者
さ
え
も
少
な
い）

2
（

。
第
二
に
は
、
電

鉄
系
百
貨
店
の
特
徴
と
そ
の
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
で
あ
る
。
電
鉄
系
百

貨
店
が
、
昭
和
初
頭
以
降
呉
服
系
百
貨
店
と
の
間
で
競
争
が
激
化
す
る
な
か

百
貨
店
業
態
と
し
て
成
長
し
て
い
っ
た
過
程
に
つ
い
て
、
呉
服
系
百
貨
店
の

経
営
・
営
業
展
開
と
対
比
し
、
か
つ
相
互
の
影
響
度
合
い
に
つ
い
て
深
め
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る）

3
（

。

　第
三
に
は
、
昭
和
初
頭
地
方
都
市
へ
呉
服
系
・
電
鉄
系
百
貨
店
の
営
業
が

拡
大
し
た
影
響
を
受
け
て
、
地
方
百
貨
店
が
成
立
・
勃
興
し
て
い
っ
た
実
相

に
つ
い
て
で
あ
る
。
地
方
百
貨
店
の
成
立
・
勃
興
状
況
を
考
察
す
る
こ
と

は
、
筆
者
に
と
っ
て
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
の
研
究
に
足
を
踏
み
入
れ
た
当

初
か
ら
の
大
き
な
課
題
で
あ
っ
た
。
地
方
百
貨
店
は
、
各
地
方
都
市
に
お
い

て
呉
服
店
を
中
心
に
様
々
な
業
種
か
ら
転
向
を
果
た
し
て
成
立
し
た
ケ
ー
ス

が
多
い
。
し
か
も
地
方
百
貨
店
の
成
立
・
勃
興
の
時
期
が
、
大
都
市
の
呉
服

系
・
電
鉄
系
百
貨
店
に
対
す
る
反
百
貨
店
運
動
の
時
期
真
っ
只
中
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
百
貨
店
業
態
へ
転
換
す
る
よ
う
に
な
っ
た
要
因
は

何
で
あ
っ
た
の
か
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
高
度
成
長
期
に
地
方
都
市
で

は
、
新
た
な
大
規
模
小
売
業
態
で
あ
る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
登
場
し
た
。

地
方
百
貨
店
は
と
く
に
総
合
ス
ー
パ
ー
と
角
逐
し
な
が
ら
融
合
す
る
こ
と
で
、

今
日
地
方
都
市
の
大
規
模
小
売
業
形
態
を
作
り
出
し
て
い
っ
た
。
地
方
都
市

に
お
け
る
百
貨
店
成
立
史
と
は
、
現
在
に
密
接
に
繋
が
る
肝
要
な
商
業
問
題

で
も
あ
る）

4
（

。

　そ
こ
で
本
稿
で
は
、
第
三
の
地
方
都
市
に
お
け
る
呉
服
系
百
貨
店
の
支
店

設
置
や
地
方
百
貨
店
の
開
設
・
開
業
過
程
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
く
。

地
方
百
貨
店
の
成
立
・
勃
興
状
況
に
つ
い
て
は
、
拙
著
に
お
い
て
昭
和
十
一

（
一
九
三
六
）
年
十
月
福
岡
市
で
開
業
し
た
岩
田
屋
の
成
立
過
程
を
取
り
あ

げ
て
検
討
し
た）

5
（

。
筆
者
は
、
昭
和
初
頭
の
福
岡
市
の
発
展
状
況
を
押
さ
え
つ

つ
、
岩
田
屋
創
業
者
の
百
貨
店
化
活
動
お
よ
び
阪
急
百
貨
店
、
三
越
な
ど
の

電
鉄
系
・
呉
服
系
百
貨
店
の
影
響
に
よ
っ
て
岩
田
屋
が
飛
躍
的
に
成
立
し
た

過
程
に
関
し
て
、
地
元
小
売
商
の
対
抗
策
の
動
向
を
垣
間
見
な
が
ら
岩
田
屋

の
成
立
意
義
を
見
出
し
た
。

　地
方
百
貨
店
の
成
立
・
勃
興
状
況
に
つ
い
て
は
、
呉
服
系
百
貨
店
の
地
方

進
出
と
百
貨
店
対
抗
運
動
を
組
み
合
わ
せ
て
、
そ
の
全
体
像
を
浮
き
彫
り
に

し
た
平
野
隆
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」
が
好
論
文
で
あ
る
。
平

野
と
筆
者
以
外
は
、
各
地
方
百
貨
店
の
成
立
史
的
研
究
が
主
で
あ
っ
た）

6
（

。
そ

れ
に
対
し
て
近
年
で
は
、
加
藤
諭
が
東
北
地
方
に
お
け
る
地
方
百
貨
店
史
研

究
を
継
続
し
て
進
め
て
い
る
。
加
藤
は
、
宮
城
県
仙
台
市
の
地
元
百
貨
店
で

あ
る
藤
崎
と
三
越
仙
台
支
店
の
二
つ
の
催
事
展
開
を
中
心
と
し
、
大
都
市
呉

服
系
百
貨
店
と
地
方
百
貨
店
と
の
競
合
関
係
に
つ
い
て
、
地
方
近
代
史
研
究

の
基
礎
史
料
で
あ
る
地
方
新
聞
を
駆
使
し
て
緻
密
に
分
析
を
行
っ
て
い
る
。

加
藤
は
、
宮
城
県
の
み
な
ら
ず
岩
手
・
山
形
・
福
島
県
の
百
貨
店
の
展
開
過

程
を
把
握
し
な
が
ら
、
積
極
的
に
昭
和
初
頭
東
北
地
方
の
百
貨
店
成
立
・
勃

興
の
解
明
を
試
み
て
き
た）

7
（

。
加
藤
に
は
、
従
前
見
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
地
方

百
貨
店
に
関
す
る
研
究
蓄
積
な
ら
び
に
新
た
な
研
究
手
法
が
み
ら
れ
る
。
加

藤
の
研
究
は
、
こ
れ
ま
で
西
日
本
地
方
重
視
の
地
方
百
貨
店
史
研
究
に
対
し
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て
、
全
く
着
目
さ
れ
な
か
っ
た
東
北
地
方
に
主
眼
を
置
い
た
研
究
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
加
藤
の
一
連
の
研
究
は
、
昭
和
戦
前
期
の
大
都
市
呉
服
系
百
貨

店
の
成
立
・
展
開
を
踏
ま
え
た
地
方
百
貨
店
成
立
史
を
知
る
う
え
で
不
可
欠

な
実
証
的
研
究
と
言
え
る
。

　筆
者
は
、
加
藤
の
分
析
方
法
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
今
ま
で
の
百
貨
店
史

研
究
の
な
か
で
個
別
的
に
深
め
ら
れ
た
痕
跡
が
見
当
た
ら
な
い
東
海
地
方
の

静
岡
県
に
お
け
る
百
貨
店
の
成
立
・
勃
興
状
況
と
、
そ
れ
に
対
し
て
生
じ
た

地
元
小
売
商
の
反
対
運
動
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。
東
京
、
横

浜
、
名
古
屋
な
ど
の
大
都
市
に
挟
ま
れ
た
静
岡
県
に
お
け
る
百
貨
店
の
成
立

過
程
の
検
討
に
よ
っ
て
、
勿
論
加
藤
と
は
違
っ
た
地
方
都
市
で
の
百
貨
店
の

成
立
・
勃
興
状
況
を
浮
き
あ
が
ら
せ
た
い
。
そ
し
て
、
大
都
市
に
挟
ま
れ
た

静
岡
市
は
、
今
日
ま
で
の
商
業
問
題
を
考
察
す
る
う
え
で
大
き
な
ヒ
ン
ト
が

隠
さ
れ
て
い
る
地
域
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
静
岡
県
内
に
は
、
現
下
ま
で

の
商
業
に
関
す
る
中
核
的
都
市
と
し
て
静
岡
・
浜
松
・
沼
津
市
の
三
つ
が
あ

る
。
今
後
は
、
そ
れ
ら
三
都
市
に
お
け
る
大
都
市
呉
服
系
・
新
興
百
貨
店
の

出
張
販
売
・
支
店
設
置
お
よ
び
、
地
方
百
貨
店
の
開
設
と
そ
の
背
景
の
問
題

を
掘
り
起
こ
し
て
い
く
こ
と
を
射
程
に
入
れ
継
続
し
て
研
究
を
試
み
て
い
く

も
の
で
あ
る）

8
（

。

　東
京
、
大
阪
、
名
古
屋
に
お
け
る
呉
服
系
百
貨
店
は
、
明
治
後
期
か
ら
大

正
後
期
に
か
け
て
成
立
し
た
。
そ
れ
に
加
え
て
昭
和
初
頭
大
阪
か
ら
始
ま
っ

た
電
鉄
系
百
貨
店
が
入
り
混
じ
っ
て
、
大
都
市
に
お
い
て
百
貨
店
間
の
競
争

が
激
化
し
て
い
っ
た
。
熾
烈
な
競
争
の
結
果
、
地
方
都
市
へ
向
け
て
三
越
、

松
坂
屋
、
髙
島
屋
に
よ
る
出
張
販
売
が
頻
繁
に
み
ら
れ
、
地
元
小
売
商
の
経

営
に
大
打
撃
を
与
え
た
。
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
出
張
販
売
の
延
長
線
上

で
、
昭
和
初
頭
に
三
越
と
松
坂
屋
は
競
争
意
識
を
持
っ
て
支
店
設
置
を
目
論

む
よ
う
に
な
っ
た）

9
（

。
無
論
、
両
百
貨
店
の
出
張
販
売
・
支
店
設
置
に
対
し
て

地
元
小
売
商
の
反
対
運
動
が
一
層
盛
ん
と
な
っ
て
い
っ
た
。
と
く
に
松
坂
屋

の
静
岡
駅
前
へ
の
出
店
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
元
小
売
商
が
阻
止
す
る
た
め

に
猛
烈
な
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
。
筆
者
は
、
昭
和
戦
前
期
ま
で
の
二
大
呉

服
系
百
貨
店
と
し
て
三
越
と
松
坂
屋
を
位
置
づ
け
て
い
る）

10
（

。
加
藤
に
よ
る
三

越
の
代
表
的
な
支
店
で
あ
る
仙
台
支
店
と
対
比
す
る
た
め
に
は
、
同
時
期
に

開
設
さ
れ
た
松
坂
屋
静
岡
支
店
の
出
店
に
関
わ
る
諸
問
題
の
解
明
は
必
要
で

あ
る
。

　筆
者
は
、
拙
著
で
岩
田
屋
を
事
例
と
し
た
際
に
昭
和
初
頭
の
反
百
貨
店
運

動
・
中
小
小
売
商
問
題
に
関
す
る
代
表
的
な
先
行
研
究
を
整
理
し
て
い
た
。

本
稿
で
は
、
再
度
代
表
的
な
先
行
研
究
を
時
代
別
・
分
野
別
に
確
認
し
て
お

く）
11
（

。
戦
前
に
お
い
て
は
、
百
貨
店
と
中
小
小
売
商
の
諸
問
題
を
取
り
あ
げ
た

研
究
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
百
貨
店
経
営
と
関
わ
ら
せ
て
中

小
小
売
商
に
言
及
し
て
中
軸
に
据
え
て
い
る
研
究
と
し
て
は
、松
田
慎
三『
改

訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
』（
一
九
三
三
年
）、百
貨
店
事
業
研
究
会
編
『
百

貨
店
の
実
相
』（
一
九
三
五
年
）、堀
新
一『
百
貨
店
問
題
の
研
究
』（
一
九
三
七

年
）、
村
本
福
松
『
百
貨
店
経
営
と
そ
の
問
題
』（
一
九
三
七
年
）、
向
井
鹿

松
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
将
来
』（
一
九
四
一
年
）
が
あ
が
ろ
う）

12
（

。

　百
貨
店
経
営
の
観
点
に
対
し
て
中
小
小
売
商
の
視
点
か
ら
考
察
し
た
も
の

や
第
一
次
百
貨
店
法
の
制
定
に
結
び
つ
け
た
も
の
と
し
て
は
、粟
屋
義
純『
百

貨
店
対
抗
新
経
営
法
』（
一
九
三
一
年
）、
宇
原
義
豊
『
商
店
自
栄
と
百
貨
店
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問
題
』（
一
九
三
四
年
）、東
洋
経
済
新
報
社
編
『
百
貨
店
対
中
小
商
業
問
題
』

（
一
九
三
六
年
）、中
西
寅
雄
編
『
百
貨
店
法
に
関
す
る
研
究
』（
一
九
三
八
年
）

が
あ
る）

13
（

。
戦
前
期
で
は
百
貨
店
側
の
み
な
ら
ず
、
中
小
小
売
商
の
経
営
方
法

や
百
貨
店
経
営
へ
の
対
抗
方
法
を
題
材
と
し
た
文
献
が
多
く
み
ら
れ
た
点
に

特
徴
が
あ
る
。

　戦
後
以
降
で
は
、
経
済
史
・
経
営
史
・
社
会
文
化
史
的
視
点
を
中
心
と
し

た
歴
史
的
研
究
が
現
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
山
本
景
英
「
昭
和
初
期
に
お
け

る
中
小
小
売
商
の
窮
迫
と
反
百
貨
店
運
動
（
上
）（
下
）」（
一
九
八
〇
年
）

と
鈴
木
安
昭『
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
―
百
貨
店
と
中
小
商
店
の
角
逐
―
』

（
一
九
八
〇
年
）
の
二
つ
は
、
反
百
貨
店
運
動
・
中
小
小
売
商
問
題
の
背
景
・

要
因
・
全
体
像
を
把
握
す
る
う
え
で
、
真
っ
先
に
目
を
通
す
べ
き
学
術
的
研

究
で
あ
る）

14
（

。
幸
野
保
典
「
小
売
商
人
層
の
反
独
占
運
動
（
一
）（
二
）
―
東

京
実
業
組
合
連
合
会
・
市
下
同
業
組
合
と
反
百
貨
店
運
動
」（
一
九
七
八
・
七
九

年
）と
鍋
田
英
一「
浅
草
に
お
け
る
反
百
貨
店
運
動
の
展
開
」（
一
九
八
〇
年
）

は
、
地
域
・
個
別
的
に
考
察
し
て
い
る
反
百
貨
店
運
動
研
究
の
初
期
の
実
証

的
論
考
で
あ
る）

15
（

。

　反
百
貨
店
運
動
・
中
小
小
売
商
問
題
に
つ
い
て
商
業
・
流
通
論
の
分
野
か

ら
の
論
考
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
が
、
歴
史
的
観
点
や
史
料
を
交
え
て
論

じ
ら
れ
た
も
の
は
意
外
に
少
な
い
。
こ
の
分
野
か
ら
で
は
流
通
政
策
論
的
観

点
か
ら
第
一
次
百
貨
店
法
の
制
定
に
関
わ
る
筋
道
で
触
れ
ら
れ
る
こ
と
が
ほ

と
ん
ど
と
言
っ
て
よ
か
ろ
う
。
殊
に
、
歴
史
的
要
素
を
強
く
含
む
も
の
や
実

証
的
研
究
か
ら
で
は
、
白
髭
武
「
百
貨
店
問
題
の
系
譜
」（
一
九
七
一
年
）、

武
嶋
一
雄
「
わ
が
国
の
百
貨
店
の
発
達
と
第
一
次
百
貨
店
法
（
上
）（
下
）」

（
一
九
七
九
・
八
〇
年
）、
加
藤
義
忠
「
第
一
次
百
貨
店
法
の
成
立
経
緯
と
そ

の
特
質
」（
一
九
八
九
年
）、
東
徹
「
日
本
に
お
け
る
大
規
模
小
売
店
舗
規
制

の
源
流
―
昭
和
初
期
に
お
け
る
百
貨
店
と
中
小
小
売
商
の
対
立
と
百
貨
店
法

の
成
立
」（
一
九
九
三
年
）
を
あ
げ
て
お
き
た
い）

16
（

。

　同
じ
時
期
に
お
い
て
、
こ
れ
ら
以
外
で
小
売
業
全
体
の
動
向
か
ら
押
さ
え

た
代
表
的
文
献
と
し
て
は
、
日
本
小
売
業
経
営
史
編
集
委
員
会
編
『
日
本

小
売
業
経
営
史
』（
一
九
六
七
年
）
と
公
開
経
営
指
導
協
会
編
『
日
本
小
売

業
運
動
史

　第
一
〜
三
巻

　戦
前
・
戦
時
・
戦
後
編
』（
三
冊
、
一
九
七
九

〜
八
三
年）

17
（

）、
百
貨
店
側
の
視
座
か
ら
で
は
『
日
本
百
貨
店
協
会
十
年
史
』

（
一
九
五
九
年
）
と
『
百
貨
店
の
あ
ゆ
み
』（
一
九
九
八
年
）
が
み
ら
れ
、
い

ず
れ
も
商
業
史
研
究
に
と
っ
て
は
欠
か
せ
な
い
基
本
的
資
料
と
も
な
ろ
う）

18
（

。

　一
九
九
〇
年
代
以
降
百
貨
店
史
研
究
が
一
層
盛
ん
と
な
っ
た
な
か
で
、
平

野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」（『
百
貨
店
の
文
化
史
』
所
収
、

一
九
九
九
年
）
は
、
地
方
都
市
に
お
け
る
百
貨
店
の
全
体
的
動
向
を
解
明
し

た
一
歩
抜
き
ん
で
た
論
考
で
あ
る）

19
（

。
地
域
・
個
別
的
分
析
と
し
て
は
、
膳
亀

奈
美
枝
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
札
幌
に
お
け
る
百
貨
店
の
展
開
―
百
貨
店

問
題
と
商
店
街
、
中
小
小
売
商
の
窮
迫
を
中
心
に
―
」（
一
九
九
四
年
）
が

あ
る）

20
（

。
　社
会
史
・
消
費
史
を
中
心
と
し
た
視
点
か
ら
は
、
福
岡
県
を
事
例
と
し

た
遠
城
明
雄
「
一
九
三
〇
年
代
の
都
市
中
小
小
売
商
―
福
岡
県
の
場
合
―
」

（
二
〇
〇
三
年
）
や
、
仙
台
市
へ
の
三
越
支
店
の
進
出
を
事
例
と
し
た
加
藤

前
掲
「
昭
和
初
期
東
北
地
方
に
お
け
る
百
貨
店
の
催
物
―
三
越
仙
台
支
店
、

藤
崎
を
事
例
に
―
」（
二
〇
〇
六
年
）・「
戦
前
期
に
お
け
る
百
貨
店
の
催
物
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―
三
越
支
店
網
を
通
じ
て
―
」（
二
〇
〇
九
年）

21
（

）、
大
岡
聡
「
昭
和
戦
前
・
戦

時
期
の
百
貨
店
と
消
費
社
会
」（
二
〇
〇
九
年
）
お
よ
び
満
薗
勇
『
商
店
街

は
い
ま
必
要
な
の
か
』（
二
〇
一
五
年
）
が
あ
る）

22
（

。

　商
業
・
流
通
論
か
ら
で
は
、
関
口
寛
「
昭
和
初
期
・
徳
島
に
お
け
る
百
貨

店
問
題
と
小
売
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」（
二
〇
〇
五
年
）、
青
木
均
「
昭
和
初
期

に
お
け
る
百
貨
店
の
変
容
」（
二
〇
一
三
年
）、
木
村
晴
壽
「
昭
和
戦
前
期
の

百
貨
店
問
題
と
中
小
小
売
商
」（
二
〇
一
四
年
）
が
大
変
参
考
に
な
る）

23
（

。
社

会
経
済
史
・
経
営
史
的
分
野
か
ら
で
は
、
岩
本
由
輝
「
三
越
仙
台
支
店
進
出

反
対
運
動
と
全
日
本
専
門
店
会
聯
盟
（
日
専
聯
）
の
設
立
」（
二
〇
一
一
年
）、

中
村
慎
一
郎
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
神
戸
市
内
商
店
街
組
織
と
神
戸
商

店
連
盟
の
共
同
事
業
」（
二
〇
一
三
年
）、
谷
内
正
往
「
京
浜
デ
パ
ー
ト
の
創

立
―
戦
前
の
川
崎
分
店
襲
撃
事
件
と
地
元
小
売
商
―
」（
二
〇
一
三
年
）
が

あ
る）

24
（

。
　以
上
、
昭
和
戦
前
期
よ
り
戦
後
・
高
度
成
長
期
以
後
に
か
け
て
様
々
な
分

野
か
ら
研
究
が
推
し
進
め
ら
れ
た
。
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
は
、
よ
り
一
層
、

歴
史
学
的
分
野
か
ら
の
事
例
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
た
。
し
か
し
、
地
方
都

市
を
対
象
と
し
た
研
究
蓄
積
は
決
し
て
多
く
は
な
い
。

二
、
静
岡
駅
前
出
店
反
対
運
動
に
関
す
る
指
摘
と
課
題

　本
節
で
は
前
節
の
諸
研
究
の
な
か
で
、
松
坂
屋
が
静
岡
駅
前
へ
出
店
し
た

こ
と
に
対
し
て
生
じ
た
地
元
小
売
商
に
よ
る
反
対
運
動
（
以
下
、
静
岡
駅
前

反
対
運
動
）
に
関
す
る
主
な
指
摘
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
、
反
百
貨
店
運
動

の
論
点
と
交
え
な
が
ら
整
理
し
つ
つ
、
課
題
を
導
き
出
し
て
お
き
た
い
。
ま

ず
、
戦
前
期
の
指
摘
か
ら
検
討
し
て
い
く
。

 

（
1
） 

松
田
慎
三
『
改
訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
』（
一
九
三
三
年
）

二
一
二
頁）

25
（

。

　
　

 （
前
略
）
八
月
一
八
日
日
比
谷
に
行
は
れ
た
全
国
小
売
業
代
表
者

大
会
は
参
会
者
三
、五
〇
〇
名
の
熱
狂
的
興
奮
に
包
ま
れ
て
、
百

貨
店
法
並
び
に
百
貨
店
に
対
し
左
記
事
項
の
実
現
を
要
望
し
た
。

　
　
　一
、
百
貨
店
特
別
税
新
設

　
　一
、
商
品
券
発
行
禁
止

　
　
　一
、
囮
政
策
乱
売
禁
止

　
　
　一
、
地
方
出
張
販
売
禁
止

　
　
　一
、
同
業
組
合
加
入

　
　
　
　一
、
夜
間
営
業
禁
止

　日
曜
祭
日
休
業

　
　
　一
、
百
貨
店
新
設
拡
張
禁
止

　一
、
支
店
出
張
所
新
設
禁
止（
開
設
準
備
中
の
も
の
同
断
）

　
　
　一
、
静
岡
市
、
仙
台
市
に
支
店
進
出
計
画
は
断
然
中
止
す
べ
し

　
　

 

蓋
し
従
来
の
反
百
貨
店
熱
の
一
時
的
爆
発
を
見
た
の
で
あ
る
。
支

店
、
出
張
所
の
新
設
禁
止
は
、
百
貨
店
の
最
近
の
地
方
支
店
新
設

傾
向
に
対
す
る
反
撃
に
外
な
ら
な
い
。最
後
の
項
目
は
松
坂
屋（
静

岡
市
）、三
越（
仙
台
市
）の
支
店
計
画
阻
止
を
目
標
と
し
た
る
も
の
、

更
に
商
業
組
合
に
依
る
百
貨
店
の
統
制
も
決
議
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

　松
田
は
、『
改
訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
』（
以
下
、『
改
訂
デ
パ
ー
ト
』）

に
お
い
て
、
中
小
小
売
商
問
題
を
所
々
触
れ
な
が
ら
、
日
本
に
お
け
る
百
貨

店
の
成
立
・
発
展
過
程
と
当
時
の
反
百
貨
店
運
動
の
展
開
状
況
と
の
関
連
で

述
べ
て
い
る）

26
（

。
松
田
は
、
第
三
章
の
「
第
二
節

　小
売
商
人
問
題
」
の
な
か
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（6）167昭和初頭静岡市への松坂屋支店誘致と反百貨店運動

に「
反
百
貨
店
熱
の
集
中
」を
項
目
と
し
て
立
て
て
い
る
。
そ
の
な
か
で「
東

京
府
商
店
会
連
盟
時
報
、
臨
時
増
刊
（
全
国
大
会
号
）」
を
使
用
し
、
松
坂

屋
と
三
越
に
よ
る
支
店
の
進
出
計
画
中
止
・
計
画
阻
止
の
記
事
を
前
記
の
よ

う
に
載
せ
て
い
る
。
松
田
は
「
小
売
商
人
問
題
」
の
冒
頭
で
、「
昭
和
年
代

に
入
り
小
売
商
人
の
問
題
は
社
会
問
題
化
し
、
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
と

の
対
抗
問
題
に
於
て
、
或
は
夫
自
身
の
救
済
策
と
し
て
、
種
々
論
議
せ
ら
れ

る
に
至
っ
た
」
と
書
い
て
い
る
。『
改
訂
デ
パ
ー
ト
』
が
一
九
三
三
年
十
一

月
に
刊
行
さ
れ
た
時
期
か
ら
し
て
、
松
田
は
反
百
貨
店
運
動
が
社
会
的
問
題

と
し
て
最
高
潮
に
達
し
た
前
記
の
如
実
な
記
事
を
す
ぐ
に
提
示
し
た
か
っ
た

の
で
あ
ろ
う）

27
（

。

　前
記
の
記
事
で
は
、
昭
和
七
（
一
九
三
二
）
年
八
月
十
八
日
に
日
比
谷
公

会
堂
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
小
売
業
代
表
者
大
会
」
に
お
い
て
、
松
坂
屋
に

よ
る
静
岡
市
へ
の
「
支
店
進
出
計
画
」
の
「
断
然
中
止
」
の
要
望
が
個
別
に

あ
げ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
以
外
に
筆
者
は
、
百
貨
店
側

の
視
点
か
ら
み
れ
ば
松
坂
屋
の
静
岡
市
お
よ
び
三
越
の
仙
台
市
へ
の
支
店
新

設
は
、
当
時
全
国
に
お
い
て
出
張
販
売
を
展
開
し
て
い
た
二
大
呉
服
系
百
貨

店
の
経
営
発
展
の
方
向
性
を
的
確
に
示
し
て
い
た
と
考
え
る
。
そ
れ
ゆ
え
に

両
百
貨
店
の
進
出
計
画
は
、
反
百
貨
店
運
動
を
全
国
的
規
模
で
巻
き
起
こ
す

直
接
的
契
機
に
な
っ
た
の
で
あ
る）

28
（

。

 

（
2
） 

向
井
鹿
松
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
将
来
』（
一
九
四
一
年
）

一
八
〇
〜
一
八
一
頁）

29
（

。

　
　

 

特
に
地
方
に
於
け
る
百
貨
店
の
支
店
設
置
、
出
張
販
売
を
廻
っ
て

小
売
商
対
百
貨
店
の
間
に
は
激
烈
な
闘
争
が
行
は
れ
た
。
二
三
の

例
を
挙
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。（
東
京
朝
日
新
聞
昭
和
七
年

七
月
二
十
四
日
）（
中
略
）

六
、
静
岡
県

　昭
和
五
年
静
岡
市
の
駅
前
目
抜
の
角
地
に
あ
る
静

岡
米
穀
肥
料
委
託
会
社
の
敷
地
を
松
坂
屋
が
賃
借
す
る
事
に

決
定
。
昭
和
七
年
三
月
右
契
約
が
同
会
社
の
株
主
総
会
を
通

過
し
た
為
、
市
内
小
売
業
者
は
、
静
岡
実
業
協
会
を
中
心
と

し
て
「
静
岡
愛
市
連
盟
団
」
を
結
成
し
、
市
、
県
、
村
及
び

商
工
省
当
局
に
迄
陳
情
し
て
之
が
進
出
阻
止
に
努
め
、
市
内

小
売
店
員
を
動
員
し
て
「
デ
パ
ー
ト
進
出
絶
対
反
対
」
の
大

デ
モ
行
進
を
敢
行
し
て
、
三
十
名
か
ら
の
検
束
者
を
出
し
た
。

か
ゝ
る
猛
運
動
に
も
拘
ら
ず
、
遂
に
昭
和
七
年
十
一
月
二
十

日
よ
り
松
坂
屋
は
予
定
通
り
開
店
す
る
に
至
っ
た
。

　
　

 

以
上
の
如
く
百
貨
店
対
小
売
商
の
抗
争
は
、
中
央
地
方
を
通
じ
て

次
第
に
激
し
く
な
り
、
昭
和
七
年
に
至
る
や
、
臨
時
議
会
を
中
心

に
両
者
の
争
は
そ
の
極
点
に
達
し
た
。

　向
井
は
、
新
聞
記
事
を
活
用
し
て
初
め
て
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
状
況
に

つ
い
て
詳
細
に
指
摘
し
て
い
る）

30
（

。
松
坂
屋
に
関
す
る
「
六
、
静
岡
県
」
の
前

に
は
、
三
越
の
金
沢
・
高
松
両
支
店
の
例
が
載
せ
ら
れ
て
い
る
。『
百
貨
店

の
過
去
現
在
及
将
来
』（
以
下
、『
百
貨
店
の
過
去
』）
は
、「
第
一
編

　総
論
」

「
第
二
編

　我
国
百
貨
店
の
諸
相
」「
第
三
編

　百
貨
店
の
小
売
商
に
及
ぼ
す

影
響
」「
第
四
編

　反
百
貨
店
運
動
と
百
貨
店
法
の
成
立
」
の
四
編
か
ら
構
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成
さ
れ
、書
名
通
り
百
貨
店
の
過
去
と
現
在
に
焦
点
が
置
か
れ
て
い
た）

31
（

。『
百

貨
店
の
過
去
』
の
刊
行
時
期
は
昭
和
七
年
か
ら
九
年
ほ
ど
経
っ
て
お
り
、
向

井
は
第
四
編
の
最
初
の
項
目
と
し
て「
第
十
二
章

　反
百
貨
店
運
動
の
回
顧
」

を
作
っ
て
論
じ
て
い
た
。
向
井
は
、
そ
の
な
か
で
百
貨
店
が
「
更
に
新
市
場

を
開
拓
せ
ん
が
為
の
出
張
販
売
、
郊
外
及
び
地
方
に
於
け
る
支
店
分
店
の
設

置
等
を
盛
ん
に
行
ふ
に
到
っ
た
」
と
記
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
昭
和

三
年
春
」
の
「
時
分
」
よ
り
「
百
貨
店
の
圧
迫
に
対
す
る
小
売
商
自
身
の
積

極
的
抗
争
が
表
面
化
す
る
に
至
」り
、反
百
貨
店
運
動
へ
と
発
展
し
た
と
す
る
。

　『百
貨
店
の
過
去
』
で
は
、『
改
訂
デ
パ
ー
ト
』
と
同
じ
く
前
記
の
松
坂
屋

の
記
事
の
後
に
、
昭
和
七
年
八
月
十
五
日
か
ら
十
八
日
に
か
け
て
日
比
谷
公

会
堂
で
「
全
日
本
小
売
業
代
表
者
大
会
」
が
開
か
れ
た
こ
と
を
続
け
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
反
百
貨
店
運
動
に
対
し
て
百
貨
店
側
が
自
制
協
定
を
発
表
し
た
こ

と
を
述
べ
て
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
十
月
に
施
行
さ
れ
た
「
百
貨
店

法
の
制
定
」
に
繋
げ
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
向
井
は
、
昭
和
七
年
の
松
坂
屋

に
よ
る
静
岡
市
へ
の
出
店
時
期
に
は
反
百
貨
店
運
動
を
受
け
て
百
貨
店
側
も

団
結
し
、
翌
八
年
八
月
に
は
日
本
百
貨
店
商
業
組
合
が
組
織
さ
れ
て
い
た
こ

と
ま
で
書
き
記
し
て
い
た
。
さ
ら
に
全
国
の
中
小
小
売
商
に
よ
る
反
対
運
動

が
、
最
も
昂
揚
し
た
こ
と
で
政
治
問
題
に
ま
で
発
展
し
て
、
後
の
百
貨
店
法

の
制
定
に
直
結
す
る
契
機
と
な
っ
た
構
図
を
見
事
に
描
き
出
し
て
い
た）

32
（

。

　次
に
、
戦
後
以
降
に
指
摘
さ
れ
た
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
検
討
し

て
み
る
。

 

（
3
） 

鈴
木
安
昭
『
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
』（
一
九
八
〇
年
）

二
九
七
〜
二
九
八
頁）

33
（

。

　
　

 

地
方
都
市
に
お
け
る
事
例
の
一
つ
に
、
静
岡
市
の
場
合
が
あ
る
。

静
岡
市
で
は
松
坂
屋
の
支
店
開
店（
昭
和
七
年
十
一
月
）に
対
し
て
、

静
岡
実
業
協
会
（
大
正
十
三
年
設
立
の
小
売
商
の
研
究
団
体
）
が

中
心
と
な
っ
て
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
。「
二
月
中
、
百
貨
店
支

店
設
置
の
風
説
に
つ
き
緊
急
協
議
会
開
催
」「
六
月
中
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
第
八
集
『
松
坂
屋
進
出
問
題
に
関
し
て
各
位
に
訴
う
』
を
発
行

し
て
各
方
面
へ
配
布
す
」「
八
月
中
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
第
九
集
『
恐

る
べ
き
百
貨
店
の
影
響
』
を
発
行
す
」
と
静
岡
実
業
協
会
の
事
業

概
要
に
あ
る
（「
静
岡
中
心
街
史
」
別
冊
、
昭
和
四
十
九
年
）。
こ

れ
に
対
し
て
静
岡
民
友
新
聞
は
、
反
対
運
動
が
一
般
市
民
の
経
済

的
利
益
を
阻
害
す
る
と
書
き
立
て
て
反
対
運
動
を
攻
撃
し
た
と
い

う
。
反
対
運
動
は
弱
ま
っ
た
が
、
一
部
の
者
は
継
続
し
、
六
月
に

は
静
岡
愛
市
血
盟
団
と
名
の
っ
た
八
名
が
、
あ
る
い
は
静
岡
商
工

会
議
所
議
員
数
名
が
名
古
屋
の
本
社
を
訪
れ
て
陳
情
し
、
あ
る
い

は
完
成
間
近
い
十
月
に
は
十
数
人
の
デ
モ
隊
の
の
ぼ
り
を
お
し
立

て
て
建
物
の
周
囲
を
ね
り
歩
い
た
（
松
坂
屋
「
新
版
店
史
概
要
」

昭
和
三
十
九
年
）。
静
岡
市
で
は
前
年
の
昭
和
六
年
に
地
元
の
田

中
屋
が
百
貨
店
を
開
設
（
中
略
）
し
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
す
る

反
対
運
動
の
記
録
は
み
あ
た
ら
な
い
。

　鈴
木
は
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
関
し
て
戦
後
最
初
に
具
体
的
に
指
摘
し

た
。
鈴
木
は
静
岡
市
の
地
元
小
売
商
と
松
坂
屋
に
関
す
る
両
方
の
資
料
か
ら
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説
明
す
る
こ
と
で
、
昭
和
戦
前
期
の
二
文
献
の
指
摘
で
は
不
鮮
明
で
あ
っ
た

静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
経
過
を
明
ら
か
に
し
て
い
る）

34
（

。
そ
こ
で
鈴
木
が
立
て

た
項
目
で
あ
る
「
反
百
貨
店
運
動
」
の
な
か
で
、
彼
が
ど
の
よ
う
に
静
岡

駅
前
反
対
運
動
と
そ
の
位
置
づ
け
を
行
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
み
て
お
こ

う
。
ま
ず
鈴
木
が
、
中
小
小
売
商
の
反
百
貨
店
運
動
の
発
端
は
大
正
十
四

（
一
九
二
五
）
年
秋
に
佐
竹
本
通
商
店
街
が
開
い
た
百
貨
店
反
対
大
会
と
し

て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
商
店
街
に
刺
激
を
与
え
た
の
が
松
坂
屋
上
野
店

の
積
極
的
な
販
売
促
進
政
策
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る
。
次
い
で
鈴
木
は
、「
昭

和
三
年
の
東
京
の
商
店
街
の
百
貨
店
反
対
運
動
に
お
い
て
、
下
谷
、
竹
町
の

佐
竹
本
通
商
店
街
（
竹
盛
会
）
と
な
ら
ん
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
の

が
、
日
本
橋
、
人
形
町
商
店
街
（
商
誠
会
＝
明
治
四
十
二
年
結
成
）
で
あ
っ

た
」
と
記
し
て
い
る）

35
（

。

　鈴
木
は
、「
百
貨
店
の
支
店
・
分
店
の
大
都
市
内
お
よ
び
地
方
都
市
へ
の

設
置
（
中
略
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
で
反
対
運
動
を
ま
き
起
こ
し
た
」
と
し
、

加
え
て
「
百
貨
店
に
反
対
す
る
声
が
大
都
市
か
ら
地
方
小
都
市
に
か
け
て
全

国
的
に
起
こ
っ
た
」
と
論
じ
て
い
る
。
大
都
市
以
外
の
事
例
で
は
、
三
越
の

金
沢
・
高
松
・
札
幌
支
店
設
置
の
方
が
時
期
的
に
は
先
行
し
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
三
越
の
支
店
よ
り
も
静
岡
駅
前
反
対
運
動
を
先
に
取
り
あ
げ
て

地
方
都
市
に
お
け
る
反
百
貨
店
運
動
と
し
て
大
き
く
位
置
づ
け
し
た）

36
（

。
よ
っ

て
鈴
木
は
、
反
百
貨
店
運
動
に
刺
激
を
与
え
た
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
と
し

て
松
坂
屋
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
鈴
木
は
、「
地
方
都
市

に
お
け
る
百
貨
店
反
対
運
動
に
は
、
支
店
開
設
反
対
運
動
と
と
も
に
出
張
販

売
反
対
運
動
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
て
、
昭
和
戦
前
期
の
二
文
献
よ
り
も
明
確

に
地
方
の
反
百
貨
店
運
動
に
は
、
支
店
開
設
反
対
運
動
と
出
張
販
売
反
対
運

動
が
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
た）

37
（

。

　し
か
し
な
が
ら
、
鈴
木
よ
り
も
さ
ら
に
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
経
過
と
そ

の
後
の
百
貨
店
法
の
制
定
へ
の
影
響
に
つ
い
て
詳
し
く
論
述
し
て
い
た
の
が
、

公
開
経
営
指
導
協
会
編
集
に
よ
る
次
の
指
摘
で
あ
る
。

 

（
4
） 『
日
本
小
売
業
運
動
史

　第
一
巻

　戦
前
編
』（
一
九
八
三
年
）

一
八
六
〜
一
八
七
頁）

38
（

。

　
　

 

静
岡
で
は
駅
前
に
松
坂
屋
が
進
出
す
る
と
い
う
計
画
が
七
年
二
月

に
小
売
商
側
の
探
知
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
静
岡
実
業
協
会
を
中

心
と
し
て
対
策
を
協
議
、
ま
ず
出
店
予
定
地
の
ビ
ル
の
株
主
ら
と

交
渉
を
行
っ
た
が
ま
と
ま
ら
ず
、
静
岡
愛
市
血
盟
団
を
結
成
し
て

進
出
阻
止
に
動
い
て
い
た
。
六
月
と
八
月
に
は
「
松
坂
屋
進
出
問

題
に
関
し
て
各
位
に
訴
う
」「
恐
る
べ
き
百
貨
店
の
影
響
」
と
い

う
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
発
行
し
て
市
民
に
訴
え
る
一
方
、
県
庁
へ
の

陳
情
も
行
っ
た
が
、
こ
の
時
に
は
「
百
貨
店
進
出
絶
対
反
対
静
岡

愛
市
血
盟
団
」
な
る
二
梳
の
長
旗
を
先
頭
に
、
各
町
発
展
会
を
基

礎
と
し
て
結
盟
団
員
が
大
挙
し
、
そ
の
内
に
帰
途
に
依
託
重
役
を

訪
問
し
て
決
議
書
を
つ
き
つ
け
な
ど
も
し
た
が
、
そ
の
最
中
に
も

か
か
わ
ら
ず
三
越
が
出
張
売
出
し
を
催
し
た
た
め
結
盟
団
員
の
青

年
別
動
隊
が
憤
慨
し
て
、
会
場
の
入
口
前
に
陣
取
っ
て
街
頭
デ
モ

を
敢
行
し
た
為
め
警
官
数
十
名
が
出
勤
し
て
検
束
騒
ぎ
な
ど
も

あ
っ
た
」（
静
岡
代
表
望
月
大
次
郎
）。
こ
の
あ
と
も
代
表
数
名
が
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上
京
し
て
、
中
島
商
工
相
に
面
接
し
、
百
貨
店
許
可
制
を
含
む
法

案
の
制
定
を
せ
ま
っ
て
い
た
。

　鈴
木
の
内
容
に
酷
似
し
て
い
る
も
の
の
、
な
お
一
層
、
地
元
小
売
商
の
動

向
が
読
み
取
れ
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
右
記
が
、「
第
五
章

　百
貨
店
に

対
す
る
小
売
業
運
動
」
と
題
し
て
い
る
な
か
で
記
さ
れ
た
内
容
で
あ
る
こ
と

と
、
主
と
し
て
中
小
小
売
業
者
の
運
動
に
関
し
て
全
国
的
な
動
向
・
事
例
を

整
理
し
た
資
料
的
価
値
を
有
す
る
専
門
的
な
文
献
で
あ
る
こ
と
が
あ
げ
ら
れ

る）
39
（

。
第
五
章
の
み
な
ら
ず
第
四
章
の
最
後
の
項
目
に
は
、「
百
貨
店
の
地
方

進
出
」
と
し
て
「
昭
和
二
年
三
越
の
専
務
に
就
任
し
た
小
田
久
太
郎
は
『
一

県
一
店
主
義
』
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
て
積
極
的
に
出
店
政
策
を
進
め
た
」

と
あ
る
。
そ
し
て
、
神
戸
分
店
、
大
連
、
京
城
は
支
店
へ
昇
格
し
、
地
方
都

市
で
は
五
年
の
「
金
沢
、
六
年
高
松
、
七
年
札
幌
、
八
年
仙
台
と
急
速
に
そ

の
支
店
網
を
拡
大
し
た
」
と
し
て
、
三
越
に
よ
る
進
取
的
な
支
店
設
置
計
画

の
背
景
に
つ
い
て
端
的
に
述
べ
て
い
る）

40
（

。

　大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
地
方
進
出
に
よ
る
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、「
こ

れ
は
不
況
下
の
地
元
小
売
店
に
と
っ
て
大
き
な
打
撃
を
与
え
た
か
ら
、
各
地

で
進
出
反
対
の
運
動
が
起
こ
っ
た
。
の
ち
の
百
貨
店
法
制
定
へ
の
動
き
は
、

出
張
販
売
と
と
も
に
こ
う
し
た
地
方
都
市
で
の
運
動
が
大
き
く
影
響
し
て
い

る
と
い
え
よ
う
」
と
論
じ
て
い
る）

41
（

。
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
関
し
て
は
、「
松

坂
屋
も
大
阪
支
店
（
大
正
十
二
年
）、
銀
座
支
店
（
同
十
三
年
）、
南
大
津
新

店
舗
完
成
（
同
十
四
年
）、名
古
屋
栄
町
支
店
（
昭
和
二
年
）、静
岡
支
店
（
同

七
年
）
と
店
舗
を
拡
大
し
た
が
、
静
岡
進
出
で
は
地
元
の
激
し
い
反
対
を
う

け
て
い
る
」
と
最
後
に
強
調
し
て
い
た）

42
（

。
本
文
献
も
向
井
・
鈴
木
と
同
様
に

松
坂
屋
と
三
越
の
地
方
進
出
に
よ
る
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
以
後
の
百
貨

店
法
の
制
定
に
連
な
る
出
来
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
確
に
示
し
た
。

 

（
5
） 

平
野
隆
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」（
一
九
九
九
年
）

九
五
〜
九
六
頁）

43
（

。

　
　

 

百
貨
店
の
地
方
支
店
開
設
に
対
し
て
は
、
一
層
激
し
い
反
対
運
動

が
起
こ
っ
た
。
静
岡
で
は
一
九
三
二
年
三
月
、
松
坂
屋
の
支
店
建

設
計
画
に
対
し
て
市
内
小
売
業
者
が
「
静
岡
愛
市
連
盟
団
」
を
結

成
し
て
、
市
、
県
お
よ
び
商
工
省
当
局
に
松
坂
屋
進
出
の
差
し
止

め
を
陳
情
し
た
。
さ
ら
に
小
売
店
員
多
数
を
動
員
し
て
猛
烈
な
デ

モ
行
進
を
敢
行
し
た
が
、
そ
の
激
し
さ
は
三
十
余
名
の
検
束
者
を

出
し
た
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　平
野
は
、「
東
京
朝
日
新
聞
」（
一
九
三
二
年
七
月
二
十
六
日
）
か
ら
静
岡

駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明
し
て
い
た）

44
（

。
平
野
の
一
番
の
特
徴
は
、

「
二

　百
貨
店
対
抗
運
動
の
勃
興
」
の
「
地
方
百
貨
店
の
反
対
運
動
」
の
事

例
と
し
て
、
前
記
の
よ
う
に
静
岡
駅
前
反
対
運
動
を
「
百
貨
店
の
地
方
支
店

開
設
に
対
し
て
は
、
一
層
激
し
い
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
」
の
文
言
の
直
後

に
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る）

45
（

。

　大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
支
店
設
置
に
つ
い
て
平
野
は
、「
大
手
百
貨
店

各
社
は
、
出
張
販
売
を
拡
大
・
強
化
す
る
一
方
で
、
地
方
都
市
へ
の
支
店
設

置
に
も
着
手
し
た
。
大
手
店
の
う
ち
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
に
地
方
支
店
を
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も
っ
た
の
は
、
三
越
、
髙
島
屋
、
松
坂
屋
の
三
社
で
あ
る
。
こ
れ
ら
三
社
は
、

い
ず
れ
も
一
九
二
〇
年
代
に
大
都
市
部
で
支
店
増
設
を
進
め
、
そ
れ
に
続
い

て
一
九
三
〇
年
前
後
に
地
方
進
出
を
は
た
し
」
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

て
い
る）

46
（

。
平
野
は
、
そ
の
後
の
百
貨
店
対
抗
運
動
の
契
機
と
な
る
大
都
市
呉

服
系
百
貨
店
の
地
方
都
市
へ
の
進
出
状
況
を
明
確
に
位
置
づ
け
し
た
。
平
野

は
、
三
越
の
支
店
設
置
に
つ
い
て
述
べ
た
後
に
松
坂
屋
に
つ
い
て
も
「
大
阪
、

銀
座
、
上
野
に
続
い
て
、
一
九
三
二
年
に
初
め
て
の
地
方
支
店
を
静
岡
に
開

店
さ
せ
た
」
と
支
店
設
置
の
説
明
を
付
し
て
い
る）

47
（

。
そ
し
て
平
野
は
、
大
都

市
呉
服
系
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
反
百
貨
店
運
動
に
つ
い
て
地
元
消
費
者
の

動
向
と
の
関
係
で
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
意
味
づ
け
を
し
た）

48
（

。

一
九
二
〇
年
代
以
降
の
百
貨
店
の
地
方
進
出
は
、
当
初
は
在
来
一
般
小

売
店
に
よ
る
妨
害
運
動
を
高
揚
さ
せ
た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
運
動

は
地
元
消
費
者
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
ず
、
小
売
店
に
よ
る
百

貨
店
対
抗
運
動
の
重
点
は
次
第
に
商
法
改
善
運
動
へ
と
移
っ
て
い
っ

た
。
こ
れ
以
降
、
地
方
の
小
売
店
の
商
法
は
、
消
費
者
に
商
品
を
積
極

的
に
見
せ
広
告
や
催
し
物
に
よ
っ
て
購
買
欲
求
を
呼
び
起
こ
し
、
そ
れ

に
よ
っ
て
利
益
を
あ
げ
る
と
い
う
方
向
へ
大
き
く
変
わ
っ
た
。
そ
の

際
、
百
貨
店
は
小
売
店
に
と
っ
て
商
法
改
善
の
モ
デ
ル
で
あ
り
、
教
師

で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
百
貨
店
の
出
張
販
売
や
店
舗
進
出
が
、
地
方

の
小
売
業
に
ほ
と
ん
ど
初
め
て
陳
列
・
正
札
販
売
な
ど
の
近
代
的
商
法

を
持
ち
込
ん
だ
こ
と
の
意
義
を
再
度
強
調
し
て
お
い
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

（
中
略
）
百
貨
店
の
地
方
進
出
は
、同
時
に
小
売
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
の
伝
播
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。（
中
略
）
百
貨
店
の
地
方
進

出
と
そ
れ
が
も
た
ら
し
た
在
来
商
店
の
商
法
改
善
が
、
こ
れ
を
地
方
都

市
へ
普
及
・
拡
散
さ
せ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
百
貨
店

を
通
じ
て
都
市
的
テ
イ
ス
ト
を
持
っ
た
商
品
が
地
方
へ
入
っ
て
き
た
り
、

百
貨
店
の
進
出
に
刺
激
を
受
け
て
地
方
の
商
品
が
「
東
京
向
き
」
に
改

善
・
改
良
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
地
方
消
費
者
の
奢
侈
的
需
要
が
喚

起
さ
れ
、
都
市
的
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
も
波
及
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　平
野
が
導
き
出
し
た
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
地
方
進
出
が
果
た
し
た

「
小
売
業
に
お
け
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
伝
播
」
と
い
う
主
要
な
役
割
に
つ

い
て
は
、
筆
者
は
現
時
点
で
の
地
方
都
市
に
お
け
る
百
貨
店
勃
興
期
に
関
す

る
研
究
の
到
達
点
で
あ
る
一
方
で
、
次
の
課
題
と
し
て
想
定
す
る
松
坂
屋
静

岡
支
店
の
営
業
展
開
を
考
察
す
る
う
え
で
有
意
義
な
観
点
お
よ
び
メ
ル
ク

マ
ー
ル
に
な
る
と
考
え
て
い
る
。
平
野
の
研
究
に
は
、
そ
の
後
の
地
方
百
貨

店
史
研
究
を
一
層
進
展
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
多
く
の
論
点
が
含
ま
れ
て
い

た）
49
（

。 

（
6
） 

大
岡
聡
「
昭
和
戦
前
・
戦
時
期
の
百
貨
店
と
消
費
社
会
」

（
二
〇
〇
九
年
）
一
六
頁）

50
（

。

　
　

 

松
坂
屋
静
岡
店
（
一
九
三
二
年
）
の
場
合
は
「
静
岡
米
穀
肥
料
委

託
株
式
会
社
々
長
宮
崎
宇
兵
衛
、
同
常
務
山
梨
武
四
の
両
氏
を
中

心
と
し
其
他
の
有
志
か
ら
松
坂
屋
に
此
話
を
持
ち
込
ん
だ
」
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
地
方
都
市
の
実
業
家
に
と
っ
て
百
貨
店
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の
誘
致
は
十
分
に
収
益
の
見
込
め
る
事
業
だ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ

る
。
こ
れ
に
対
し
金
沢
、
静
岡
で
は
中
小
小
売
業
者
か
ら
は
強
い

反
発
の
声
が
上
が
り
、
大
手
百
貨
店
の
進
出
に
対
す
る
反
対
運
動

が
激
化
し
た
が
、
そ
れ
は
大
都
市
大
手
資
本
対
地
方
都
市
商
人
と

い
う
構
図
で
あ
る
と
同
時
に
、
地
方
都
市
の
財
界
上
層
と
中
小
商

人
の
対
立
と
い
う
性
格
を
持
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　大
岡
は
、「
Ⅱ

　地
方
都
市
百
貨
店
の
『
勃
興
』」
と
し
て
地
方
百
貨
店
の

勃
興
期
の
全
体
像
に
つ
い
て
か
な
り
の
ウ
エ
イ
ト
を
も
っ
て
論
じ
た
。
大
岡

の
論
考
は
、
平
野
以
来
の
社
会
文
化
史
の
視
点
か
ら
詳
ら
か
に
し
た
研
究

で
あ
る）

51
（

。
右
記
の
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、『
日
本
百
貨
店
年
鑑

（
昭
和
十
三
年
版
）』
に
基
づ
い
て
自
ら
の
見
解
を
含
め
て
述
べ
て
い
る
。
大

岡
の
指
摘
の
優
れ
た
点
は
、
松
坂
屋
を
積
極
的
に
静
岡
駅
前
へ
誘
致
し
た
地

元
企
業
の
存
在
と
そ
の
意
図
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
た
こ
と
で
あ
る）

52
（

。
大
都

市
呉
服
系
百
貨
店
の
地
方
都
市
へ
の
進
出
問
題
に
関
し
て
は
、
従
来
百
貨
店

と
中
小
小
売
商
の
構
図
か
ら
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
大
岡
は
、
そ
の
両
サ
イ
ド

の
み
で
は
な
く
新
た
に
誘
致
側
の
観
点
か
ら
捉
え
て
み
る
こ
と
で
、
地
方
都

市
へ
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
が
進
出
で
き
た
理
由
の
一
端
を
解
き
明
か
し
た
。

こ
の
指
摘
は
、
今
後
の
地
方
都
市
に
お
け
る
反
百
貨
店
運
動
に
関
す
る
研
究

の
新
視
角
と
な
る
と
思
わ
れ
、
高
く
評
価
し
た
い）

53
（

。

　以
上
、
昭
和
七
年
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
限
り
戦
前

期
か
ら
近
年
ま
で
で
六
つ
の
研
究
で
大
き
く
指
摘
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
判
明

し
た
。
六
つ
の
研
究
の
な
か
で
（
1
）（
2
）
の
指
摘
は
、
同
時
期
の
出
来

事
を
直
後
に
汲
み
あ
げ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
は
、
当
時
猛
烈
に
展
開

さ
れ
た
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
反
百
貨
店
運
動
全
体
の
な
か
で
の
ポ

ジ
シ
ョ
ニ
ン
グ
が
わ
か
る
。
し
か
も
両
指
摘
と
も
に
新
聞
等
の
記
事
か
ら
で

あ
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
当
時
の
切
迫
し
た
状
況
が
よ
く
読
み
取
れ
る
。（
3
）

（
4
）
は
、
中
小
小
売
商
を
中
心
と
し
た
昭
和
戦
前
期
の
商
業
問
題
や
反
百

貨
店
運
動
の
観
点
か
ら
時
代
を
経
て
客
観
的
に
捉
え
ら
れ
た
内
容
で
あ
る
。

　（
5
）（
6
）
の
指
摘
は
、
百
貨
店
の
社
会
文
化
史
の
視
点
か
ら
消
費
者
動

向
と
絡
め
て
論
じ
ら
れ
て
い
る
。（
5
）（
6
）
の
見
解
は
、
地
方
百
貨
店
史

研
究
を
進
め
る
う
え
で
大
き
な
手
掛
か
り
と
し
て
極
め
て
重
要
な
指
摘
で

あ
っ
た
。
以
上
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
関
す
る
指
摘
に
つ
い
て
整
理
し
て

み
る
と
、
当
時
取
り
沙
汰
さ
れ
た
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
に
対
す
る
反
百
貨

店
運
動
と
し
て
凄
ま
じ
い
様
相
を
み
せ
、
昭
和
七
年
中
葉
の
全
国
の
中
小
小

売
商
お
よ
び
百
貨
店
業
界
そ
れ
ぞ
れ
の
結
束
の
契
機
と
な
っ
た
運
動
で
あ
っ

た
と
言
え
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
で
松
坂
屋
と
地
元
小
売
商
と
の
対
立
構
図
以

外
に
、
松
坂
屋
を
積
極
的
に
誘
致
し
た
地
元
企
業
や
松
坂
屋
よ
り
一
年
前
に

開
店
し
た
地
元
の
百
貨
店
で
あ
る
田
中
屋
百
貨
店
の
存
在
が
浮
か
び
あ
が
っ

て
き
た
。

　こ
こ
で
、
本
稿
に
関
連
す
る
問
題
関
心
に
つ
い
て
三
つ
ほ
ど
あ
げ
て
お
く
。

　第
一
。
誘
致
側
の
地
元
企
業
と
松
坂
屋
の
動
向
に
つ
い
て
は
、
地
元
小
売

商
の
活
動
も
含
め
て
触
れ
た
程
度
で
あ
り
、
さ
ら
に
掘
り
下
げ
て
再
度
松
坂

屋
の
出
店
背
景
を
探
る
必
要
性
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
松
坂
屋
側
に
よ
る
静

岡
駅
前
出
店
の
意
図
や
誘
致
側
の
地
元
企
業
と
地
元
小
売
商
と
の
間
で
の
交

渉
経
緯
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
な
ど
検
討
の
余
地
は
多
く
残
さ
れ
て
い
る
。
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　第
二
。（
5
）（
6
）
で
は
百
貨
店
史
研
究
に
と
っ
て
重
要
な
指
摘
が
見
受

け
ら
れ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
な
か
に
（
3
）（
4
）
を
含
め
た
先
行

研
究
の
指
摘
や
検
討
に
つ
い
て
全
く
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
る）

54
（

。
先
行
研
究
を

踏
ま
え
て
論
を
進
め
た
方
が
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
実
態
を
よ
り
鮮
明
に

す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　第
三
。
近
年
、
地
方
都
市
に
お
い
て
自
治
体
史
が
整
備
さ
れ
て
き
た
が
、

静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
取
り
あ
げ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
で
あ

る
。
と
く
に
、
静
岡
県
に
は
昭
和
末
期
か
ら
平
成
期
に
か
け
て
編
纂
さ
れ
た

『
静
岡
県
史
』
が
あ
る
。
そ
の
な
か
で
は
、
昭
和
十
一
・
十
二
（
一
九
三
六
・

三
七
）
年
に
浜
松
市
に
お
い
て
棒
屋
百
貨
店
や
松
菱
の
開
業
に
対
す
る
地
元

小
売
商
に
よ
る
反
対
運
動
が
起
こ
っ
た
こ
と
の
み
が
書
か
れ
、
静
岡
駅
前
反

対
運
動
に
つ
い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る）

55
（

。
松
坂
屋
に
よ
る

静
岡
駅
前
へ
の
出
店
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
よ
う
に
昭
和
戦
前
期
よ
り
指
摘

が
な
さ
れ
て
き
た
。
地
元
の
新
聞
記
事
を
は
じ
め
自
治
体
史
以
外
で
も
史
資

料
が
残
存
し
て
い
る
に
も
か
わ
ら
ず
、『
静
岡
県
史
』
の
な
か
で
記
述
さ
れ

て
い
な
い
の
は
疑
問
が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　こ
れ
ら
既
存
の
研
究
状
況
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
、
松
坂
屋
が
昭
和
七

（
一
九
三
二
）
年
十
一
月
静
岡
駅
前
に
支
店
を
開
設
す
る
に
至
っ
た
出
店
経

緯
と
地
元
小
売
商
が
長
期
間
に
わ
た
っ
て
繰
り
広
げ
た
反
対
運
動
に
つ
い
て
、

松
坂
屋
を
誘
致
し
た
地
元
企
業
と
松
坂
屋
な
ら
び
に
地
元
小
売
商
の
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
や
対
応
策
を
検
討
し
つ
つ
明
ら
か
に
す
る
。
具
体
的
に
は
、
誘
致

側
の
地
元
企
業
と
松
坂
屋
の
意
図
・
準
備
計
画
・
動
向
、
そ
し
て
そ
の
両
者

に
よ
る
地
元
小
売
商
へ
の
対
応
状
況
に
着
目
し
な
が
ら
、
昭
和
五
年
か
ら
同

七
年
に
か
け
た
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
全
体
の
経
過
を
鮮
明
に
す
る
。

　鈴
木
は
田
中
屋
百
貨
店
の
開
業
に
対
す
る
地
元
小
売
商
に
よ
る
反
対
運
動

の
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
と
書
い
て
お
り
、
す
べ
て
の
市
民
が
百
貨
店
開
設

へ
の
反
対
運
動
に
参
加
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
地
元
小
売
商
は
、

松
坂
屋
の
ど
の
よ
う
な
営
業
展
開
に
畏
怖
し
て
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
よ
っ

て
衝
突
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
に
よ
る
地
方
都
市
へ

の
出
店
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
文
献
が
指
摘
し
て
い
た
よ
う
に
松
坂
屋
以
外

に
三
越
支
店
の
開
設
が
あ
る
。
昭
和
初
頭
に
は
三
越
の
地
方
都
市
へ
の
支
店

設
置
と
そ
の
反
対
運
動
が
大
小
の
差
は
あ
れ
金
沢
、
高
松
、
札
幌
、
仙
台
で

起
こ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
三
越
に
よ
る

全
国
的
な
支
店
設
置
計
画
と
の
関
係
性
を
踏
ま
え
て
考
察
す
る
こ
と
が
、
大

都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
経
営
動
向
と
反
百
貨
店
運
動
を
含
む
昭
和
戦
前
期
の

商
業
問
題
の
実
態
に
近
づ
く
こ
と
に
な
る
と
考
え
る
。

　な
お
本
稿
で
は
、
誘
致
側
の
地
元
企
業
、
松
坂
屋
、
地
元
小
売
商
に
関
す

る
資
料
類
は
勿
論
、
昭
和
初
頭
に
お
い
て
地
元
の
二
大
新
聞
と
し
て
政
党
機

関
紙
の
意
味
合
い
を
色
濃
く
残
し
て
し
の
ぎ
を
削
っ
て
い
た
民
政
党
系
の

『
静
岡
民
友
新
聞
』
と
政
友
会
系
の
『
静
岡
新
報
』
か
ら
順
を
追
っ
て
入
念

に
探
っ
て
い
く
。
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
先
行
研
究
・
文
献
の

な
か
で
『
静
岡
新
報
』
の
記
事
か
ら
の
指
摘
が
み
ら
れ
な
く
、
そ
の
点
に
も

注
意
し
な
が
ら
両
新
聞
を
上
手
く
活
用
し
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
と
す
る）

56
（

。
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三
、
昭
和
五
・
六
年
の
静
岡
支
店
開
設
背
景
と
出
張
販
売
問
題

　松
坂
屋
が
昭
和
初
頭
に
静
岡
市
へ
の
出
店
の
決
断
を
し
た
背
景
に
つ
い
て

は
、松
坂
屋
の
社
史
の
な
か
で
詳
細
な
記
述
で
定
評
の
あ
る
竹
中
治
助
編『
新

版

　店
史
概
要
』（
一
九
六
四
年
）（
以
下
、『
新
版
店
史
』）
に
つ
ぶ
さ
に
書

か
れ
て
い
る）

57
（

。
竹
中
は
、「
静
岡
店
の
開
設
」
の
項
目
に
お
い
て
次
の
よ
う

に
始
め
て
い
る）

58
（

。

関
東
大
震
災
の
痛
手
が
よ
う
や
く
い
え
そ
め
た
昭
和
三
年（
一
九
二
八
）

か
ら
昭
和
十
一
年
（
一
九
三
六
）
ま
で
は
日
本
の
百
貨
店
興
隆
期
で
、

数
多
く
の
百
貨
店
の
復
興
を
み
て
支
店
・
分
店
の
増
設
が
盛
ん
に
行
な

わ
れ
る
と
同
時
に
、
電
鉄
経
営
の
新
興
百
貨
店
・
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー

ト
の
出
現
を
み
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
時
代
に
で
き
た
店
舗
は
、

そ
の
建
築
の
規
模
に
お
い
て
も
、
建
築
資
材
や
設
備
に
お
い
て
も
ま
さ

に
隔
世
の
観
が
あ
り
ま
し
た
。

　竹
中
は
、
前
節
で
み
た
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
に
よ
る
支
店
・
分
店
の
新

設
の
こ
と
を
日
本
百
貨
店
業
の
発
展
期
の
特
色
と
し
て
、
い
の
一
番
に
記
し

て
い
る
。
そ
れ
と
と
も
に
筆
者
と
同
じ
見
解
と
し
て
、
そ
の
発
展
期
に
と
っ

て
は
電
鉄
系
百
貨
店
の
出
現
が
重
要
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。
そ
れ

に
竹
中
は
、
日
本
百
貨
店
業
の
発
展
期
を
示
す
も
の
と
し
て
、
現
存
す
る
大

都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
本
館
の
原
型
と
し
て
近
代
的
大
型
店
舗
が
建
築
さ
れ

て
い
た
こ
と
を
最
後
に
強
調
し
て
い
た
。
次
い
で
彼
は
、
静
岡
市
へ
の
出
店

の
発
端
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る）

59
（

。

こ
の
よ
う
な
情
勢
に
あ
っ
た
昭
和
五
年
（
一
九
三
〇
）
の
秋
、
静
岡
駅

の
真
正
面
に
三
六
〇
坪
（
一
、一
九
〇
㎡
）
の
土
地
を
持
っ
て
い
た
静

岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社
は
、
こ
の
土
地
に
百
貨
店
む
き
の
ビ
ル

デ
ィ
ン
グ
を
建
て
て
賃
貸
す
る
計
画
を
た
て
、
そ
の
相
談
を
松
坂
屋
の

小
林
常
務
に
持
ち
か
け
ま
し
た
。

　昭
和
五
年
秋
に
は
、
静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社
（
以
下
、
こ
の
会
社

の
表
現
は
す
べ
て
静
岡
委
託
会
社
）
か
ら
松
坂
屋
の
小
林
常
務
へ
誘
致
話
が

持
ち
か
け
ら
れ
て
い
た
。
静
岡
委
託
会
社
が
小
林
に
話
を
申
し
出
た
時
期
に

つ
い
て
は
、
前
節
（
2
）『
百
貨
店
の
過
去
』
の
指
摘
と
一
致
す
る
。
竹
中

は
誘
致
の
「
相
談
」
に
乗
っ
た
松
坂
屋
側
の
理
由
と
し
て
は
、（
一
）「
静
岡

が
松
坂
屋
の
あ
る
東
京
と
名
古
屋
の
ほ
ぼ
中
間
に
」
あ
た
り
、（
二
）
静
岡

が「
横
浜
に
次
ぐ
大
都
市
で
人
口
約
十
五
万
」で
あ
る
こ
と
、（
三
）静
岡
の「
市

民
の
多
く
が
松
坂
屋
に
も
っ
と
も
多
く
の
親
し
み
を
い
だ
い
て
い
る
」
こ
と

の
三
つ
を
書
き
記
し
て
い
た）

60
（

。

　大
正
後
期
か
ら
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
に
か
け
て
松
坂
屋
で
は
、
大
阪

支
店
、
銀
座
支
店
、
栄
支
店
（
名
古
屋
本
店
旧
店
舗
）
の
支
店
開
設
を
果
た

し
て
い
た
。
昭
和
初
頭
の
松
坂
屋
で
は
、
名
古
屋
本
店
、
上
野
支
店
、
大
阪

支
店
の
新
築
や
増
築
な
ど
で
、
名
古
屋
、
東
京
、
大
阪
の
大
都
市
に
お
け
る

本
支
店
五
店
舗
体
制
と
し
て
「
一
応
東
西
各
店
の
陣
容
が
整
っ
」
て
い
た
。

竹
中
は
、
松
坂
屋
経
営
の
次
の
発
展
段
階
と
し
て
「
静
岡
地
方
の
お
客
様
の
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要
望
も
あ
っ
て
、
新
し
く
静
岡
支
店
を
開
設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
、

松
坂
屋
経
営
サ
イ
ド
の
真
意
を
含
め
て
丁
寧
に
述
べ
て
い
た）

61
（

。
竹
中
は
、
こ

れ
ら
の
表
向
き
の
理
由
の
ほ
か
に
当
該
期
の
経
営
サ
イ
ド
の
思
惑
を
次
の
よ

う
に
加
え
て
い
る）

62
（

。

こ
れ
に
は
、
な
お
静
岡
の
人
口
・
交
通
・
産
業
に
つ
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、

市
民
の
資
産
状
態
や
消
費
額
に
い
た
る
ま
で
綿
密
な
調
査
を
行
な
っ
て

十
分
成
算
を
得
た
こ
と
と
、
三
越
が
東
京
銀
座
・
新
宿
の
両
支
店
を
は

じ
め
、
金
沢
・
高
松
・
京
城
、
大
連
・
札
幌
・
仙
台
・
名
古
屋
な
ど
全

国
的
な
支
店
網
を
設
け
よ
う
と
す
る
け
は
い
が
あ
っ
た
の
で
、
こ
れ
に

対
し
松
坂
屋
は
東
京
か
ら
東
海
道
線
〜
山
陽
線
に
沿
っ
て
下
関
ま
で
支

店
を
つ
な
い
で
対
抗
し
よ
う
と
す
る
考
え
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　第
一
に
は
、
松
坂
屋
は
出
店
す
る
う
え
で
静
岡
市
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
掴

む
た
め
に
市
場
調
査
を
行
っ
て
い
た
。
第
二
に
は
、
三
越
の
全
国
的
な
支
店

設
置
の
動
き
に
対
し
て
、
松
坂
屋
は
東
海
道
線
の
み
な
ら
ず
山
陽
線
に
沿
っ

て
、
下
関
に
ま
で
省
線
を
活
用
し
た
駅
前
店
舗
に
よ
る
支
店
設
置
で
対
抗
す

る
経
営
戦
略
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
第
二
は
、
戦
前
期
松
坂
屋
の

支
店
計
画
を
示
す
重
要
な
内
容
で
あ
る
。
こ
の
頃
の
中
小
小
売
商
問
題
に
お

い
て
焦
点
と
な
っ
て
い
た
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
支
店
・
分
店
設
置
に
関

わ
る
こ
と
は
、
実
は
百
貨
店
業
界
内
で
は
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
側
の
有
力

な
地
方
都
市
に
お
け
る
勢
力
争
い
で
あ
っ
た
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し

た
が
っ
て
前
記
は
、
当
時
の
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
経
営
・
営
業
展
開
を

明
確
に
示
し
て
い
た
。
松
坂
屋
の
社
史
か
ら
は
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の

な
か
で
い
ち
早
く
地
方
都
市
へ
の
支
店
設
置
に
動
き
出
し
た
の
が
三
越
で
あ

り
、
次
い
で
松
坂
屋
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
地
方
都
市
の
地
元
小
売

商
の
大
き
な
反
対
事
由
と
な
っ
た
前
節
（
1
）『
改
訂
デ
パ
ー
ト
』
に
み
ら

れ
た
両
百
貨
店
の
支
店
設
置
の
背
景
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
経
営
・
営
業
展
開

の「
対
抗
」意
識
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
前
節
で
触
れ
た
通
り
地
方
都
市
で
は
、

支
店
・
分
店
設
置
問
題
が
起
こ
る
以
前
に
、
す
で
に
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店

の
出
張
販
売
に
よ
っ
て
地
方
小
売
商
と
の
間
で
著
し
い
摩
擦
が
生
じ
て
い
た）

63
（

。

　現
時
点
で
は
松
坂
屋
に
よ
る
静
岡
市
へ
の
出
張
販
売
の
正
確
な
開
始
時
期

は
判
明
し
な
い
が
、
松
坂
屋
は
昭
和
七
年
以
前
に
静
岡
県
の
広
範
囲
に
お
い

て
出
張
販
売
を
展
開
し
て
い
た）

64
（

。
そ
こ
で
、
昭
和
五
・
六
年
に
お
け
る
静
岡

市
を
中
心
と
し
た
静
岡
県
へ
の
松
坂
屋
と
三
越
を
は
じ
め
と
し
た
大
都
市
呉

服
系
百
貨
店
の
出
張
販
売
と
地
元
小
売
商
の
対
応
に
つ
い
て
『
静
岡
民
友
新

聞
』
か
ら
考
察
す
る
。

　松
坂
屋
の
出
張
販
売
に
つ
い
て
は
『
新
版
店
史
』
で
は
述
べ
ら
れ
て
い
な

い
が
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
の
広
告
に
は
み
ら
れ
る
。
昭
和
五
年
五
月
七
・
八
・

九
日
に
は
、「
静
岡
市
寺
町

　若
竹
座
」
に
お
い
て
「
東
京
松
坂
屋

　出
張

大
売
出
し
」
を
、「
東
都
流
行
の
季
節
向
呉
服
雑
貨
を
豊
富
に
取
揃
へ
先
駆

の
大
廉
売
」
と
銘
打
っ
て
開
催
し
て
い
た
（
資
料
【
1
】）

65
（

）。
同
年
六
月
五
・

六
日
に
は
、「
東
京
の
髙
島
屋
」
が
「
静
岡
市
七
軒
町

　入
道
館
」
に
お
い
て
、

「
御
地
皆
様
の
お
す
ゝ
め
に
よ
り
久
々
の
御
礼
大
奉
仕
」「
清
新
な
百
貨
大
安

値
品
取
揃
へ
」
と
題
し
た
「
出
張
大
安
売
」
を
催
し
て
い
た
（
資
料
【
2
】）

66
（

）。

　こ
れ
ら
の
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
出
張
販
売
に
対
抗
す
る
よ
う
に
地
元
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で
は
、「
静
岡
市
呉
服
町
五
丁
目
商
店
連
合
」
の
「
呉
盛
会
」
が
、
同
年
六

月
二
十
日
よ
り
七
月
十
五
日
ま
で
の
間
、「
福
引
大
景
品
付

　一
本
も
か
ら

く
じ
は
あ
り
ま
せ
ん
（
後
略
）」「
な
ん
で
も
間
に
合
ふ
呉
盛
会
…
…
と
し
て

是
非
共
御
用
命
の
程
御
願
ひ
致
し
ま
す
」
な
ど
、
顧
客
を
誘
う
フ
レ
ー
ズ
を

散
り
ば
め
た
広
告
を
出
し
て
、「
中
元
大
売
出
し
」
を
展
開
し
て
い
た
（
資

料
【
3
】）

67
（

）。
地
元
小
売
商
の
お
中
元
大
セ
ー
ル
と
同
じ
頃
の
六
月
二
十
四
日

に
は
、「
デ
パ
ー
ト
が
地
方
農
村
に
迄
進
出
し
田
舎
商
人
が
泣
く
」
と
い
う

見
出
し
に
お
い
て
次
の
こ
と
が
掲
載
さ
れ
た）

68
（

。

深
刻
な
不
景
気
が
至
る
処
に
押
寄
せ
た
の
で
小
売
商
人
は
極
度
に
困
窮

し
て
ゐ
る
昨
今
は
東
京
、
大
阪
等
の
大
デ
パ
ー
ト
が
地
方
に
進
出
し
て

来
て
三
越
、
白
木
、
松
坂
屋
等
が
静
岡
、
浜
松
等
へ
臨
時
売
出
し
を
す

る
の
で
静
岡
側
の
商
店
も
そ
れ
に
な
ら
っ
て
地
方
の
田
舎
町
へ
進
出
し

て
鼬
ツ
子
を
や
っ
て
ゐ
る
が
昨
今
榛
原
、
小
笠
郡
等
へ
は
日
用
品
雑
貨

か
ら
呉
服
類
そ
の
他
の
デ
パ
ー
ト
が
各
町
村
を
巡
回
し
て
破
格
大
安
売

を
す
る
の
で
地
方
の
商
人
連
は
泣
い
て
ゐ
る
、
値
段
は
時
に
付
近
商
人

よ
り
も
高
い
も
の
も
あ
る
が
従
来
四
十
銭
内
外
で
売
っ
た
バ
ケ
ツ
を

二
十
五
六
銭
で
捨
売
す
る
な
ど
相
当
安
い
の
で
顧
客
は
群
が
り
現
金
あ

き
な
ひ
に
行
づ
ま
つ
た
田
舎
の
金
は
随
時
持
去
ら
れ
益
々
不
景
気
を
招

い
て
ゐ
る

　昭
和
恐
慌
に
よ
る
不
況
期
と
重
な
っ
て
地
元
小
売
商
の
困
窮
が
甚
だ
し

か
っ
た
静
岡
・
浜
松
市
に
お
い
て
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
出
張
販
売
が

資料【1】資料【2】資料【3】



（16）

（16）157昭和初頭静岡市への松坂屋支店誘致と反百貨店運動

さ
ら
な
る
地
方
商
人
に
よ
る
出
張
販
売
問
題
を
起
こ
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か

る
。
な
お
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
販
売
商
品
や
そ
の
値
段
が
書
か
れ
、

出
張
販
売
に
お
け
る
営
業
の
実
情
が
知
れ
る
。

　と
こ
ろ
が
六
月
二
十
九
日
に
は
、「
三
越
支
店
問
題
は
未
だ
漠
然
た
る
も

の

　地
方
に
設
置
計
画
あ
る
と
は
聞
く
が

　片
岡
理
事
の
談
」
と
記
さ
れ
た

見
出
し
が
現
れ
た
。
次
の
記
事
か
ら
静
岡
市
が
三
越
の
支
店
設
置
の
候
補
地

と
し
て
浮
上
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る）

69
（

。

静
岡
市
は
先
般
東
京
、
名
古
屋
松
坂
屋
及
松
屋
の
出
張
販
売
あ
り
漸
次

大
都
市
デ
パ
ー
ト
の
地
方
進
出
に
つ
い
て
神
経
を
過
敏
に
し
て
ゐ
る
折

柄
、
東
京
三
越
デ
パ
ー
ト
の
地
方
進
出
の
計
画
あ
り
と
の
風
説
に
早
く

も
対
策
を
協
議
す
る
と
い
ふ
事
で
あ
っ
た
が
三
越
の
仙
台
に
支
店
を
設

置
す
る
事
は
確
定
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
他
の
都
市
に
支
店
を
設

置
す
る
事
は
三
越
本
部
に
お
い
て
も
決
定
し
た
問
題
で
な
く
五
万
以
上

の
人
口
を
有
す
る
都
市
四
十
ヶ
所
に
支
店
を
設
置
す
る
と
い
ふ
計
画
す

ら
漠
然
と
し
た
も
の
で
、
仙
台
に
進
出
し
た
原
因
を
研
究
し
て
み
る
と

松
坂
屋
の
東
京
上
野
に
お
け
る
東
北
地
方
の
顧
客
吸
収
の
対
策
上
か
ら

し
て
東
北
地
方
の
本
陣
に
進
出
し
た
も
の
と
さ
れ
他
地
方
に
は
ま
だ
支

店
設
置
の
確
定
的
計
画
は
な
い
と
、
従
っ
て
静
岡
市
に
支
店
の
設
置
さ

れ
る
と
い
ふ
話
は
若
し
三
越
が
四
十
ヶ
所
に
支
店
を
設
く
る
な
ら
ば
当

市
も
勿
論
そ
の
中
に
加
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
と
い
ふ
程
度
の
問
題
で
右

に
つ
き
静
岡
商
工
会
議
所
片
岡
理
事
は
次
の
如
く
語
っ
た
。「
静
岡
市

に
三
越
の
支
店
が
設
置
さ
れ
る
と
い
ふ
確
定
的
な
話
は
聞
い
て
ゐ
な
い
、

全
国
四
十
ヶ
所
に
設
置
す
る
と
い
ふ
計
画
の
あ
る
こ
と
は
ち
ょ
っ
と
聞

い
た
が
問
題
と
な
る
程
の
具
体
的
な
話
し
で
は
な
い
、
然
し
四
十
ヶ
所

に
進
出
す
る
と
す
れ
ば
静
岡
市
に
お
い
て
も
当
然
進
出
を
受
け
る
も
の

と
し
て
対
策
を
研
究
し
な
け
ら
ば
な
ら
な
い
が
今
の
と
こ
ろ
協
議
会
を

開
く
と
い
っ
た
様
な
事
は
私
の
方
に
は
無
い
云
々
」

　前
節
（
1
）『
改
訂
デ
パ
ー
ト
』
に
記
さ
れ
て
い
た
通
り
、
こ
こ
に
は
三

越
に
よ
る
仙
台
市
へ
の
支
店
設
置
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。

三
越
に
は
漠
然
と
し
て
で
は
あ
る
が
、「
五
万
人
以
上
の
人
口
を
有
す
る
都

市
四
十
ヶ
所
に
支
店
を
設
置
す
る
」
計
画
が
あ
る
こ
と
や
、
実
は
仙
台
支
店

の
設
置
が
松
坂
屋
上
野
支
店
の
「
東
北
地
方
の
顧
客
吸
収
」
に
対
抗
し
て
確

定
さ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
が
理
解
で
き
る
あ
る
程
度
真
意
の
あ
る
記
事
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
時
点
で
は
、
静
岡
市
が
三
越
の
支
店
設
置
の
場
所

と
し
て
確
実
視
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

　こ
こ
で
、
こ
の
時
期
の
『
静
岡
民
友
新
聞
』
に
み
え
る
三
越
の
記
事
や

広
告
に
つ
い
て
触
れ
て
お
こ
う
。
昭
和
五
年
一
月
十
三
日
の
見
出
し
に
は

「
小
店
員
欲
し
い
と
三
越
が
静
岡
へ

　昨
年
採
用
さ
れ
た
者
は
み
な
好
成
績
」、

同
年
七
月
九
日
に
は
通
信
販
売
係
に
よ
る
「
御
買
物
は
三
越
」
の
広
告
が
み

ら
れ
る
（
資
料
【
4
】）。
翌
七
月
十
日
に
は
三
越
東
京
本
店
の
写
真
に
「
お

買
物
は
三
越
」
と
書
か
れ
た
広
告
が
載
せ
ら
れ
、
三
越
は
店
員
の
採
用
を
兼

ね
て
静
岡
市
と
の
接
点
を
多
く
取
ろ
う
と
し
て
い
た）

70
（

。
静
岡
市
へ
は
、
三
越
、

松
坂
屋
、
髙
島
屋
の
ほ
か
に
名
古
屋
市
の
有
力
呉
服
商
で
あ
っ
た
中
村
呉
服

店
が
、
昭
和
五
年
か
ら
出
張
販
売
を
開
始
し
て
い
た
（
資
料
【
5
】【
6
】）

71
（

）。
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　こ
の
時
期
の
経
済
界
の
不
況
に
よ
っ
て
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
七

月
十
七
日
の
見
出
し
に
は
、「
遣
繰
算
段
の
種
も
切
れ

　大
小
商
店
は
四
苦

八
苦

　年
末
に
は
閉
店
濫
出
か

　静
岡
市
当
局
成
行
を
重
大
視
す
」
と
あ

る
。
静
岡
市
で
は
、「
近
来
営
業
不
振
の
状
態
著
る
し
く
本
年
末
に
い
た
れ

ば
閉
店
す
る
の
や
む
を
得
ざ
る
者
が
続
出
す
る
見
込
み
」
と
い
う
大
問
題
が

起
こ
っ
て
い
た）

72
（

。
こ
の
事
態
を
憂
慮
し
て
同
年
八
月
七
日
に
は
、「
我
国
最

初
の
試
み

　国
産
品
の
奨
励
運
動

　静
岡
市
市
内
一
流
の
八
十
商
店
加
盟

　

来
る
十
日
か
ら
開
催
」「
此
の
上
も
な
い
素
晴
ら
し
い
名
案

　効
果
は
疑
ひ

な
い

　白
根
本
県
知
事
語
る
」
と
書
か
れ
た
見
出
し
が
現
れ
た
。
そ
の
記
事

の
下
に
は
、資
料
【
7
】
に
あ
る
「
国
産
奨
励
運
動

　優
良
商
品
宣
伝
大
会
」

資料【4】資料【6】 資料【5】

資料【7】
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が
載
せ
ら
れ
、「
静
岡
県
・
静
岡
市
・
静
岡
実
業
協
会
」
お
よ
び
静
岡
民
友

新
聞
社
の「
共
同
主
催
の
も
と
」で
八
月
十
日
か
ら
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た）
73
（

。　開
催
日
の
八
月
十
日
に
は
「
静
岡
一
流
商
店
の
飾
窓
で

　優
良
国
産
品
奨

励
運
動

　け
ふ
か
ら
十
九
日
迄
十
日
間
に
亘
り

　該
当
を
彩
る
全
国
的
盛

挙
」、
翌
十
一
日
に
は
「
国
産
の
優
秀
を
誇
る

　華
麗
、
店
頭
の
争
覇
戦

　

飾
窓
か
ら
飾
窓
へ
、
凉
を
追
ふ
群
が
り

　夜
は
一
層
大
賑
は
ひ
」
と
み
ら
れ

た
。
さ
ら
に
終
盤
の
十
八
日
に
は
「
限
り
な
き
好
評
に
国
産
奨
励
運
動
は
続

く

　静
岡
市
内
数
十
の
加
盟
商
店
の
新
店
飾
法
に
効
果
は
甚
大
」
と
、
十
九

日
に
は
「
秋
の
需
要
期
を
前
に
国
産
品
の
売
れ
る
こ
と

　今
回
の
徹
底
し
た

奨
励
運
動
に
愈
々
オ
ー
ル
国
産
の
出
現
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
以
上
の
各
見

出
し
と
と
も
に
開
催
期
間
中
は
、
連
日
『
静
岡
民
友
新
聞
』
に
多
く
の
好
評

記
事
が
掲
載
さ
れ
た）

74
（

。

　再
度
、
三
越
の
静
岡
市
へ
の
支
店
問
題
に
つ
い
て
『
静
岡
民
友
新
聞
』
か

ら
深
め
て
い
こ
う
。
昭
和
五
年
九
月
十
一
日
に
は
、「
東
京
の
大
百
貨
店
が

静
岡
へ
支
店
を
設
置

　土
地
そ
の
他
の
交
渉
既
に
開
始
説

　実
業
協
会
で
対

策
協
議
」
と
の
見
出
し
と
次
の
記
事
が
み
え
る）

75
（

。

例
年
の
如
く
春
季
秋
季
の
夏
物
及
冬
物
の
販
売
期
節
と
な
る
と
大
都
市

百
貨
店
地
方
進
出
に
よ
る
出
張
販
売
に
よ
っ
て
各
地
共
中
小
商
業
者
は

脅
威
せ
ら
れ
て
を
っ
た
が
静
岡
市
も
各
地
と
同
様
こ
の
出
張
問
題
に
つ

い
て
は
悩
ま
さ
れ
戦
っ
て
来
た
が
本
年
春
頃
に
お
い
て
は
三
越
呉
服
店

の
各
地
に
支
店
設
置
計
画
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
静
岡
市
も
そ
の
設
置

計
画
中
に
入
れ
ら
れ
て
ゐ
る
た
め
問
題
を
惹
き
起
し
て
を
つ
た
が
す
で

に
金
沢
仙
台
に
お
い
て
は
支
店
を
設
置
さ
れ
た
が
静
岡
の
支
店
問
題
は

そ
の
後
一
時
立
ち
消
え
と
な
っ
て
を
つ
た
所
突
然
一
週
間
ほ
ど
前
頃
よ

り
東
京
某
大
百
貨
店
の
支
店
設
置
計
画
が
い
よ
〳
〵
進
め
ら
れ
て
静
岡

市
に
対
し
て
呉
服
町
七
間
町
方
面
に
土
地
提
供
の
交
渉
が
開
始
さ
れ
た

と
の
風
評
が
お
こ
っ
た
の
で
静
岡
実
業
協
会
で
右
支
店
設
置
問
題
の
実

否
に
つ
き
秘
密
裡
に
調
査
中
で
あ
っ
た
が
土
地
提
供
の
交
渉
は
確
実
の

み
な
ら
ず
、
交
渉
は
意
外
に
進
展
し
て
ゐ
る
模
様
な
の
で
静
岡
実
業
協

会
で
は
支
店
を
設
置
さ
れ
て
は
静
岡
中
小
業
者
は
現
在
の
不
況
以
上
の

大
問
題
で
死
活
問
題
と
さ
れ
て
ゐ
る
た
め
に
市
内
商
業
者
に
飛
檄
し
て

対
策
を
講
ず
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
、
仙
台
に
お
い
て
は
支
店
の
設
置
計
画

を
知
っ
て
防
止
策
を
講
じ
た
折
は
、
す
で
に
遅
く
設
置
さ
れ
て
し
ま
っ

た
の
で
静
岡
市
に
お
い
て
も
後
れ
て
は
と
、
猛
運
動
を
起
さ
ん
と
し
て

ゐ
る
の
で
あ
る
が
、
対
策
と
し
て
は
防
止
に
全
力
を
挙
げ
る
訳
で
あ
る

が
、
も
し
設
置
さ
れ
た
場
合
に
は
静
岡
市
内
の
商
業
者
に
打
撃
を
少
な

く
す
る
様
に
妥
協
策
を
取
る
か
、
も
し
先
方
が
応
じ
な
い
場
合
に
は
静

岡
市
に
お
い
て
も
共
同
で
百
貨
店
を
設
置
し
て
対
抗
す
る
こ
と
と
な
ら

う
と
見
ら
れ
て
ゐ
る

　立
ち
消
え
と
な
っ
て
い
た
三
越
の
静
岡
市
へ
の
支
店
設
置
問
題
が
、
具
体

的
な
開
設
の
場
所
も
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
交
渉
が
か
な
り
進
展
し
て
い
た
こ
と

が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
に
つ
い
て
は
、
前
記
の
静
岡
実
業
協
会
が
金

沢
市
や
仙
台
市
の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
密
か
に
調
査
し
た
結
果
、
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判
明
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
静
岡
実
業
協
会
を
中
心
に
そ
の
対
策

に
乗
り
出
し
た
こ
と
も
詳
し
く
載
せ
ら
れ
て
い
た
。
支
店
設
置
に
対
す
る
対

策
と
し
て
の
反
対
運
動
は
当
た
り
前
と
し
て
、「
妥
協
策
」
あ
る
い
は
「
共

同
で
百
貨
店
」
の
設
置
を
行
う
な
ど
の
対
抗
策
を
あ
げ
て
い
た
。
翌
々
の

十
三
日
の
見
出
し
か
ら
は
「
大
百
貨
店
進
出
の
阻
止
を
決
議

　実
業
協
会
理

事
会
で
」
と
、
静
岡
実
業
協
会
に
お
い
て
後
記
の
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
静
岡
実
業
協
会
が
、
三
越
の
進
出
を
阻
止
す
る
本
格
的
な
反
対

運
動
を
起
こ
す
こ
と
と
営
業
対
策
の
決
議
書
を
定
め
た
ス
ピ
ー
ド
対
応
に
つ

い
て
読
み
取
れ
る）

76
（

。

昨
十
一
日
商
工
会
議
所
楼
上
に
お
い
て
実
業
協
会
理
事
会
を
開
催
大
百

貨
店
の
進
出
に
つ
き
左
記
の
通
り
決
議
し
極
力
出
現
の
反
対
運
動
を
取

る
事
と
な
っ
た

　
　
　決
議
書

　

 

他
地
方
よ
り
進
出
す
る
大
百
貨
店
の
設
置
に
対
し
て
は
協
会
は
全
力

を
挙
げ
て
之
れ
を
阻
止
す
、
協
会
員
は
顧
客
奉
仕
の
精
神
を
徹
底
せ

し
め
今
後
一
層
良
品
廉
価
を
実
行
す

　右
決
議
す

　
　昭
和
五
年
九
月
十
二
日

　
　
　
　
　
　
　
　静
岡
実
業
協
会

　と
こ
ろ
が
、
こ
の
静
岡
実
業
協
会
の
反
対
運
動
の
決
議
書
に
対
し
て
、
九

月
二
十
三
日
に
「
大
デ
パ
ー
ト
の
侵
入

　清
水
で
歓
迎
の
相
談

　静
岡
市
で

も
反
対
を
す
る
の
は
時
代
錯
誤
だ
と
の
意
見
が
多
い
」
と
い
う
反
対
の
反
対

に
関
す
る
見
出
し
が
出
現
し
た）

77
（

。

（
前
略
）
計
画
を
阻
止
す
る
事
は
時
代
錯
誤
で
大
商
店
の
開
業
は
む
し

ろ
土
地
繁
栄
の
原
因
を
な
す
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
各
地
よ
り

購
買
者
が
来
り
各
商
店
は
そ
の
余
波
を
受
け
て
繁
昌
す
る
に
至
る
べ
く

又
三
越
等
の
仕
入
れ
も
土
地
に
生
産
す
る
も
の
は
土
地
の
商
人
よ
り
仕

入
れ
る
事
に
な
り
百
利
あ
っ
て
少
し
も
損
害
の
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
、

む
し
ろ
金
沢
市
の
如
く
土
地
の
商
人
が
卒
先
し
て
大
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト

の
侵
入
を
歓
迎
す
る
が
得
策
で
あ
る
と
の
意
見
が
盛
ん
で
あ
る
と
い
ふ

こ
と
だ
が
、
静
岡
で
反
対
す
る
な
ら
ば
清
水
へ
持
っ
て
行
っ
て
建
築
す

る
と
の
内
議
が
あ
り
清
水
市
の
有
志
中
で
は
こ
の
際
清
水
市
へ
大
建
築

を
な
し
た
ら
ば
静
岡
の
顧
客
を
清
水
へ
引
寄
せ
る
事
が
出
来
や
う
と
寄

り
〳
〵
相
談
中
で
あ
る
と
の
こ
と
だ

　三
越
に
よ
る
金
沢
市
へ
の
進
出
に
対
し
て
、
金
沢
市
の
商
人
の
な
か
に
賛

成
的
な
意
見
が
多
く
、む
し
ろ
「
大
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
侵
入
を
歓
迎
す
る
」

動
き
が
あ
っ
た
こ
と
を
あ
げ
て
、
清
水
市
も
同
じ
意
見
と
し
て
同
市
へ
の
誘

致
話
が
書
か
れ
て
い
る
。
静
岡
市
で
は
、
こ
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に
反
対
運

動
ば
か
り
が
起
こ
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
を
払
っ
て
お

く
必
要
が
あ
る
。
翌
十
月
十
日
に
は
、「
大
商
店
の
出
張
販
売
に
市
内
商
店

の
対
策

　三
越
の
支
店
設
置
説
は
立
消
え
か

　会
議
所
商
業
部
会
の
研
究
」

と
見
出
し
が
あ
り
、
次
の
よ
う
に
三
越
の
静
岡
市
へ
の
進
出
が
な
く
な
っ
た
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こ
と
が
記
事
に
み
え
る）

78
（

。

百
貨
店
の
静
岡
市
進
出
問
題
に
つ
い
て
は
過
般
来
三
越
呉
服
店
の
設
置

問
題
の
起
る
と
共
に
市
内
商
業
者
間
に
お
い
て
は
諸
種
対
策
を
研
究
中

で
あ
っ
た
が
三
越
呉
服
店
の
支
店
設
置
は
聞
く
所
に
よ
る
と
本
店
幹
部

に
お
い
て
現
下
の
不
況
と
静
岡
市
の
需
要
筋
等
か
ら
一
時
中
止
す
る
こ

と
に
決
定
し
た
と
の
報
が
あ
っ
た
の
で
市
内
商
業
者
は
一
息
入
れ
た
形

ち
で
あ
っ
た
が
、
各
大
都
市
で
も
不
況
は
一
層
深
刻
を
加
え
て
来
る
の

で
、
冬
物
販
売
期
に
際
し
て
例
年
出
張
販
売
を
行
っ
て
を
ら
な
か
っ
た

大
商
店
迄
出
張
し
て
来
り
八
日
よ
り
名
古
屋
の
中
村
屋
の
出
張
販
売
を

さ
き
が
け
に
毎
年
出
張
販
売
す
る
松
坂
屋
、
松
屋
等
も
進
出
し
て
来
る

模
様
な
の
で
実
業
協
会
初
め
各
町
発
展
会
に
お
い
て
は
ポ
ス
タ
ー
及
売

出
割
引
等
を
行
っ
て
対
策
中
で
あ
る
が
商
工
会
議
所
に
お
い
て
は
商
業

部
会
を
開
き
研
究
を
行
っ
た
が
会
議
所
の
機
能
上
具
体
的
活
動
を
行
ふ

こ
と
は
出
来
な
い
の
で
消
極
的
で
は
あ
る
が
市
内
需
要
者
に
市
内
商
店

の
販
売
品
も
百
貨
店
の
物
と
変
ら
な
い
か
ら
雷
同
的
に
之
を
買
は
な
い

様
に
と
自
覚
を
促
し
一
方
市
内
販
売
店
に
は
優
良
品
を
廉
価
で
百
貨
店

に
負
け
な
い
様
に
す
る
べ
く
共
に
研
究
す
る
筈
で
あ
る
と

　こ
の
よ
う
に
静
岡
商
工
会
議
所
は
表
立
っ
て
活
動
が
で
き
な
い
た
め
に
、

静
岡
実
業
協
会
を
中
核
と
し
て
具
体
的
な
販
売
の
対
抗
策
が
練
ら
れ
て
い
っ

た
。
九
月
十
一
日
の
内
容
に
「
静
岡
市
に
お
い
て
も
共
同
で
百
貨
店
を
設
置

し
て
対
抗
す
る
」
と
書
か
れ
て
い
た
通
り
、
十
月
十
九
日
の
見
出
し
に
「
静

岡
呉
服
町
通
り
に
総
合
的
デ
パ
ー
ト
建
設
計
画

　中
央
か
ら
の
進
出
防
止
の

目
的
で
市
内
大
商
家
が
結
束
」
す
る
手
筈
が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
と
あ
る）

79
（

。

最
近
三
越
、
松
坂
屋
、
白
木
屋
、
松
屋
等
の
東
西
デ
パ
ー
ト
が
地
方
の

主
要
都
市
に
出
張
販
売
を
な
し
比
較
的
優
良
商
品
を
廉
価
に
て
供
給
す

る
の
で
各
地
元
の
呉
服
店
、
雑
貨
店
、
洋
品
店
等
は
少
か
ら
ぬ
打
撃
を

蒙
り
本
県
の
静
岡
、
浜
松
、
沼
津
の
三
市
で
は
数
回
に
わ
た
っ
て
猛
烈

な
る
対
抗
若
し
く
は
防
止
運
動
を
試
み
、
商
工
会
議
所
を
動
か
し
て
ま

で
奮
闘
し
つ
丶
あ
る
が
静
岡
市
実
業
協
会
で
は
デ
パ
ー
ト
の
進
出
に
対

し
単
な
る
宣
伝
の
み
に
よ
っ
て
防
止
す
る
よ
り
も
む
し
ろ
実
力
を
以
て

対
抗
す
る
こ
と
が
有
利
で
あ
る
と
し
過
般
来
市
勧
業
当
局
前
に
同
市
に

お
け
る
代
表
的
商
家
を
網
羅
せ
る
呉
服
町
通
り
の
有
志
者
と
再
三
協
議

の
結
果
い
よ
〳
〵
近
く
「
総
合
的
デ
パ
ー
ト
ス
ト
リ
ー
ト
」
す
な
は
ち

平
面
的
デ
パ
ー
ト
を
建
設
す
る
こ
と
ゝ
な
っ
た
（
後
略
）

　商
店
街
を
中
心
と
し
た
「
平
面
的
デ
パ
ー
ト
」
の
建
設
計
画
は
全
国
的
に

み
ら
れ
た
商
店
街
の
対
抗
策
の
一
つ
で
あ
っ
た
。
静
岡
市
で
は
、
昭
和
五
年

の
段
階
で
そ
の
方
法
が
取
ら
れ
よ
う
と
し
て
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
結
束

に
よ
る
対
抗
策
は
商
店
街
だ
け
で
な
く
、
静
岡
市
の
小
売
市
場
に
お
い
て

も
組
織
の
結
束
が
大
い
に
進
め
ら
れ
た
。
見
出
し
を
み
て
み
る
と
、
九
月

二
十
六
日
に
は
「
静
岡
で
小
売
市
場
連
盟
会
組
織

　現
在
の
公
設
一
、
私
設

十
五
を
一
丸
と
し
大
い
に
改
善
」
と
あ
り
、
十
一
月
十
三
日
に
は
「
静
岡
に

愈
々
小
売
市
場
連
合
会

　公
私
の
代
表
者
が
集
っ
て
来
る
二
十
日
協
議
」
と
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書
か
れ
て
い
る）

80
（

。
最
終
的
に
は
十
一
月
二
十
五
日
の
見
出
し
に
「
静
岡
の
小

売
市
場
連
合
会
創
立
総
会
い
よ
〳
〵
来
る
二
十
六
日
」
と
あ
る
よ
う
に
、
静

岡
市
に
小
売
市
場
連
合
会
が
結
成
さ
れ
た）

81
（

。
記
事
の
内
容
か
ら
は
、
大
都
市

呉
服
系
百
貨
店
や
大
呉
服
店
の
出
張
販
売
に
対
抗
し
て
結
束
を
強
化
し
た
と

い
っ
た
表
現
は
見
受
け
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
当
然
三
越
・
松
坂
屋
を
は
じ

め
と
し
た
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
へ
の
対
抗
策
と
し
て
組
織
化
さ
れ
た
こ
と

が
理
由
の
一
つ
に
あ
っ
た
と
捉
え
て
も
異
論
は
な
か
ろ
う
。

　以
上
の
よ
う
に
静
岡
市
で
は
三
越
の
支
店
設
置
問
題
が
表
面
化
し
、
そ
れ

に
対
し
て
地
元
小
売
商
の
対
抗
策
や
地
元
小
売
市
場
の
連
携
が
図
ら
れ
て
い

た
。
で
は
、
三
越
の
動
向
に
対
し
て
松
坂
屋
の
出
張
販
売
は
ど
う
だ
っ
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
昭
和
五
年
の
松
坂
屋
の
出
張
販
売
に
関
し
て
は
、
次
の
見
出

し
と
内
容
に
あ
る
よ
う
に
静
岡
市
で
は
な
く
、
浜
松
市
に
お
い
て
大
き
な
問

題
と
な
っ
て
い
た
。
十
月
七
日
に
は
「
松
坂
屋
に
対
抗

　
  

　
　
　
　
　
　

出
張
不
況
に
脅
え
て
」
あ
り
、
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た）

82
（

。

（
浜
松
発
）
名
古
屋
松
坂
屋
で
は
十
四
五
日
浜
松
座
で
冬
物
出
張
販
売

す
る
事
と
な
り
之
に
対
し
地
元
浜
松
商
工
協
会
及
び
洋
服
商
人
組
合
呉

服
商
組
合
は
こ
の
不
景
気
に
際
し
て
大
狼
狽
を
な
し
五
日
以
来
善
後
策

を
協
議
中
大
体
之
に
対
抗
し
て
盛
大
な
商
店
祭
を
決
行
す
る
模
様
で
あ

る
　さ
ら
に
、
十
月
十
一
日
に
は
「
デ
パ
ー
ト
進
出
に
浜
松
商
人
大
弱
り

　松

坂
屋
に
泣
き
を
入
れ
る
な
ど

　色
々
な
策
戦
を
廻
ら
す
」
と
あ
る
。
松
坂
屋

浜
松
の
商
店
祭

の
出
張
回
数
を
減
ら
す
よ
う
な
内
々
の
交
渉
が
、
浜
松
商
工
協
会
を
中
心
と

し
た
地
元
小
売
商
と
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
と
の
間
で
行
わ
れ
て
い
た）

83
（

。
交
渉

の
背
景
と
と
も
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

（
浜
松
発
）
名
古
屋
松
坂
屋
の
浜
松
市
出
張
販
売
に
つ
い
て
時
節
柄
極

度
に
狼
狽
し
た
浜
松
市
の
小
売
商
組
合
で
は
、
浜
松
商
工
協
会
中
心
と

な
り
呉
服
洋
物
両
組
合
等
が
団
結
し
て
過
般
来
積
極
的
対
抗
策
に
つ
き

凝
議
中
で
あ
っ
た
が
大
デ
パ
ー
ト
進
出
に
対
抗
し
こ
れ
を
撃
退
す
る
に

は
相
当
犠
牲
と
資
金
を
要
す
る
の
で
こ
の
当
面
の
問
題
を
は
さ
ん
で
各

組
合
間
に
意
見
の
一
致
を
欠
き
紛
糾
を
続
け
た
が
畢
竟
す
る
に
大
デ

パ
ー
ト
の
地
方
進
出
拒
否
す
る
に
は
浜
松
一
流
呉
服
店
の
見
付
、
中
泉
、

袋
井
、
気
賀
等
が
出
張
販
売
も
拒
否
せ
ね
ば
浜
松
商
人
の
名
利
立
た
づ

と
な
し
表
面
の
対
抗
は
暫
く
置
い
て
傍
観
の
外
な
し
と
一
決
、
し
か
し

て
大
商
人
の
地
方
進
出
は
地
方
商
人
の
被
害
は
甚
大
で
あ
る
の
で
こ
れ

に
対
し
て
は
将
来
相
当
程
度
の
考
慮
を
促
し
従
来
松
坂
屋
の
出
張
三
回

は
こ
れ
を
二
回
に
止
め
ら
れ
た
き
旨
の
内
交
渉
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
っ
た
、
し
か
し
て
一
般
市
民
に
対
し
て
は
市
内
商
店
で
物
品
購
入
を

強
要
し
浜
松
商
工
協
会
の
名
を
以
て
国
産
品
と
市
内
商
品
の
標
語
入
り

の
ビ
ラ
を
市
内
各
小
学
校
の
児
童
を
通
じ
て
各
戸
に
配
布
宣
伝
に
努
め

る
こ
と
と
な
っ
た

　翌
六
（
一
九
三
一
）
年
二
月
三
日
に
は
、「
冬
物
大
棚
さ
ら
へ
」
と
し
て

「
掘
り
出
し
物
を
是
非
」「
松
坂
屋
式
期
末
整
理
の
処
分
品
山
と
携
へ
徹
底
的
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に
一
掃
！
」
な
ど
の
魅
力
的
な
文
言
の
広
告
を
載
せ
て
、
二
日
間
の
出
張
販

売
を
し
て
い
た）

84
（

。
そ
の
隣
に
は
三
越
の
出
張
販
売
の
広
告
が
あ
り
、
引
き
続

き
三
越
の
営
業
展
開
が
み
ら
れ
た
（
資
料
【
8
】）。
昭
和
六
年
に
至
っ
て
も

静
岡
市
で
は
、
二
大
呉
服
系
百
貨
店
が
立
て
続
け
に
出
張
販
売
を
展
開
す
る

激
戦
区
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
松
坂
屋
は
、
同
年
五
月
七
日
に
は
二
月
以
来
の

出
張
販
売
を
示
す
「
久
々
の
御
伺
ひ
」
と
い
う
誘
い
文
句
を
載
せ
て
、
二
月

と
同
じ
場
所
の
「
静
岡
市
寺
町
若
竹
座
」
に
お
い
て
三
日
間
に
わ
た
り
開
催

し
て
い
た
（
資
料
【
9
】）。
そ
の
な
か
に
は
、「
銀
座
松
坂
屋
通
信
販
売
部
」

の
「
お
手
紙
一
本
で
迅
速
丁
寧
に
御
用
命
を
承
り
ま
す
」
と
書
か
れ
た
広
告

も
み
え
、
松
坂
屋
銀
座
店
の
通
信
販
売
区
域
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

る）
85
（

。
松
坂
屋
の
出
張
販
売
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
考
察
し
て
い
た
通
り
、
明
治

後
期
に
は
名
古
屋
本
店
と
上
野
支
店
で
そ
れ
ぞ
れ
に
展
開
し
て
い
た
。
こ
の

時
期
の
静
岡
市
へ
の
出
張
販
売
は
、東
京
の
上
野
・
銀
座
両
店
が
管
轄
で
あ
っ

た）
86
（

。
同
年
五
月
十
四
日
の
見
出
し
に
は
「
松
坂
屋
大
売
出
し

　清
水
市
で
も

大
好
評

　売
上
二
万
五
千
円
突
破
か
」
と
あ
り
、
静
岡
市
と
隣
の
貿
易
港
と

し
て
栄
え
て
い
た
清
水
市
に
お
い
て
展
開
し
て
い
た）

87
（

。

　通
信
販
売
の
広
告
に
つ
い
て
は
、
同
年
五
月
三
十
一
日
の
「
松
坂
屋
通
信

販
売
部

　名
古
屋
南
大
津
町
」（
資
料【
10
】）や
同
年
十
一
月
二
十
四
日
の「
優

良
毛
布
通
信
大
提
供
」（
資
料
【
11
】）
と
あ
る）

88
（

。
静
岡
市
は
名
古
屋
本
店
と

東
京
の
二
つ
の
支
店
が
通
信
販
売
の
区
域
で
は
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
名

古
屋
本
店
は
、
浜
松
市
へ
の
出
張
販
売
を
担
当
し
て
い
た
。
静
岡
県
の
主
要

都
市
は
、
名
古
屋
本
店
と
東
京
の
二
つ
の
支
店
の
中
間
地
点
で
あ
り
、
松
坂

屋
本
支
店
が
出
張
販
売
を
行
う
に
あ
た
っ
て
非
常
に
好
位
置
に
あ
っ
た
と
言

資料【8】資料【9】
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え
る
。
昭
和
五
・
六
年
は
、
松
坂
屋
の
名
古
屋
と
東
京
の
三
店
舗
か
ら
の
営

業
展
開
を
通
じ
て
、
前
記
の
『
新
版
店
史
』
で
記
さ
れ
て
い
た
支
店
開
設
の

た
め
の
市
場
調
査
に
よ
る
顧
客
作
り
や
潜
在
的
ニ
ー
ズ
を
探
る
に
は
十
分
の

期
間
で
あ
っ
た
。

　最
後
に
昭
和
六
年
の
地
元
小
売
商
の
売
出
し
な
ど
対
抗
策
に
触
れ
て
お
く
。

昭
和
六
年
に
お
い
て
大
き
な
催
し
が
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
に
四
つ
ほ
ど
見

受
け
ら
れ
た
。
第
一
は
、
昭
和
六
年
三
月
三
十
一
日
の
広
告
に
み
ら
れ
る
四

月
一
日
か
ら
同
月
五
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
「
全
国
織
物
協
販
合
理
化
連
盟
加

盟
店

　連
合
大
売
出
し
」
で
あ
る
。
第
二
は
、
昭
和
六
年
四
月
一
日
の
広
告

に
四
月
一
日
か
ら
同
十
日
ま
で
開
か
れ
た
と
載
せ
ら
れ
て
い
る
「
静
岡
市
全

市
大
売
出
し
」
で
あ
る
。
第
三
は
、
昭
和
六
年
六
月
三
十
日
の
広
告
に
七
月

五
日
か
ら
同
月
十
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
と
あ
る
「
四
市
連
合
奉
仕
大
売
出

し
」
で
あ
る
。
第
四
は
、
昭
和
六
年
八
月
十
五
日
の
広
告
に
み
ら
れ
る
八
月

十
五
日
か
ら
同
三
十
日
ま
で
の
長
期
間
開
か
れ
た
「
ス
タ
ー
と
優
良
品
の
街

頭
展
」
で
あ
る）

89
（

。

　第
一
・
三
・
四
に
関
し
て
は
、資
料【
12
】【
13
】【
14
】と
し
て
載
せ
て
い
る
。

【
12
】
に
は
、前
記
の
新
聞
記
事
に
「
浜
松
一
流
呉
服
店
の
見
付
、中
泉
、袋
井
」

と
書
か
れ
て
い
た
通
り
、
こ
れ
ら
の
地
域
を
含
め
て
静
岡
県
内
の
主
要
な
呉

服
店
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
貴
重
な
資
料
で
あ
る
。【
12
】
に
は
「
日
本
で
始

め
て
の
催

　小
売
販
売
の
革
新

　全
国
織
物
協
販
デ
ー
」
と
あ
り
、
全
国
的

に
初
め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
こ
と
が
み
て
と
れ
る
。【
13
】
に
は
福
引
賞
品

が
み
ら
れ
、【
14
】
に
は
静
岡
市
と
浜
松
市
の
参
加
し
た
地
元
小
売
商
が
わ

か
る
。
こ
れ
ら
の
催
事
は
、
無
論
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
出
張
販
売
に

資料【10】資料【11】
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対
抗
す
る
新
た
な
営
業
戦
略
で
あ
っ
た
。

　第
三
に
つ
い
て
は
、
見
出
し
か
ら
少
し
掘
り
下
げ
て
お
く
。
六
月
三
十
日

に
は
、「
本
県
初
め
て
の
試
み
四
市
連
合
奉
仕
大
売
出

　我
社
が
発
表
し
た

空
前
の
大
計
画

　不
況
打
破
の
大
行
進
」
と
あ
る
。
そ
し
て
「
協
賛
の
言
葉
」

と
し
て
は
、「
四
市
一
斉
売
出
は
破
天
荒
の
計
画

　静
岡
市
長

　宮
崎
通
之

助
氏
談
」「
県
当
局
と
し
て
も
多
大
の
期
待

　佐
藤
県
商
工
主
事
談
」「
双
手

を
挙
げ
て
賛
意
を
表
す

　浜
松
市
長

　中
村
陸
平
氏
談
」「
貴
社
の
計
画
は

県
下
の
大
壮
観

　静
岡
商
工
会
議
所

　片
岡
理
事
談
」
な
ど
の
関
係
行
政
機

関
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
コ
メ
ン
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
昭
和
六
年
で
は
県
内

に
お
け
る
最
も
盛
大
な
大
売
出
し
と
な
り
、
静
岡
民
友
新
聞
社
主
催
と
し
て

経
済
界
の
「
不
況
打
破
」
を
目
的
と
し
た
静
岡
県
が
一
丸
と
な
っ
た
一
大
催

事
で
あ
っ
た）

90
（

。

　以
上
、
昭
和
五
・
六
年
に
お
け
る
三
越
、
松
坂
屋
の
出
張
販
売
と
通
信
販

売
お
よ
び
支
店
開
設
問
題
と
地
元
小
売
商
の
対
抗
策
を
中
心
に
考
察
し
て
き

た
。
な
か
で
も
、
昭
和
五
年
三
越
に
よ
る
静
岡
市
へ
の
支
店
開
設
と
松
坂
屋

の
浜
松
市
へ
の
出
張
販
売
は
、
地
元
新
聞
の
紙
面
を
飾
る
衝
撃
的
な
問
題
と

し
て
取
り
沙
汰
さ
れ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
五
年
秋
頃
か
ら
動
き
出
し

て
い
た
松
坂
屋
支
店
誘
致
の
交
渉
状
況
に
つ
い
て
二
つ
の
地
元
新
聞
紙
上
で

は
表
立
つ
こ
と
は
な
く
、
水
面
下
で
静
か
に
進
行
し
て
い
た
。

四
、
静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社
に
よ
る
松
坂
屋
支
店
誘
致

　『
新
版
店
史
』
に
三
越
へ
の
対
抗
策
が
書
か
れ
て
い
た
通
り
、
松
坂
屋
と

三
越
は
静
岡
市
へ
の
出
張
販
売
お
よ
び
支
店
設
置
に
お
い
て
競
り
合
っ
て
い

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
昭
和
五
年
九
月
に
三
越
が
静
岡
市
へ
の
支
店
設
置
へ

動
い
て
い
た
前
後
の
時
期
に
、
松
坂
屋
に
対
し
て
静
岡
委
託
会
社
か
ら
誘
致

話
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
、松
坂
屋
支
店
誘
致
に
つ
い
て
再
び『
新

版
店
史
』
か
ら
探
っ
て
い
こ
う）

91
（

。

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
二
月
静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社
と
の
間

に
次
の
よ
う
な
契
約
書
を
取
り
か
わ
し
ま
し
た
。

　

 

静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社
を
甲
と
し
、
株
式
会
社
松
坂
屋
を
乙

と
し
、
静
岡
市
栄
町
一
丁
目
省
線
静
岡
駅
広
場
前
に
甲
が
建
築
す
る

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
全
部
を
乙
が
借
賃
す
る
こ
と
を
予
約
締
結
す
る
。

　
　
　甲

　静
岡
市
紺
屋
町
一
一
九
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　取
締
役
社
長

　宮

　崎

　宇

　兵

　衛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
務
取
締
役

　山

　梨

　武

　四

　郎

　
　
　乙

　東
京
都
下
谷
区
上
野
広
小
路
一
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　株
式
会
社

　松

　坂

　屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　常
務
取
締
役

　小

　林

　八

　百

　吉

　

 

甲
の
所
有
す
る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
建
設
の
敷
地
は
三
六
〇
坪
五
五
で
あ

る
。
隣
地
栄
町
一
丁
目
二
二
番
地
宅
地
九
六
坪
二
八
の
甲
の
借
地
権

は
将
来
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
増
築
ま
た
は
乙
が
使
用
す
る
こ
と
あ
る
を
予

期
し
て
、
甲
は
こ
れ
を
他
人
に
転
売
ま
た
は
転
貸
し
な
い
こ
と
を
契

約
す
る
。
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　昭
和
七
年
二
月
に
建
設
予
定
ビ
ル
の
賃
貸
借
契
約
が
、
松
坂
屋
と
誘
致
側

の
地
元
企
業
で
あ
っ
た
静
岡
委
託
会
社
の
取
締
役
社
長
宮
崎
宇
兵
衛
と
常
務

取
締
役
山
梨
武
四
郎
両
名
と
の
間
で
締
結
し
て
い
た
。
契
約
時
期
に
つ
い
て

は
、
第
二
節
（
2
）〜（
5
）
の
指
摘
か
ら
も
想
像
で
き
る
。
こ
の
史
料
か
ら

松
坂
屋
で
は
、「
静
岡
市
栄
町
一
丁
目
省
線
静
岡
駅
広
場
前
」
の
立
地
条
件

を
押
さ
え
た
の
み
な
ら
ず
、「
隣
地
」
に
「
将
来
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
増
築
」
を

想
定
し
て
い
た
こ
と
が
見
え
隠
れ
す
る
。

　松
坂
屋
側
の
契
約
者
が
取
締
役
社
長
伊
藤
祐
民
で
は
な
く
常
務
取
締
役
小

林
八
百
吉
で
あ
り
、
小
林
常
務
が
先
を
見
込
ん
で
隣
地
を
押
さ
え
る
契
約
を

行
う
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
拙
稿
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る）

92
（

。
松
坂
屋

の
増
築
戦
略
に
つ
い
て
は
拙
稿
で
論
じ
た
が
、
小
林
常
務
は
静
岡
駅
前
反
対

運
動
が
起
こ
る
こ
と
を
予
想
し
な
が
ら
一
歩
先
を
読
ん
だ
柔
軟
な
経
営
戦
略

を
練
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
乙
の
住
所
が
東
京
上
野
店
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
前

節
の
出
張
販
売
の
分
析
で
み
た
通
り
で
あ
る
。
松
坂
屋
で
は
、
当
時
名
古
屋

本
店
を
凌
ぐ
売
上
高
を
誇
っ
て
い
た
ド
ル
箱
店
舗
で
あ
っ
た
上
野
支
店
の
も

と
で
静
岡
支
店
設
置
を
進
め
て
い
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
小
林
常
務
が
昭
和

七
年
九
月
か
ら
九
年
五
月
に
か
け
て
上
野
・
銀
座
両
店
の
営
業
部
長
を
兼
任

し
て
い
た
こ
と
が
あ
っ
た）

93
（

。
今
回
は
松
坂
屋
の
本
支
店
関
係
に
つ
い
て
深
入

り
は
で
き
な
い
が
、
松
坂
屋
の
本
支
店
経
営
に
と
っ
て
興
味
あ
る
事
実
で
あ

り
、
そ
の
う
え
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
本
支
店
経
営
関
係
問
題
を
探
る
重

要
な
手
掛
か
り
と
な
ろ
う）

94
（

。

　『新
版
店
史
』
に
は
、
静
岡
委
託
会
社
に
つ
い
て
は
「
静
岡
委
託
の
資
本

金
十
五
万
円
、
朝
日
興
業
か
ら
十
五
万
円
を
借
り
入
れ
新
資
本
金
を
三
十
万

円
と
倍
額
増
資
し
て
、
建
築
に
着
手
し
ま
し
た
が
、
な
お
不
足
分
は
他
か
ら

借
り
入
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
」
と
あ
る）

95
（

。
静
岡
委
託
会
社
と
し
て
は
、

松
坂
屋
の
子
会
社
で
あ
っ
た
朝
日
興
業
か
ら
借
り
入
れ
を
し
て
ま
で
も
、
松

坂
屋
支
店
誘
致
を
成
功
さ
せ
た
か
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。『
新
版
店
史
』

の
「
静
岡
店
の
開
設
」
の
項
目
に
お
い
て
静
岡
委
託
会
社
に
関
わ
る
こ
と
は
、

こ
の
記
述
で
終
え
て
い
る
た
め
に
他
の
資
料
か
ら
掘
り
下
げ
て
み
る
。
昭
和

戦
前
期
に
は
『
百
貨
店
年
鑑
』
の
類
が
多
く
出
さ
れ
て
い
る）

96
（

。
そ
の
な
か
で

現
存
す
る
資
料
と
し
て
最
も
古
い
昭
和
九
（
一
九
三
四
）
年
刊
行
の
『
世
界

百
貨
店
要
覧
』
の
「
静
岡
松
坂
屋
」
を
覗
い
て
み
よ
う
。「
静
岡
松
坂
屋
」

の
「
沿
革
」
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る）

97
（

。

静
岡
県
米
穀
肥
料
委
托
株
式
会
社
々
長
宮
崎
宇
兵
衛
、
同
常
務
山
梨
武

四
の
両
氏
を
中
心
と
し
其
他
の
有
志
か
ら
松
坂
屋
に
此
話
を
持
込
ん
だ

の
は
昭
和
五
年
頃
の
事
だ
っ
た
が
、
松
坂
屋
側
で
は
可
否
論
の
取
捨
に

迷
っ
て
容
易
に
決
定
し
な
か
っ
た
の
を
、
鬼
頭
前
専
務
の
英
断
と
小
林

現
専
務
の
方
針
に
依
っ
て
坂
手
英
雄
氏
が
其
衝
に
当
り
同
年
九
月
頃
か

ら
文
書
其
他
を
以
っ
て
正
式
に
交
渉
を
開
始
し
た
。
其
後
一
般
地
元
か

ら
は
百
貨
店
の
建
設
は
百
害
を
生
ず
る
が
如
く
誤
解
さ
れ
反
対
運
動
も

起
っ
て
大
分
妨
害
も
受
け
た
が
、
小
林
専
務
は
百
方
之
を
慰
撫
す
る
と

同
時
に
着
々
計
画
を
進
行
せ
し
め
た
も
の
で
あ
っ
た

　静
岡
委
託
会
社
と
松
坂
屋
の
双
方
の
代
表
者
や
両
者
に
お
け
る
一
層
詳
し

い
契
約
状
況
が
わ
か
る
。
上
記
に
お
い
て
問
題
と
な
っ
て
い
た
双
方
の
交
渉
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の
正
確
な
時
期
は
、
昭
和
五
年
九
月
頃
か
ら
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

松
坂
屋
側
の
小
林
常
務
の
背
後
に
は
鬼
頭
幸
七
初
代
専
務
の
存
在
が
あ
り
、

出
店
の
判
断
に
迷
っ
て
い
た
経
営
陣
に
対
し
て
鬼
頭
専
務
の
英
断
で
決
定
し

て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
。
こ
の
記
述
は
、
後
の
『
百
貨
店
年
鑑
』
類
が

踏
襲
し
て
い
る
重
要
な
内
容
で
あ
っ
た
。
な
お
前
々
節
（
6
）
大
岡
の
指
摘

は
、
こ
の
部
類
の
資
料
か
ら
引
用
し
て
い
た）

98
（

。

　静
岡
委
託
会
社
の
経
営
陣
に
つ
い
て
本
節
で
掲
げ
た
資
料
に
は
、
宮
崎
社

長
と
山
梨
常
務
両
名
の
名
前
が
二
度
に
わ
た
っ
て
み
ら
れ
た
。
後
者
の
山
梨

常
務
に
つ
い
て
は
、
清
水
新
聞
社
が
昭
和
三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
に
非
売

品
と
し
て
出
版
し
た
『
清
水
・
人
物
地
図
』
に
郷
土
の
百
人
の
一
人
と
し
て

紹
介
さ
れ
て
い
る
。
山
梨
常
務
は
、
大
正
九
（
一
九
二
〇
）
年
に
静
岡
委
託

会
社
に
入
社
し
て
い
た
。
松
坂
屋
支
店
誘
致
に
関
し
て
は
、
次
の
よ
う
に
書

か
れ
て
い
る）

99
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昭
和
七
年
に
静
岡
市
へ
松
坂
屋
が
進
出
し
て
き
た
が
、
こ
れ
は
静
岡
委

托
株
式
会
社
に
い
た
山
梨
氏
の
誘
致
し
た
も
の
で
あ
る
。
建
物
は
委
托

会
社
で
建
築
し
、
こ
れ
を
松
坂
屋
へ
賃
貸
す
る
と
い
う
契
約
で
き
た

が
、
地
元
の
呉
服
商
人
が
中
心
と
な
っ
て
反
対
運
動
を
起
し
、
飯
田
の

山
梨
氏
の
自
宅
ま
で
白
襷
の
デ
モ
隊
が
バ
ス
で
乗
り
込
ん
で
き
た
も
の

だ
っ
た
。
し
か
し
デ
パ
ー
ト
が
静
岡
市
の
発
展
に
な
る
こ
と
を
信
じ
て

い
た
山
梨
氏
は
、
東
京
の
三
越
や
白
木
屋
を
視
察
し
て
建
築
計
画
を

進
め
、
勝
呂
組
が
地
下
一
階
、
地
上
五
階
、
一
千
七
百
坪
の
建
物
を

二
十
三
万
八
千
七
百
円
で
請
負
っ
た
。
付
帯
工
事
を
入
れ
て
も
総
工
費

は
三
十
六
万
二
千
七
百
四
十
七
円
三
十
三
銭
だ
っ
た
と
い
う
か
ら
、
今

の
金
か
ら
見
る
と
甚
だ
安
か
っ
た
。

　こ
こ
に
は
、『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
よ
り
さ
ら
に
詳
し
い
こ
と
が
記
さ
れ

て
い
る
。
山
梨
常
務
が
静
岡
市
の
発
展
を
見
越
し
た
う
え
で
松
坂
屋
支
店
の

誘
致
に
乗
り
出
し
た
こ
と
や
、
ビ
ル
建
設
の
た
め
に
東
京
の
三
越
や
白
木
屋

の
視
察
を
試
み
て
い
た
ほ
ど
の
熱
意
が
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
ビ
ル

建
設
費
の
状
況
お
よ
び
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
煽
り
を
受
け
て
い
た
こ
と
ま

で
知
れ
る
。
で
は
、
静
岡
委
託
会
社
と
は
ど
の
よ
う
な
会
社
で
あ
っ
た
の
か
。

管
見
の
限
り
で
は
、『
新
版
店
史
』
の
巻
末
の
「
関
連
会
社
・
事
業
の
概
要
」

に
掲
載
さ
れ
た
「
⑥
静
岡
委
託
株
式
会
社
」
が
最
も
詳
し
い
の
で
関
連
す
る

部
分
を
引
用
し
て
お
こ
う）
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こ
の
会
社
は
明
治
二
十
二
年
（
一
八
八
九
）、
静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株

式
会
社
と
し
て
設
立
さ
れ
、
倉
庫
業
と
米
穀
販
売
が
お
も
な
業
務
で
し

た
が
、
一
時
は
運
送
業
を
兼
ね
、
ま
た
後
に
は
倉
庫
専
業
と
な
り
ま
し

た
。
松
坂
屋
と
の
関
係
が
で
き
た
の
は
、
昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
以

後
の
こ
と
で
す
。
委
託
会
社
は
現
在
、
松
坂
屋
静
岡
店
本
館
の
あ
る
御

幸
町
十
番
地
に
貸
ビ
ル
を
建
て
て
百
貨
店
を
誘
致
し
た
い
意
向
で
あ
っ

た
の
で
、
松
坂
屋
は
そ
の
建
物
を
借
り
て
静
岡
へ
進
出
す
る
計
画
を
立

て
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
委
託
会
社
は
松
坂
屋
か
ら
十
万
円
の
融
資
を
受

け
、
総
工
費
三
十
万
円
を
か
け
て
地
下
一
階
、
地
上
五
階
建
の
百
貨
店

を
建
設
し
、
こ
れ
を
松
坂
屋
に
賃
貸
し
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
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築
開
店
後
の
松
坂
屋
の
営
業
成
績
は
良
好
で
、昭
和
九
年（
一
九
三
四
）

に
は
松
坂
屋
の
資
金
で
屋
上
へ
二
階
を
増
築
し
て
七
階
建
と
し
ま
し
た
。

そ
の
こ
ろ
か
ら
松
坂
屋
傍
系
の
朝
日
興
業
は
委
託
会
社
の
大
株
主
で
し

た
が
、
戦
後
松
坂
屋
は
そ
の
朝
日
興
業
を
合
併
し
た
の
で
、
委
託
会
社

と
松
坂
屋
の
関
係
が
新
し
い
段
階
に
は
い
り
ま
し
た
。
そ
の
後
松
坂
屋

は
委
託
会
社
の
株
式
の
80
％
を
買
い
取
り
、
そ
の
経
営
権
を
手
中
に
収

め
ま
し
た
。

　こ
の
内
容
か
ら
も
、
静
岡
委
託
会
社
が
松
坂
屋
支
店
を
誘
致
し
た
こ
と
は

再
度
確
認
で
き
る
。
そ
れ
に
静
岡
委
託
会
社
に
融
資
し
た
朝
日
興
業
に
つ
い

て
は
、
松
坂
屋
の
傍
系
会
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ

り
松
坂
屋
が
ビ
ル
建
築
の
設
計
に
携
わ
り
、
そ
の
後
に
増
築
を
手
掛
け
て
い

た
こ
と
も
理
解
で
き
る
。
松
坂
屋
と
し
て
は
三
越
と
の
大
都
市
・
地
方
都
市

の
両
方
に
お
け
る
市
場
争
奪
戦
が
過
熱
し
て
い
た
こ
と
が
あ
り
、
鬼
頭
専
務

が
最
終
的
な
意
思
決
定
を
下
さ
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
静
岡
委
託
会
社
に

と
っ
て
は
会
社
の
生
き
残
り
を
か
け
て
い
た
一
大
決
断
で
あ
っ
た
た
め
、
東

京
ま
で
出
か
け
た
山
梨
常
務
の
慎
重
を
期
し
た
視
察
活
動
も
頷
く
こ
と
が
で

き
る
。

　以
上
、
松
坂
屋
が
出
店
を
決
意
し
た
背
景
と
そ
の
意
図
や
誘
致
側
の
地
元

企
業
で
あ
る
静
岡
委
託
会
社
の
山
梨
常
務
の
積
極
的
姿
勢
に
つ
い
て
、
松
坂

屋
の
社
史
で
あ
る『
新
版
店
史
』以
外
か
ら
傍
証
的
意
味
合
い
を
含
め
て
、『
世

界
百
貨
店
要
覧
』
と
『
清
水
・
人
物
地
図
』
か
ら
探
っ
て
き
た
。
次
節
か
ら

は
、
地
元
小
売
商
に
よ
る
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
、
松
坂
屋

と
静
岡
委
託
会
社
の
動
向
お
よ
び
地
元
小
売
商
へ
の
対
応
を
み
な
が
ら
鮮
明

に
し
て
い
く
。

五
、
昭
和
七
年
の
ビ
ル
建
設
計
画
に
伴
う
誘
致
反
対
運
動

　第
三
節
で
の
検
討
の
通
り
、
昭
和
五
年
九
月
に
三
越
の
支
店
設
置
に
対
し

て
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
の
は
静
岡
実
業
協
会
で
あ
っ
た
。
ま
た
松
坂
屋
に

対
し
て
反
対
運
動
が
生
じ
て
い
た
こ
と
は
先
行
研
究
・
文
献
か
ら
理
解
で
き

た
が
、
具
体
的
に
把
握
で
き
な
い
点
も
多
く
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
よ
り
深

く
反
対
運
動
の
経
過
を
み
る
た
め
に
静
岡
県
下
の
新
聞
記
事
か
ら
掘
り
下
げ

て
み
る
。
当
時
の
地
元
大
手
新
聞
社
と
し
て
は
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
の
静

岡
民
友
新
聞
社
と
『
静
岡
新
報
』
の
静
岡
新
報
社
の
二
社
で
あ
っ
た
。
こ
の

二
社
に
つ
い
て
は
、昭
和
十
六
（
一
九
四
一
）
年
十
二
月
に
『
浜
松
新
聞
』『
沼

津
合
同
新
聞
』『
清
水
新
聞
』『
東
海
朝
日
新
聞
』
な
ど
と
合
併
さ
れ
、
現
在

の
『
静
岡
新
聞
』
の
静
岡
新
聞
社
と
な
っ
て
い
る）

101
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　昭
和
五
年
九
月
か
ら
双
方
が
動
き
出
し
た
が
、管
見
の
限
り
『
静
岡
新
報
』

に
見
え
始
め
る
の
は
昭
和
七
年
二
月
十
六
日
か
ら
で
あ
る）

102
（

。
そ
の
記
事
に
は
、

次
の
よ
う
な
五
つ
の
見
出
し
が
み
え
る
。

「
大
百
貨
店
進
出
の
計
画
に
果
然
阻
止
運
動
起
る
」

「
先
づ
市
内
小
売
商
人
が
結
束
し
て
委
托
会
社
に
真
相
聴
取
」

「
実
業
協
会
を
始
め
各
組
合
奮
起
す

　檄
を
飛
ば
し
て
阻
止
運
動
」

「
脅
か
さ
れ
る
各
種
小
売
商
人

　き
の
ふ
対
策
を
協
議
」
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「
け
ふ
株
主
総
会

　ど
う
に
か
な
る
だ
ら
う
ー
と
大
株
主
北
村
氏
語
る
」

　松
坂
屋
進
出
の「
阻
止
運
動
」は
、三
越
の
時
と
同
じ
く「
実
業
協
会
」が「
檄

を
飛
ば
し
て
」
先
導
を
取
り
始
め
た
。
静
岡
実
業
協
会
を
中
心
に
各
組
合
が

奮
起
し
、
市
内
小
売
商
人
が
静
岡
委
託
会
社
へ
直
接
出
向
い
て
説
明
を
求
め

て
い
た
。
そ
の
う
え
市
内
の
「
各
種
小
売
商
人
」
は
、
対
策
の
た
め
の
協
議

を
開
い
て
い
た
。
最
初
の
見
出
し
の
記
事
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

東
西
大
デ
パ
ー
ト
の
地
方
都
市
へ
の
進
出
は
小
売
業
者
に
多
大
の
脅
威

を
与
へ
殊
に
静
岡
市
内
の
如
き
は
従
前
来
商
工
会
議
所
を
中
心
に
対
策

問
題
を
種
々
考
究
中
で
あ
っ
た
が
結
局
其
の
一
方
法
と
し
て
昨
年
春
か

ら
全
市
大
売
出
し
を
開
催
し
て
デ
パ
ー
ト
進
出
を
阻
止
す
る
状
態
に

あ
っ
た
、
然
る
に
静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社
で
は
既
報
の
如
く
其

の
所
有
地
で
あ
る
静
岡
駅
前
の
空
地
（
三
百
五
十
余
坪
葵
陽
館
跡
）
に

地
上
五
階
地
下
一
階
の
高
層
洋
館
の
ビ
ル
ヂ
ン
グ
を
建
設
し
一
部
を
名

古
屋
松
坂
屋
に
貸
付
け
て
デ
パ
ー
ト
営
業
を
開
始
せ
ん
と
す
る
方
策
を

構
ず
に
至
っ
た
、
此
の
事
を
い
ち
早
く
聞
知
し
た
静
岡
小
売
商
人
の
一

部
で
は
多
年
来
悩
み
の
種
と
な
っ
て
ゐ
る
前
記
デ
パ
ー
ト
の
進
出
は
死

活
上
の
重
大
問
題
で
あ
る
為
め
直
ち
に
こ
れ
が
対
策
方
法
に
関
し
協
議

を
重
ね
た
結
果
右
委
託
会
社
に
対
し
て
真
相
を
聴
取
す
る
と
共
に
尚
一

方
株
主
間
に
諒
解
を
求
め
て
善
処
す
る
事
と
な
っ
た
（
後
略
）

　こ
の
内
容
か
ら
松
坂
屋
の
出
店
以
前
に
は
、
静
岡
市
に
お
い
て
大
都
市
呉

服
系
百
貨
店
の
地
方
都
市
へ
の
進
出
は
問
題
化
さ
れ
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、

「
東
西
大
デ
パ
ー
ト
の
地
方
都
市
へ
の
進
出
」
は
「
多
年
来
悩
み
の
種
と
な
っ

て
ゐ
る
」
と
は
、
と
く
に
前
節
の
三
越
の
支
店
設
置
の
こ
と
を
指
し
て
い
よ

う
。
地
元
小
売
商
が
、
前
記
の
「
全
市
大
売
出
し
」
に
よ
る
対
策
を
講
じ
て

「
デ
パ
ー
ト
進
出
を
阻
止
す
る
状
態
」
に
ま
で
あ
っ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い

る
。
静
岡
駅
前
の
空
き
地
へ
の
松
坂
屋
出
店
を
「
い
ち
早
く
聞
知
し
た
静
岡

小
売
商
人
の
一
部
」
は
、「
死
活
上
の
重
大
問
題
」
と
し
て
静
岡
委
託
会
社

の
株
主
総
会
に
ま
で
押
し
か
け
て
、
そ
こ
で
「
真
相
を
聴
取
」
し
、「
株
主

間
に
諒
解
を
求
め
て
善
処
」
す
る
こ
と
と
な
っ
た
と
あ
る
。
し
か
し
、
静
岡

委
託
会
社
か
ら
松
坂
屋
へ
の
接
近
は
、
三
越
の
支
店
設
置
が
表
面
上
し
た
時

期
と
同
じ
昭
和
五
年
九
月
で
あ
っ
た
。
静
岡
委
託
会
社
と
松
坂
屋
の
間
で
契

約
段
階
ま
で
進
ん
で
い
た
昭
和
七
年
二
月
は
、
市
内
の
「
小
売
業
者
」
が
察

知
し
た
と
は
い
え
時
す
で
に
遅
し
と
捉
え
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　そ
の
後
の
記
事
か
ら
静
岡
委
託
会
社
と
し
て
は
、
経
営
上
の
事
情
と
し
て

静
岡
駅
前
の
土
地
利
用
を
行
っ
て
倉
庫
業
に
よ
る
経
営
打
開
を
図
る
案
が
出

さ
れ
た
と
あ
る
。
倉
庫
業
に
つ
い
て
は
、『
新
版
店
史
』
に
記
さ
れ
て
い
た

通
り
で
あ
る
。
同
社
の
臨
時
株
主
総
会
が
二
月
十
六
日
九
時
か
ら
開
か
れ
、

そ
こ
で
松
坂
屋
支
店
誘
致
が
決
定
さ
れ
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る）
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。
翌
十
七

日
の
『
静
岡
新
報
』
に
は
、
十
六
日
の
臨
時
株
主
総
会
で
の
動
き
を
受
け
て

次
の
よ
う
な
見
出
し
で
詳
し
い
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る）

104
（

。

「
三
十
万
円
に
増
資
し
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
建
設
」

「
将
来
の
賃
貸
問
題
は
別
と
し
て
昨
日
委
托
会
社
の
総
会
で
決
議
」
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「
ま
た
松
坂
屋
と
契
約
し
た
訳
で
は
な
い

　山
梨
支
配
人
語
る
」

「
小
売
商
人
側
は
結
束
し
て
善
処
」

「
委
托
ビ
ル
新
築
に
関
す
る
総
会
は
？

　多
少
の
波
瀾
あ
ら
ん
」

　静
岡
委
託
会
社
の
株
主
総
会
で
決
定
し
た
こ
と
が
見
出
し
か
ら
で
も
読
み

取
れ
る
。
ま
さ
し
く
百
貨
店
で
の
営
業
品
目
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
呉
服

類
・
洋
物
・
雑
貨
な
ど
の
「
市
内
小
売
商
人
」
に
よ
る
激
し
い
反
対
運
動
が
、

静
岡
委
託
会
社
の
株
主
総
会
に
対
し
て
、
次
の
記
事
の
如
く
す
ぐ
さ
ま
生
じ

て
い
た
。

（
前
略
）
市
内
小
売
商
人
が
前
記
ビ
ル
デ
イ
ン
グ
を
名
古
屋
伊
藤
松
坂

屋
に
賃
貸
す
る
事
に
対
し
て
反
対
運
動
を
行
っ
て
を
る
の
で
万
一
を
警

戒
し
て
同
社
使
役
の
仲
士
連
を
事
務
所
に
配
置
す
る
等
も
の
〳
〵
し
い

光
景
で
あ
っ
た
、
尚
一
方
小
売
商
人
は
呉
服
、
太
物
商
、
洋
物
商
、
雑

貨
商
各
組
合
員
を
中
心
に
約
百
名
は
午
後
零
時
半
某
所
に
集
合
し
て
一

斉
に
委
託
会
社
に
押
寄
せ
玄
関
前
に
陣
取
っ
て
大
い
に
反
対
気
勢
を

煽
っ
た
、
然
し
て
前
記
株
主
総
会
は
社
長
宮
崎
宇
兵
衛
氏
外
十
余
名
の

出
席
が
あ
っ
て

▲
第
一
号
議
案

　ビ
ル
デ
イ
ン
グ
新
築
に
関
す
る
件

▲
第
二
号
議
案

　資
本
金
増
額
に
関
す
る
件

▲
第
三
号
議
案

　会
社
定
款
変
更
に
関
す
る
件

　
　
　（後
略
）

　し
か
し
、
静
岡
委
託
会
社
に
押
し
寄
せ
る
抗
議
デ
モ
の
な
か
で
、
静
岡
委

託
会
社
で
は
ビ
ル
新
築
と
そ
の
た
め
の
資
本
金
増
額
を
決
議
し
て
い
た
。
こ

の
な
か
で
山
梨
常
務
の
コ
メ
ン
ト
が
、
次
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
紙

面
通
り
解
釈
す
れ
ば
二
月
十
七
日
時
点
で
は
、
前
節
に
お
い
て
示
し
た
二
月

の
契
約
書
が
ま
だ
取
り
交
わ
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
と
推
察
で
き
る）

105
（

。

尚
株
主
総
会
直
後
山
梨
支
配
人
は
次
の
如
く
語
っ
た

　

 

当
社
と
し
て
は
尚
未
だ
松
坂
屋
と
契
約
し
た
訳
で
は
な
い
、
静
岡
市

内
で
確
実
な
借
入
れ
の
希
望
者
が
あ
れ
ば
其
の
方
へ
貸
し
て
も
よ
い

と
思
っ
て
ゐ
る
、
要
す
る
に
当
社
は
確
実
な
借
人
で
さ
え
あ
れ
ば
誰

で
も
い
ゝ
訳
で
あ
る
何
も
他
地
方
の
大
百
貨
店
に
限
る
と
云
ふ
訳
で

は
無
い
、
此
の
点
を
よ
く
諒
解
し
て
貰
ひ
た
い
と
思
ふ

　こ
の
後
に
「
小
売
商
人
側
は
結
束
し
て
善
処
」
と
し
て
、
次
の
内
容
が
書

か
れ
て
い
た
。

静
岡
委
託
会
社
へ
押
寄
せ
た
市
内
小
売
商
人
代
表
者
は
株
主
総
会
の
結

果
を
聞
く
と
同
時
に
商
工
会
議
所
に
引
揚
た
上
今
後
の
対
策
方
法
に
関

し
種
々
協
議
す
る
処
が
あ
っ
た
が
今
後
尚
引
続
き
各
種
商
人
組
合
は
一

致
協
力
し
て
善
後
策
を
考
究
す
る
筈
で
あ
る

　二
月
十
八
日
の
『
静
岡
新
報
』
に
は
「
委
托
ビ
ル
を
中
心
に
十
七
団
体
協

議
会
」
の
見
出
し
で
書
か
れ
、
静
岡
市
内
の
「
呉
服
、
太
物
商
、
洋
物
商
、

雑
貨
商
」
を
中
核
と
し
た
各
種
組
合
な
ど
多
く
の
団
体
が
本
格
的
な
対
策
に
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精
を
出
し
始
め
て
い
た）

106
（

。『
静
岡
新
報
』
二
月
二
十
一
日
に
は
、
次
の
見
出

し
が
あ
る）

107
（

。

「
名
古
屋
松
坂
屋
の
静
岡
進
出
は
確
定
的
」

「
市
内
か
ら
従
業
員
三
百
余
名
募
集
」

「
一
日
五
千
円
の
売
上
予
定
」

　こ
の
な
か
で
冒
頭
の
見
出
し
の
記
事
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

名
古
屋
伊
藤
松
坂
屋
の
静
岡
市
進
出
の
事
実
は
愈
々
確
定
的
と
な
っ
て
、

す
で
に
静
岡
委
托
会
社
と
の
間
に
委
托
ビ
ル
賃
貸
は
成
立
し
て
を
り
右

松
坂
屋
で
は
静
岡
支
店
開
設
に
当
っ
て
は
本
店
か
ら
店
員
五
十
名
を
引

連
れ
市
内
か
ら
約
三
百
名
の
男
女
従
業
員
を
募
集
す
る
筈
で
あ
る
、
尚

静
岡
支
店
の
一
日
売
上
額
は
約
五
千
円
を
見
込
み
一
ヶ
年
間
百
八
十
万

円
の
計
算
で
あ
る

　二
月
十
七
日
の
山
梨
常
務
の
発
言
は
、
一
時
的
な
言
い
逃
れ
で
あ
っ
た
こ

と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
十
七
日
の
株
主
総
会
の
決
議
後
に
松
坂
屋
と
の
契

約
が
行
わ
れ
、
二
十
一
日
の
「
愈
々
確
定
的
」
の
表
現
と
な
っ
て
現
れ
た
。

こ
の
記
事
に
あ
る
女
店
員
募
集
に
つ
い
て
は
、
昭
和
七
年
十
月
十
二
日
の
広

告
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
（
資
料
【
15
】）

108
（

）。
松
坂
屋
で
は
、
店
員
を
静
岡
市
内

か
ら
雇
用
し
て
地
元
密
着
の
店
舗
作
り
を
目
指
し
て
お
り
、
現
在
に
例
え
れ

ば
と
く
に
郊
外
型
の
大
型
総
合
ス
ー
パ
ー
の
雇
用
方
法
に
類
似
し
て
い
た
と

資料【15】
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思
わ
れ
る
。
松
坂
屋
は
出
店
に
あ
た
り
、
静
岡
市
民
の
協
力
を
見
越
し
た
展

開
を
と
っ
て
お
り
、
昭
和
初
頭
の
女
性
雇
用
の
情
勢
か
ら
し
て
も
市
民
に
受

け
入
れ
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た）

109
（

。
こ
の
記
事
の
後
に
は
、「
小
売
商
店
が
直

接
本
店
へ
交
渉

　影
響
の
甚
大
を
虞
れ
」
と
あ
り
、
市
内
小
売
商
は
さ
ら
な

る
対
応
策
を
講
じ
た
。

静
岡
市
内
の
小
売
商
人
は
松
坂
屋
の
進
出
が
実
現
す
る
際
に
は
各
商
店

の
収
入
は
五
割
見
当
の
激
減
を
予
想
さ
れ
る
の
で
此
の
際
松
坂
屋
に
対

し
そ
の
事
情
を
訴
へ
支
店
設
置
を
考
慮
し
て
も
ら
ふ
事
と
な
り
近
く
代

表
者
十
余
名
は
名
古
屋
松
坂
屋
に
赴
き
種
々
交
渉
を
重
ね
る
事
と
な
っ

た
　『
静
岡
新
報
』
の
見
出
し
と
主
な
内
容
か
ら
松
坂
屋
支
店
誘
致
の
反
対
運

動
と
し
て
は
、
二
月
中
旬
で
は
ま
ず
静
岡
委
託
会
社
内
に
お
い
て
ビ
ル
建
設

が
決
議
さ
れ
る
株
主
総
会
の
開
催
を
阻
止
す
る
勢
い
で
始
ま
っ
て
い
た
。
静

岡
委
託
会
社
と
松
坂
屋
の
間
で
契
約
が
結
ば
れ
る
と
、
市
内
の
各
種
組
合
が

団
結
し
て
代
表
者
を
選
出
し
て
、
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
に
対
し
て
直
接
交
渉

へ
向
か
う
ま
で
の
対
策
を
と
っ
て
い
た
。

　二
月
の
経
過
が
判
明
し
た
が
、
こ
の
時
期
の
『
静
岡
新
報
』
に
は
静
岡
市

の
発
展
状
況
の
指
標
と
し
て
次
の
二
つ
が
み
え
る
。
ま
ず
三
月
十
一
日
に

は
、「
静
岡
市
人
口
い
よ
〳
〵
十
四
万
突
破

　来
る
四
月
一
日
よ
り
＝
全
国

中
十
八
位
に
躍
進
」
と
あ
り
、
合
併
に
よ
っ
て
岡
山
市
と
鹿
児
島
市
を
抜
い

て
「
全
国
都
市
中
第
十
八
位
と
な
る
」
と
あ
る）

110
（

。
次
に
三
月
二
十
二
日
に
は
、

「
五
ヶ
年
計
画
で
施
工
の
静
岡
街
路
事
業
内
容

　二
期
都
計
事
業
い
よ
〳
〵

あ
す
の
地
方
委
員
会
へ
」
と
あ
る）

111
（

。
こ
の
よ
う
に
静
岡
市
は
、
当
時
地
方
都

市
と
し
て
全
国
的
に
み
て
も
人
口
規
模
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
お
い
て
発
展
し

つ
つ
あ
っ
た
地
方
都
市
で
あ
っ
た）

112
（

。
静
岡
市
発
展
の
波
に
乗
る
か
の
よ
う
に

静
岡
委
託
会
社
は
、
松
坂
屋
支
店
誘
致
を
積
極
的
に
推
し
進
め
た
。『
静
岡

新
報
』
三
月
二
十
五
日
の
見
出
し
に
は
、「
委
托
ビ
ル
愈
出
現

　松
坂
屋
と

の
契
約
成
る
」
と
あ
る
。
松
坂
屋
が
入
居
す
る
ビ
ル
建
設
が
、
三
月
下
旬
に

は
決
定
的
と
な
っ
て
い
た）

113
（

。
こ
の
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

名
古
屋
松
坂
屋
の
静
岡
進
出
は
既
記
の
如
く
静
岡
委
託
会
社
と
の
家
屋

借
入
れ
契
約
は
殆
ど
確
定
し
一
方
静
岡
市
内
の
小
売
商
人
も
大
デ
パ
ー

ト
の
進
出
は
時
代
の
趨
勢
で
止
む
を
得
な
い
も
の
と
し
此
の
際
阻
止
運

動
を
継
続
す
る
と
し
て
も
案
外
効
果
は
少
い
で
あ
ら
う
と
の
意
見
を
抱

く
者
も
あ
る
折
柄
前
記
委
託
会
社
で
は
す
で
に
設
計
に
着
手
し
て
を
る

か
ら
近
く
予
定
通
り
地
下
一
階
地
上
五
階
の
総
延
坪
約
二
千
坪
の
大
建

築
は
実
現
す
る
も
の
と
見
ら
れ
て
を
る

　二
月
か
ら
三
月
に
か
け
て
静
岡
委
託
会
社
と
松
坂
屋
と
の
間
で
「
家
屋
借

入
れ
契
約
」
は
確
定
し
、
松
坂
屋
を
中
心
に
ビ
ル
設
計
に
着
手
し
、
後
述
す

る
が
、
実
際
に
地
鎮
祭
を
済
ま
せ
て
建
築
施
行
が
進
み
出
し
て
い
た
。
こ
れ

を
受
け
て
「
阻
止
運
動
」
が
、
市
内
小
売
商
か
ら
起
こ
り
広
が
り
つ
つ
あ
っ

た
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
地
方
進
出
の
「
阻

止
運
動
」
に
対
し
て
疑
問
を
抱
く
者
の
存
在
が
あ
っ
た
こ
と
は
注
意
し
て
お
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き
た
い
。
松
坂
屋
支
店
誘
致
に
よ

る
静
岡
市
発
展
を
期
待
す
る
市
民

が
多
数
存
在
し
て
い
た
こ
と
も
事

実
で
あ
り
、
す
べ
て
の
市
民
が
最

初
か
ら
反
対
運
動
に
賛
同
し
た
わ

け
で
は
な
か
っ
た
。
静
岡
駅
前
反

対
運
動
は
、
松
坂
屋
支
店
誘
致
の

た
め
の
ビ
ル
建
設
計
画
の
決
定
を

受
け
て
一
旦
静
ま
っ
た
よ
う
に
見

受
け
ら
れ
た
。

　地
元
小
売
商
と
し
て
は
、
昭
和

七
年
三
月
二
十
七
日
よ
り
四
月
五

日
ま
で
「
廿
日
会
祭
奉
賛

　静
岡

全
市
大
売
出
」
を
開
催
し
て
対
抗

策
に
打
っ
て
出
た
（
資
料
【
16
】）

114
（

）。

廿
日
会
祭
と
合
わ
さ
っ
た
静
岡
全

市
大
売
出
し
が
広
告
に
み
ら
れ
る

よ
う
に
華
や
か
に
開
か
れ
、
次
の

如
く
静
岡
実
業
協
会
が
大
売
出
し

を
展
開
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

そ
れ
と
と
も
に
観
光
振
興
の
拠
点

と
し
て
静
岡
駅
の
重
要
性
も
読
み

取
れ
、
そ
の
駅
前
に
松
坂
屋
が
出

店
す
る
こ
と
は
地
元
小
売
商
に
と
っ
て
余
程
の
脅
威
に
な
る
こ
と
は
目
に
み

え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
左
記
の
『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
七

年
四
月
一
日
の
記
事
に
あ
る
通
り
で
あ
る
。

桜
四
月
花
の
街
の
静
岡
市
は
す
っ
か
り
ね
り
気
分
百
パ
ー
セ
ン
ト
、
鯨

幕
引
き
廻
さ
れ
て
こ
ゝ
も
と
戦
捷
凱
旋
、
軍
旗
祭
、
神
武
天
皇
祭
と
歓

楽
の
渦
に
巻
か
れ
そ
れ
に
加
へ
て
静
岡
実
業
協
会
の
大
売
出
し
が
更
に

人
気
を
煽
っ
て
不
景
気
吹
っ
と
ば
せ
と
ば
か
り
熱
狂
的
に
う
こ
ん
の
鉢

巻
、
勇
み
の
法
被
が
早
く
も
市
中
に
交
錯
し
て
ゐ
る
が
静
岡
駅
で
は
臨

時
列
車
の
運
転
を
行
っ
て
東
西
か
ら
の
観
光
客
の
便
利
を
は
か
る
が
静

岡
電
鉄
で
も
四
月
中
は
特
に
一
日
か
ら
十
七
日
ま
で
全
線
大
割
引
を
な

す
外
臨
時
増
発
を
な
す
に
決
し
た
（
後
略
）

六
、
建
設
決
定
後
の
猛
烈
な
進
出
反
対
運
動

　本
節
で
は
、
契
約
書
が
取
り
交
わ
さ
れ
て
ビ
ル
建
設
計
画
が
確
定
的
と

な
っ
た
昭
和
七
年
三
月
末
以
降
の
松
坂
屋
に
お
け
る
出
店
準
備
と
地
元
小
売

商
の
反
対
運
動
に
関
し
て
考
察
を
進
め
る
。
松
坂
屋
に
よ
る
ビ
ル
設
計
・
建

設
準
備
に
つ
い
て
は
、『
新
版
店
史
』
に
次
の
よ
う
に
あ
る）

115
（

。

設
計
は
、
最
初
百
貨
店
と
し
て
必
要
な
い
っ
さ
い
の
設
備
費
を
含
め
て

坪
当
り
二
〇
〇
円
（
一
㎡
当
り
六
〇
円
）
を
基
準
と
し
て
臨
時
建
築
部

技
師
鈴
木
禎
次
に
依
頼
し
ま
し
た
が
、
坪
当
り
二
〇
〇
円
（
一
㎡
当
り

資料【16】



（34）

（34）139昭和初頭静岡市への松坂屋支店誘致と反百貨店運動

六
〇
円
）
で
は
と
て
も
無
理
で
あ
ろ
う
、
と
い
う
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
建
築
に
費
用
を
か
け
す
ぎ
て
は
、
あ
と
の
経
営
採
算
が
と
り

に
く
く
な
る
し
、
ま
た
低
物
価
時
代
で
も
あ
っ
た
の
で
、
な
ん
と
か
で

き
そ
う
な
も
の
と
、
第
二
段
の
策
と
し
て
臨
時
建
築
部
員
の
鬼
頭
作
三

に
依
頼
し
て
、
ふ
た
た
び
設
計
を
立
て
さ
せ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
鬼

頭
作
三
は
茶
屋
町
時
代
の
い
と
う
呉
服
店
の
元
締
で
あ
っ
た
二
代
め
鬼

頭
幸
七
の
長
男
で
、
初
代
専
務
鬼
頭
幸
七
（
三
代
め
）
の
義
弟
で
す
。

　静
岡
支
店
が
入
る
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
設
計
に
つ
い
て
は
、
創
業
時
の
松
坂

屋
名
古
屋
本
店
を
は
じ
め
い
く
つ
も
の
松
坂
屋
店
舗
の
設
計
に
携
わ
っ
て
き

た
鈴
木
禎
次
で
は
な
か
っ
た
理
由
が
書
か
れ
、
昭
和
初
頭
の
不
況
期
の
影
響

を
受
け
た
松
坂
屋
側
の
新
店
舗
建
設
の
事
情
と
と
も
に
判
明
す
る
。
静
岡
委

託
会
社
は
不
動
産
事
業
を
メ
イ
ン
と
し
て
お
り
、
ビ
ル
の
内
部
に
つ
い
て
は

松
坂
屋
自
ら
が
設
計
の
中
軸
を
担
っ
て
い
た
。
松
坂
屋
の
経
営
事
情
も
合
わ

さ
っ
て
設
計
担
当
者
は
鬼
頭
専
務
の
義
弟
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
推
察
し
て
、

小
林
常
務
の
背
後
で
鬼
頭
専
務
が
内
々
に
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
て
い
た
と
思
わ

れ
る
。
ビ
ル
建
設
の
複
雑
な
事
情
に
つ
い
て
は
、
前
記
に
続
け
て
書
か
れ
て

い
る
次
の
部
分
か
ら
も
理
解
で
き
る）
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設
計
は
鬼
頭
作
三
の
苦
心
に
よ
っ
て
ま
も
な
く
り
っ
ぱ
に
で
き
上
が
り
、

三
月
二
十
六
日
に
地
鎮
祭
を
行
い
、
静
岡
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
建
設
の
看
板

を
掲
げ
て
、
地
元
で
の
最
大
の
土
建
業
・
勝
呂
組
の
請
負
で
着
工
さ
せ

ま
し
た
。
こ
の
と
き
、
竹
中
組
の
請
負
に
し
な
か
っ
た
の
は
、
松
坂
屋

と
竹
中
組
の
縁
故
関
係
か
ら
、
松
坂
屋
の
進
出
が
明
白
と
な
っ
て
、
地

元
の
小
売
商
を
刺
激
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
、
そ
れ
を
避
け
る
た
め
で

し
た
。

　『清
水
・
人
物
地
図
』
で
は
、
静
岡
委
託
会
社
の
山
梨
常
務
が
積
極
的
に

誘
致
活
動
を
進
め
、
静
岡
県
内
の
勝
呂
組
に
建
築
施
工
を
依
頼
し
た
と
一
見

み
え
た
。
し
か
し
必
ず
し
も
そ
れ
が
す
べ
て
の
理
由
か
ら
で
は
な
く
、
松

坂
屋
側
の
地
元
小
売
商
を
刺
激
し
な
い
配
慮
が
あ
っ
て
の
こ
と
で
も
あ
っ

た
。
前
節
で
み
た
通
り
三
月
二
十
五
日
に
ビ
ル
建
設
お
よ
び
契
約
決
定
が
新

聞
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
翌
二
十
六
日
に
は
松
坂
屋
・
静
岡
委
託
会

社
サ
イ
ド
で
早
々
に
地
鎮
祭
を
執
り
行
っ
て
い
た
。
両
サ
イ
ド
で
は
三
月
末

以
降
も
松
坂
屋
出
店
を
目
立
た
せ
な
い
た
め
の
努
力
を
重
ね
る
一
方
で
、
ビ

ル
建
設
自
体
は
迅
速
に
進
め
ら
れ
た
。
前
節
で
み
た
よ
う
に
地
元
小
売
商
の

代
表
者
が
、
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
に
お
い
て
交
渉
を
行
っ
た
際
に
進
出
中
止

を
迫
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
『
静
岡
新
報
』
に
書
き
立
て
ら
れ
な
く

な
っ
た
の
を
見
計
ら
っ
て
、
現
場
に
熟
知
し
て
い
る
静
岡
委
託
会
社
で
は
施

行
の
チ
ャ
ン
ス
と
み
て
勝
呂
組
に
急
が
せ
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
竹
中
は
、

反
対
運
動
が
再
燃
し
た
こ
と
に
つ
い
て
『
新
版
店
史
』
に
次
の
よ
う
に
記
し

て
い
る）
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地
下
水
に
な
や
ま
さ
れ
た
地
下
工
事
を
お
え
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
流
し

込
み
作
業
が
三
階
に
か
か
っ
た
こ
ろ
か
ら
、
松
坂
屋
進
出
の
う
わ
さ
が

パ
ッ
と
市
中
に
ひ
ろ
ま
り
、
静
岡
実
業
協
会
を
中
心
と
す
る
猛
烈
な
反
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対
運
動
が
ま
き
お
こ
り
ま
し

た
。
そ
の
と
き
静
岡
の
発
展

の
た
め
百
貨
店
の
必
要
を
主

張
し
て
い
た
静
岡
民
友
新
聞

は
、
反
対
運
動
が
一
般
市
民

の
経
済
的
利
益
を
阻
害
す
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
書
き
立

て
て
反
対
運
動
に
攻
撃
を
加

え
た
の
で
、
最
初
の
激
し
さ

は
著
し
く
弱
め
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
一
部
特
定
の
反
対

者
は
い
つ
ま
で
も
反
対
運
動

を
続
け
、
六
月
八
日
に
は
静

岡
愛
市
結
盟
団
と
名
の
っ
た

八
名
が
、
ま
た
六
月
十
三
日

に
は
静
岡
商
工
会
議
所
議
員

数
名
が
は
る
ば
る
名
古
屋
の

本
社
に
鬼
頭
専
務
を
訪
れ
て

陳
情
し
た
り
、
落
成
の
近
づ

い
た
十
月
ご
ろ
、
十
数
人
の

デ
モ
隊
を
組
織
し
、
の
ぼ
り

を
お
し
立
て
て
建
物
の
周
囲

を
ね
り
歩
く
と
い
う
よ
う
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　地
元
へ
の
情
報
漏
洩
を
防
ぎ
つ
つ
ビ
ル
建
設
が
急
テ
ン
ポ
で
進
め
ら
れ
て

い
た
が
、
建
築
物
の
姿
が
次
第
に
現
れ
る
に
つ
れ
、
静
岡
実
業
協
会
を
主
柱

に
反
対
運
動
が
再
び
始
ま
っ
た
。
二
月
に
続
い
て
六
月
中
旬
に
は
、
反
対
運

動
側
の
静
岡
愛
市
結
盟
団
や
静
岡
商
工
会
議
所
議
員
が
松
坂
屋
名
古
屋
本
店

の
鬼
頭
専
務
を
訪
問
し
、
以
後
十
月
ま
で
は
反
対
運
動
が
継
続
さ
れ
た
こ
と

が
書
き
記
さ
れ
て
い
る
。
表
1
は
、
竹
中
が
本
社
調
査
課
兼
秘
書
課
時
代
に

記
し
た
も
の
で
あ
る
。『
新
版
店
史
』
の
基
盤
と
も
な
っ
た
『
竹
中
日
記
』

の
な
か
の
静
岡
市
へ
の
出
店
動
向
お
よ
び
反
対
運
動
の
記
述
に
目
を
向
け
る

と
、
前
記
よ
り
一
層
詳
し
い
内
容
が
わ
か
る
。

　例
え
ば
、
静
岡
商
工
会
議
所
の
副
会
頭
が
来
訪
し
て
い
た
こ
と
で
、
反
対

運
動
に
対
す
る
力
の
入
れ
方
が
理
解
で
き
る
。
反
対
運
動
側
の
二
回
の
訪
問

を
受
け
て
、
六
月
二
十
五
日
に
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
で
は
重
役
会
に
お
い
て

静
岡
支
店
問
題
を
審
議
し
て
い
た
。
ち
な
み
に
前
後
す
る
が
、
昭
和
七
年
一

月
八
日
に
鬼
頭
専
務
が
静
岡
支
店
開
設
の
計
画
で
動
い
て
い
た
こ
と
も
判
明

す
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
点
か
ら
も
小
林
常
務
の
背
後
に
は
鬼
頭

専
務
の
存
在
が
あ
り
、
静
岡
支
店
開
設
の
決
断
は
鬼
頭
専
務
に
よ
る
も
の

だ
っ
た
こ
と
が
明
確
に
な
っ
た
。
昭
和
初
頭
ま
で
の
静
岡
支
店
を
含
め
て
松

坂
屋
本
支
店
体
制
作
り
は
鬼
頭
専
務
の
発
案
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
鬼
頭
専

務
の
果
た
し
た
役
割
を
再
確
認
で
き
た）
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（

。
し
か
し
、
松
坂
屋
出
店
に
つ
い
て

の
噂
が
広
ま
り
、
静
岡
実
業
協
会
を
中
心
に
熾
烈
な
進
出
反
対
運
動
が
巻
き

起
こ
っ
た
。
以
上
は
、『
新
版
店
史
』
に
よ
る
。

表1　『竹中日記』にみる静岡市への出店動向および反対運動

昭和7年1月8日 （鬼頭）専務様は野沢屋対策、静岡支店設置計画に関し、芦沢様などとご協議。

昭和7年6月8日
松坂屋の静岡進出防止のため、13時に静岡愛市血盟団8名が来店。4階サロンで鬼
頭専務と面談する。

昭和7年6月13日

静岡市商工業者の松坂屋静岡進出反対が旺盛のため、静岡商工会議所副会頭以下
議員3名が、松坂屋の進出中止の陳情のため来店する。島沢様と武藤様が応接さ
れる。なお、議員の陳情状態監視のため、小売商代表1名が名古屋駅に一行を待
受けて同道来店した。

昭和7年6月25日
10時から本社で重役会。静岡支店問題、銀座店移転問題、その他が審議された筈
である。

出所）菊池満雄「静岡への進出」（JFR史料館〔内部資料〕、2015年4月）1頁。
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　と
こ
ろ
で
、『
静
岡
新
報
』
四
月
二
十
九
日
に
は
、「
静
岡
ビ
ル
の
工
事
か

ら
附
近
の
水
が
枯
渇

　飲
料
水
や
風
呂
水
に
も
困
る
と
て
静
岡
署
へ
善
後
策

の
陳
情
」
と
掲
載
さ
れ
た
見
出
し
の
記
事
が
あ
る）

119
（

。
そ
の
な
か
で
、
記
事
の

最
初
と
静
岡
署
の
望
月
署
長
の
コ
メ
ン
ト
部
分
を
引
用
し
て
お
く
。
な
お
、

静
岡
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
の
表
現
に
つ
い
て
は
『
新
版
店
史
』
に
書
か
れ
て
い
る

の
で
、
左
記
の
静
岡
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
が
松
坂
屋
の
出
店
予
定
の
ビ
ル
デ
ィ
ン

グ
を
指
し
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

静
岡
ビ
ル
デ
ン
グ
建
設
工
事
は
本
年
二
月
廿
七
日
着
手
以
来
殆
ど
昼
夜

兼
行
に
て
工
事
を
急
い
で
ゐ
る
が
、
同
工
事
を
め
ぐ
り
栄
町
、
紺
屋
町
、

伝
馬
町
方
面
の
飲
料
水
が
枯
渇
し
営
業
に
さ
へ
支
障
を
来
し
た
る
も
の

あ
り
、
各
町
に
て
寄
々
集
合
対
策
を
協
議
し
つ
ゝ
あ
る
が
、
伝
馬
町
総

代
斎
藤
茂
右
衛
門
氏
他
二
十
五
名
は
二
十
八
日
静
岡
署
に
望
月
署
長
を

訪
問
陳
情
す
る
と
こ
ろ
あ
り
、
成
行
は
重
大
視
さ
れ
て
ゐ
る
、
静
岡
ビ

ル
デ
ン
グ
は
駅
前
紺
屋
町
で
建
坪
三
百
六
十
坪
あ
り
、
目
下
基
礎
工
事

中
に
て
（
中
略
）
右
に
つ
き
望
月
署
長
は
語
る
。
最
近
此
の
問
題
は
非

公
式
に
各
方
面
か
ら
耳
に
し
て
居
る
の
で
何
等
か
適
当
な
対
策
を
講
じ

ね
ば
な
ら
ぬ
と
思
っ
て
居
た
事
で
あ
る（
中
略
）非
常
に
話
は
よ
く
判
っ

て
居
る
か
ら
工
事
者
側
で
何
と
言
ふ
か
判
ら
ん
が
予
定
は
四
月
一
杯
で

基
礎
工
事
を
終
る
筈
で
あ
っ
た
が
色
々
の
都
合
で
約
一
週
間
延
び
五
月

五
日
頃
に
は
終
る
ら
し
い
（
後
略
）

　『静
岡
新
報
』
に
は
、
前
記
の
『
新
版
店
史
』
の
「
地
下
水
に
な
や
ま
さ

れ
た
地
下
工
事
を
お
え
、（
後
略
）」
と
あ
る
部
分
に
一
致
す
る
事
件
が
記
さ

れ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
静
岡
ビ
ル
の
基
礎
工
事
に
つ
い
て
は
、「
五
月
五

日
頃
に
は
終
る
ら
し
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
見
計
ら
っ
て
か
、『
静

岡
新
報
』
五
月
四
日
に
は
、
三
越
の
反
対
運
動
で
中
核
と
な
っ
た
静
岡
実
業

協
会
の
理
事
で
あ
っ
た
法
月
俊
郎
の
コ
メ
ン
ト
が
書
か
れ
た
見
出
し
と
記
事

が
次
の
よ
う
に
現
れ
た）
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「
吾
等
の
生
活
を
護
れ
ー
と

　小
売
商
人
へ
『
飛
檄
』

「
松
坂
屋
の
進
出
を
繞
つ
て

　静
岡
実
業
協
会
で
も
対
策
の
協
議
」

松
坂
屋
デ
パ
ー
ト
の
静
岡
進
出
問
題
は
愈
よ
市
内
小
売
商
人
の
間
に
実

際
的
の
物
議
を
醸
す
こ
と
ゝ
な
り
寄
々
対
策
を
講
じ
て
ゐ
る
が
、
然
し

最
早
問
題
は
進
出
防
止
で
は
な
く
強
力
な
る
対
抗
と
ま
で
進
展
し
今
後

の
成
行
は
各
方
面
か
ら
頗
る
重
大
視
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
折
柄
け
ふ

全
市
内
の
小
売
商
人
の
元
に
差
出
人
不
明
の
怪
？
文
書
が
飛
ん
だ
、
こ

れ
は
主
と
し
て
小
売
商
人
の
覚
醒
を
促
し
た
も
の
で
、
直
接
的
に
松
坂

屋
に
刃
向
ふ
て
は
居
な
い
が
然
し
そ
の
裏
面
に
は
相
当
有
力
者
が
後
た

て
と
な
っ
て
松
坂
屋
の
進
出
を
あ
く
ま
で
拒
止
せ
ん
と
狂
奔
し
て
ゐ
る

様
子
で
あ
る
が
、
静
岡
実
業
協
会
で
も
こ
の
怪
文
書
に
多
大
な
る
注
目

を
払
ひ
愈
々
松
坂
屋
問
題
に
対
し
明
然
と
し
た
立
場
を
声
明
せ
ん
と
三

日
幹
部
が
緊
急
協
議
会
を
開
き
相
談
す
る
こ
と
に
な
っ
て
ゐ
る
、
右
に

就
い
て
理
事
法
月
俊
郎
氏
は
語
る

　

 

実
業
協
会
は
決
し
て
松
坂
屋
問
題
に
無
関
心
で
居
る
も
の
で
は
な
い
、

只
今
後
の
成
行
を
見
て
居
た
ゞ
け
で
あ
る
が
問
題
が
こ
ゝ
ま
で
進
展
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し
て
来
て
は
黙
視
し
て
ゐ
る
訳
に
は
ゆ
か
な
い
か
ら
目
下
寄
々
相
談

中
で
あ
る
か
ら
こ
ゝ
数
日
の
中
に
協
会
と
し
て
の
最
後
の
肚
が
決
ま

る
で
あ
ら
う
（
後
略
）

　こ
れ
を
み
る
限
り
五
月
上
旬
の
時
点
で
は
、
静
岡
実
業
協
会
が
松
坂
屋
出

店
に
対
し
猛
烈
な
反
対
運
動
を
起
こ
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

わ
か
る
。
ビ
ル
建
設
計
画
に
伴
う
誘
致
反
対
運
動
が
三
月
末
頃
で
一
度
下
火

に
な
っ
て
い
た
が
、『
新
版
店
史
』
で
書
か
れ
て
い
た
反
対
運
動
が
巻
き
起

こ
る
少
し
前
の
時
期
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。「
差
出
人
不
明
の
怪
？
文
書

が
飛
ん
だ
」
後
か
ら
六
月
に
か
け
て
進
出
反
対
運
動
が
徐
々
に
起
こ
っ
て

い
っ
た
。
六
月
に
入
る
と
『
静
岡
新
報
』
に
お
い
て
進
出
反
対
運
動
に
関
す

る
記
事
が
、
毎
日
の
よ
う
に
掲
載
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

　そ
こ
で
表
2
に
は
、『
静
岡
新
報
』
の
六
月
に
書
か
れ
て
い
た
進
出
反
対

運
動
の
記
事
の
見
出
し
を
一
覧
と
し
て
作
成
し
て
い
る
。『
静
岡
新
報
』
の

多
さ
に
対
し
て
『
静
岡
民
友
新
聞
』
の
六
月
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
は
、『
新

版
店
史
』
で
松
坂
屋
の
擁
護
に
ま
わ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
た
通
り
非
常
に

少
な
か
っ
た
。『
静
岡
民
友
新
聞
』
の
記
事
の
見
出
し
に
つ
い
て
は
表
3
に

作
成
し
て
み
た
。
両
新
聞
の
見
出
し
を
一
読
す
る
だ
け
で
も
凄
ま
じ
い
静
岡

駅
前
反
対
運
動
が
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
が
容
易
に
想
像
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
、

両
新
聞
を
丹
念
に
み
る
と
松
坂
屋
出
店
の
反
対
運
動
以
外
に
三
越
の
出
張
販

売
に
対
す
る
反
対
運
動
の
記
事
が
所
々
見
受
け
ら
れ
る
。
従
来
の
静
岡
駅
前

反
対
運
動
の
指
摘
よ
り
も
複
雑
な
様
相
を
呈
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思

わ
せ
る
ほ
ど
の
記
事
一
覧
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
状

況
や
性
格
が
わ
か
る
内
容
に
関
し
て
表
2
・
3
の
見
出
し
記
事
を
整
理
し
な

が
ら
、
六
月
の
経
過
に
つ
い
て
深
め
て
い
こ
う
。

　第
一
。
六
月
一
日
か
ら
八
日
に
か
け
て
は
、
呉
服
町
四
丁
目
商
栄
会
が
市

長
お
よ
び
商
工
会
議
所
へ
陳
情
書
を
提
出
し
た
の
を
は
じ
め
、
松
坂
屋
が
入

居
予
定
の
ビ
ル
を
商
工
奨
励
館
へ
変
更
す
る
な
ど
の
新
案
が
出
て
い
た
。
静

岡
商
工
会
議
所
の
全
議
員
協
議
会
が
市
内
小
売
業
者
か
ら
進
出
に
対
す
る
反

対
運
動
を
受
け
て
開
か
れ
、
出
席
議
員
よ
り
意
見
・
陳
情
が
み
ら
れ
た）

121
（

。
静

岡
駅
前
反
対
運
動
は
多
方
面
を
巻
き
込
ん
で
再
燃
し
、
市
内
小
売
業
者
の
代

表
者
が
六
月
八
日
に
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
に
対
し
て
交
渉
へ
赴
い
て
い
た）

122
（

。

さ
ら
に
九
日
に
は
、
静
岡
市
実
業
組
合
連
合
会
が
静
岡
市
商
工
会
議
所
の
対

策
実
行
委
員
会
と
合
流
し
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
輪
は
一
段
と
拡
大
し
た）

123
（

。

　六
月
十
一
日
の
記
事
か
ら
は
、
松
坂
屋
名
古
屋
本
店
と
代
表
者
と
の
間
で

交
渉
が
持
た
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
の
な
か
で
本
店
の
木
戸
支
配
人
は

「
東
京
支
店
に
一
任
」
し
て
お
り
、「
根
本
問
題
に
触
れ
る
迄
の
交
渉
は
困
難

で
あ
っ
た
」
こ
と
と
、「
直
ち
に
東
京
支
店
を
訪
問
し
て
支
店
長
と
」
交
渉

し
た
結
果
、「
松
坂
屋
と
し
て
は
静
岡
委
托
会
社
か
ら
懇
願
に
依
り
静
岡
支

店
設
置
を
決
定
し
た
」
か
ら
「
強
ひ
て
積
極
的
に
乗
り
出
す
必
要
も
無
い
の

で
委
托
会
社
の
考
へ
如
何
で
何
れ
に
決
定
し
て
も
よ
い
と
の
事
」
と
説
明
し

て
い
た）

124
（

。
こ
の
発
言
は
、
先
述
の
通
り
松
坂
屋
の
静
岡
支
店
に
対
す
る
管
轄

問
題
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
翌
十
二
日
に
は
、「
静
岡
商
工
会
議
所
の

松
坂
屋
百
貨
店
進
出
対
策
実
行
委
員
会
は
十
一
日
午
後
一
時
か
ら
開
会
」
し

て
、「
陳
情
問
題
に
関
し
種
々
協
議
し
」
て
い
る
。
明
け
て
「
十
三
日
に
委

員
は
左
記
の
如
く
東
西
二
班
に
別
れ
て
本
支
店
へ
陳
情
す
る
事
」
が
決
定
し
、
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表3　昭和7年6月『静岡民友新聞』にみる反対運動の見出し一覧

昭和7年6月19日

19日

19日

21日

21日

21日

22日

22日

22日

22日

23日

「松坂屋の静岡進出　反対運動に就て　市民注視のうちに　静岡実業協会法月俊郎
氏は語る」

「実業協会八氏先づ上京」

「東京三越の出張販売　来二十日から静岡で」

「三越出張販売に際し　『静岡市を明るくして下さい』　三々伍々示威運動をやらせ
た　静岡実業協会村松安兵衛氏は語る」

「和泉町市場は需要者の利益を計る為めに経営してる」

「無抵抗主義で　三越出張主任は語る」

「交通妨害だとメガホン隊検束　二十余名一網打尽　勘忍袋の緒を切った静岡署」

「交通や営業妨害等も物かは◇◇　それが目的だからデモは続けると　三越出張売
出し妨害に付き　静岡実業協会理事　村松安兵衛氏は語る」

「㊄は親戚だから取引はやめたがよいと思ふ」

「出張デパートの売れるのは何を意味するか御判りの筈　山口販売主任は語る」

「総ては覚悟の上に運動は続けらる　結盟団の結は血盟に通ずると　愛市結盟団々
長村松安兵衛氏は語る」

表2　昭和7年6月『静岡新報』にみる反対運動の見出し一覧

昭
和
7
年
6
月
1
日

5
日

5
日

5
日

7
日

8
日

8
日

9
日

11
日

11
日

12
日

14
日

14
日

14
日

16
日

16
日

18
日

18
日

18
日

19
日

19
日

19
日

19
日

21
日

21
日

22
日

22
日

24
日

24
日

24
日

25
日

25
日

25
日

「
松
坂
屋
進
出
反
対

　呉
服
町
商
栄
会
も
反
対
」

「
静
岡
ビ
ル
を
‥
‥
‥
‥
商
工
奨
励
舘
に

　松
坂
屋
進
出
阻
止
の
新
案
」

「
各
発
展
会
反
対
」

「
引
続
き
陳
情
」

「
実
行
委
員
を
挙
げ

　松
坂
屋
阻
止

　静
岡
商
工
会
議
所
議
員
会
」

「
小
売
業
者
代
表
け
ふ
、
本
店
へ
交
渉

　
　
　
　
　
　
　
　

 

」

「
発
展
会
代
表
者
実
連
と
懇
談
」

「
会
議
所
に
合
流
し
て

　松
坂
屋
進
出
阻
止

　実
業
組
合
連
合
会
協
議
」

「
支
店
設
置
と
否
と
は
委
托
の
考
へ
次
第
と
―
松
坂
屋
支
店
反
対
陳
情
委
員
に
東
京
支
店
長
の
答
弁
」

「
け
ふ
更
に
協
議
」

「
東
、
西
二
班
に
分
れ
反
対
陳
情
に
出
向
く

　松
坂
屋
支
店
進
出
問
題
」

「
小
売
業
者
五
百
余
名

　大
挙
し
て
県
庁
へ

　松
坂
屋
進
出
反
対
運
動
」

「
百
貨
店
進
出
阻
止
運
動
」

「
商
工
省
に
陳
情
」

「
松
坂
屋
阻
止

　け
ふ
も
示
威
」

「
進
出
を
阻
止
す
る
よ
り
堂
々
と
対
抗
せ
よ（
略
）

　浜
松
商
工
会
議
所
水
島
理
事
語
る
」

「
松
坂
屋
進
出
阻
止
に
宮
崎
市
長
乗
り
出
す

　昨
日
委
托
重
役
訪
問
」

「
委
托
重
役
会
議
」

「
結
盟
団
会
合
」

「
松
坂
屋
進
出
に
突
如『
反

◁

対

◁

』の

◁

反

◁

対

◁

運

◁

動

◁

　進
出
促
進
同
盟
成
る

　各
方
面
に
ビ
ラ
を
撒
布
し
て
対
峙

　成
行
き
頗
る
注
目
さ
る
」

「
委
托
側
の
方
針
は
あ
く
迄
不
動

　重
役
連
態
度
を
明
示
す
」

「
愛
市
結
盟
団
代
表
が
市
長
の
調
停
懇
請
」

「
委
托
重
役
陳
情
」

「
結
盟
団
の
別
動
隊

　三
越
へ
ネ
ジ
込
む

　三
越
側
穏
や
か
に
拒
絶
」

「
愛
市
結
盟
団
の
別
動
隊

　白
襷
に
メ
ガ
ホ
ン

　デ
パ
ー
ト
進
出
反
対
の
街
頭
デ
モ

　面
喰
っ
た
お
客
さ
ん
達
」

「
三
越
売
出
し
の
反
対
の
街
頭
デ
モ
検
束

　警
官
数
十
名
出
勤
し
て
」

「
商
工
会
議
所
の
積
極
的
活
動
希
望

　デ
パ
ー
ト
進
出
対
策
会
」

「
重
役
会
の
結
果
回
答
す
る

と

　委
託
会
社
側
の
返
答

　松
坂
屋
進
出
阻
止
問
題
」

「
更
に
け
ふ
会
見
」

「
何
処
も
同
じ
悩
み

　浜
松
の
小
売
商
人

　百
貨
店
出
張
販
売
に
神
経
を
尖
ら
す
昨
今
」

「
運
動
は
何
処
迄
も
継
続
と
結
盟
団
か
ら
声
明
」

「
松
坂
屋
進
出
結
構

　南
盛
会
憤
然
起
つ

　賛
否
両
運
動
複
雑
化
」

「
回
答
又
延
び
る

　委
托
側
と
結
盟
団
会
見
」

松
坂
屋
進
出
問
題
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「
静
岡
実
業
組
合
連
合
会
役
員
二
名
も
同
行
す
る
」
こ
と
に
な
っ
た）

125
（

。
地
元

小
売
商
の
反
対
運
動
側
は
、
静
岡
商
工
会
議
所
を
動
か
す
こ
と
に
成
功
し
、

さ
ら
に
静
岡
実
業
協
会
が
同
行
し
て
い
た
こ
と
か
ら
緊
迫
し
た
状
況
が
う
か

が
え
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
表
1
の
『
竹
中
日
記
』
に
み
ら
れ
た
こ
と
と

一
致
す
る
。
同
じ
紙
面
に
「
愛
市
結
盟
成
る
」
と
あ
り
、次
に
引
用
し
て
お
く
。

静
岡
市
内
各
種
実
業
組
合
及
び
各
町
発
展
会
代
表
者
八
十
余
名
は
十
一

日
午
後
二
時
か
ら
静
岡
商
工
会
議
所
楼
上
に
集
合
し
て
松
坂
屋
百
貨
店

進
出
反
対
に
関
す
る
協
議
を
開
き
西
村
重
吉
氏
そ
の
他
か
ら
過
般
松
坂

屋
本
支
店
へ
陳
情
に
赴
い
た
経
過
報
告
を
為
し
更
に
静
岡
愛
市
結
盟
団

組
織
に
関
す
る
件
を
付
議
し
満
場
異
議
無
く
左
記
の
如
き
宣
言
及
び
規

約
を
決
議
し
た
上
各
出
席
者
は
夫
々
結
盟
書
に
記
名
捺
印
し
て
午
後
五

時
散
会
し
た

　
　
　結0

　盟0

　宣0

　言0

　

 

現
時
の
情
勢
に
於
て
吾
人
の
生
業
を
奪
ひ
商
工
都
市
と
し
て
の
本
市

の
発
展
を
阻
害
し
惹
て
市
の
金
融
財
政
の
上
に
大
欠
陥
を
招
致
す
る

と
共
に
東
海
無
比
の
平
和
都
市
の
誇
を
思
想
的
破
壊
に
導
か
ん
と
す

る
大
資
本
主
義
の
百
貨
店
進
出
に
対
し
吾
等
は
愛
市
の
観
念
に
立
脚

し
て
此
を
徹
底
的
に
阻
止
せ
ん
こ
と
を
期
す

　
　
　静
岡
愛
市
結
盟
団
規
約

0

0

0

0

0

0

0

0

0

一
、
本
団
は
愛
市
結
盟
団
と
称
し
清
潔
志
操
の
同
志
を
以
て
組
織
す

一
、
本
団
は
結
盟
宣
言
の
精
神
を
飽
く
迄
も
貫
徹
す
る
を
以
て
目
的
と

す

一
、
本
団
々
員
は
結
盟
の
本
旨
に
基
き
市
民
と
し
て
の
正
義
あ
る
行
動

を
採
る
も
の
と
す

一
、本
団
事
務
所
を
当
分
の
間
静
岡
市
呉
服
町
五
丁
目
二
十
八
番
地（
電

話
二
三
六
二
番
）
に
置
く

　静
岡
愛
市
結
盟
団
（
以
下
、
結
盟
団
）
が
同
じ
十
三
日
に
結
成
さ
れ
、
そ

の
宣
言
と
規
約
の
す
べ
て
が
み
て
と
れ
る
。
こ
れ
を
受
け
て
い
よ
い
よ
反
対

運
動
が
昂
揚
し
て
い
っ
た
。
六
月
十
四
日
に
は
、「
百
貨
店
進
出
阻
止
運
動
」

と
「
松
坂
屋
進
出
反
対
運
動
」
と
「
運
動
」
の
文
字
が
象
徴
す
る
よ
う
に
最

高
潮
に
達
し
、
そ
の
様
子
が
次
の
よ
う
書
か
れ
て
い
た
。

松
坂
屋
百
貨
店
静
岡
進
出
に
反
対
の
静
岡
愛
市
結
盟
団
員
五
百
余
名
に

清
水
実
業
協
会
員
代
表
三
十
余
名
は
十
三
日
午
後
一
時
半
札
ノ
辻
町
か

ら
本
社
前
に
か
け
て
集
合
の
上
、
前
記
反
対
決
議
文
及
陳
情
書
を
携
へ

て
市
及
県
当
局
を
訪
問
種
々
陳
情
を
為
し
更
に
静
岡
委
托
会
社
に
押
し

寄
せ
て
大
い
に
反
対
気
勢
を
揚
げ
た

　結
盟
団
お
よ
び
清
水
実
業
協
会
は
、「
百
貨
店
進
出
絶
対
反
対
」
の
幟
旗

を
掲
げ
て
、
静
岡
市
役
所
の
助
役
を
訪
問
し
た
。
そ
の
う
え
静
岡
県
庁
の
商

工
課
長
と
面
接
し
て
反
対
陳
情
を
提
出
し
た
の
ち
、
宮
崎
社
長
宅
ほ
か
同
社

株
主
宅
を
訪
問
し
た
が
不
在
の
た
め
、
さ
ら
に
本
社
を
訪
れ
る
ま
で
に
至
っ

て
い
た
。そ
こ
で
山
梨
常
務
と
会
見
し
、松
坂
屋
と
の
契
約
取
り
消
し
を
迫
っ

た
が
、
そ
れ
に
対
し
山
梨
常
務
は
「
会
社
と
し
て
も
該
問
題
に
関
し
重
役
会
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を
開
き
更
に
考
慮
し
た
い
と
思
ふ
」
と
述
べ
て
い
た）

126
（

。

　し
か
し
、
拍
車
が
か
か
っ
て
い
た
反
対
運
動
側
の
活
動
は
こ
れ
だ
け
で
は

収
ま
ら
な
か
っ
た
。
市
内
小
売
商
店
の
使
用
人
が
、
中
堅
店
員
別
動
隊
と
称

す
る
団
体
を
組
織
し
て
結
盟
団
と
相
呼
応
す
る
形
で
十
六
日
午
後
二
時
に
集

合
の
う
え
、
静
岡
委
託
会
社
ほ
か
同
社
関
係
の
重
役
宅
を
訪
問
し
、「
松
坂

屋
進
出
反
対
運
動
」
の
気
勢
を
上
げ
る
手
筈
に
な
っ
て
い
た）

127
（

。
こ
れ
ら
反
対

運
動
を
受
け
て
十
七
日
に
は
、
と
う
と
う
静
岡
市
長
の
宮
崎
通
之
助
が
甲
賀

勧
業
課
長
を
引
き
連
れ
て
自
ら
静
岡
委
託
会
社
を
訪
問
し
た
。
そ
こ
で
宮
崎

市
長
は
、「
同
社
の
重
役
一
同
と
会
見
の
上
過
般
来
市
内
小
売
商
人
の
松
坂

屋
百
貨
店
進
出
に
関
す
る
阻
止
陳
情
も
あ
る
事
と
て
此
の
際
前
記
委
托
会
社

と
し
て
今
後
の
根
本
方
針
其
の
他
の
事
情
」
を
聞
き
た
い
と
発
言
す
る
ま
で

に
発
展
し
た）

128
（

。

　第
二
。
表
2
の
六
月
十
九
日
の
見
出
し
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
静
岡
駅
前
反

対
運
動
に
対
す
る
反
対
運
動
（
以
下
、
賛
成
運
動
）
ま
で
も
登
場
し
た
こ
と

で
あ
る
。
反
対
運
動
側
と
賛
成
運
動
側
の
両
者
が
、
市
内
に
お
い
て
真
っ
二

つ
に
分
か
れ
賛
否
両
論
と
な
っ
て
、
静
岡
市
民
を
巻
き
込
ん
だ
運
動
と
な
っ

て
い
っ
た
。
従
来
強
調
さ
れ
て
き
た
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
グ
ル
ー
プ
の
存

在
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
十
九
日
の
記
事
に
は
、
賛
成
運
動
側
の
実
情
が
次

の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る）
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松
坂
屋
の
静
岡
進
出
に
大
恐
慌
を
来
し
た
静
岡
商
人
達
は
既
報
の
如
く

愛
市
結
盟
団
を
組
織
し
て
大
示
威
運
動
を
行
ひ
つ
ゝ
あ
る
が
、
一
般
消

費
者
た
る
市
民
間
に
は
良
い
品
物
が
安
く
買
ふ
事
が
出
来
る
と
い
ふ
需

要
者
の
立
場
か
ら
松
坂
屋
の
開
店
を
む
し
ろ
歓
迎
し
て
ゐ
る
有
様
で

こ
ゝ
に
皮
肉
な
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
を
示
し
て
ゐ
る
が
果
然
同
市
天
坪
伊
藤

信
次
郎
氏
等
が
発
起
人
と
な
り
松
坂
屋
進
出
促
進
同
盟
会
を
組
織
し
て

松
坂
屋
進
出
阻
止
に
対
す
る
反
対
運
動
を
起
し
十
八
日
左
の
如
き
宣
伝

ビ
ラ
を
市
内
に
撒
布
し
て
気
勢
を
挙
げ
た
が
松
坂
屋
を
め
ぐ
っ
て
市
民

は
進
出
に
賛
成
か
反
対
か
、
こ
の
成
行
き
は
市
民
注
目
の
焦
点
と
な
っ

て
来
た

　

 

松
坂
屋
の
静
岡
市
進
出
に
対
し
一
部
反
対
者
あ
る
も
大
局
に
於
て
阻

止
し
得
べ
き
性
質
の
も
の
に
あ
ら
ず
、
市
発
展
の
上
に
於
て
吾
人
は

進
出
を
歓
迎
す
る
も
の
な
り
、
依
っ
て
本
会
は
右
の
理
由
の
も
と
に

進
出
の
一
日
も
速
か
な
ら
ん
事
を
期
す

　賛
成
運
動
側
の
松
坂
屋
進
出
促
進
同
盟
会
に
後
押
し
さ
れ
る
か
の
よ
う
に
、

同
じ
十
九
日
の
記
事
に
「
委
托
側
の
方
針
は
あ
く
迄
不
動

　重
役
連
態
度
を

明
示
す
」
と
あ
り
、
次
の
よ
う
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
。

松
坂
屋
進
出
阻
止
反
対
運
動
に
対
し
更
に
進
出
歓
迎
の
運
動
と
両
派
が

対
立
し
市
民
の
注
目
を
惹
い
て
ゐ
る
が
右
両
運
動
に
対
し
県
特
高
課
並

に
高
等
課
で
は
厳
重
警
戒
中
で
あ
る
、
然
し
て
一
方
松
坂
屋
に
ビ
ル
デ

ン
グ
を
貸
す
契
約
を
し
た
静
岡
米
穀
肥
料
委
託
株
式
会
社
々
長
宮
崎
宇

兵
衛
氏
を
始
め
青
木
、
山
梨
、
山
口
、
宮
崎
各
取
締
役
、
山
本
、
北
村

両
監
査
役
の
重
役
連
は
打
ち
揃
っ
て
十
八
日
県
庁
に
藤
岡
警
察
部
長
を

訪
問
し
「
今
後
如
何
に
猛
烈
な
反
対
運
動
が
起
て
も
松
坂
屋
と
の
契
約
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は
破
棄
せ
ず
」
と
会
社
の
方
針
を
述
べ
反
対
運
動
に
対
す
る
当
局
の
取

締
方
針
を
質
し
、
此
に
対
し
藤
岡
警
察
部
長
は
「
こ
の
運
動
は
す
で
に

大
衆
運
動
と
な
っ
て
ゐ
る
の
で
当
局
も
慎
重
な
態
度
を
採
っ
て
ゐ
る
が

不
穏
な
行
動
が
あ
れ
ば
断
呼
と
し
て
取
締
る
、
会
社
に
於
て
も
民
衆
心

理
を
刺
激
せ
ぬ
様
努
め
ら
れ
度
い
」
と
述
べ
た

　六
月
十
九
日
に
至
り
静
岡
委
託
会
社
は
、
松
坂
屋
と
の
ビ
ル
契
約
を
破
棄

し
な
い
方
針
を
表
明
し
た
。
五
月
上
旬
か
ら
六
月
中
旬
に
か
け
て
静
岡
駅
前

反
対
運
動
は
次
第
に
激
し
さ
を
増
し
て
い
っ
た
。
そ
れ
に
対
峙
す
る
か
の
よ

う
に
反
対
運
動
に
よ
る
妨
害
を
警
察
へ
取
り
締
ま
り
を
依
頼
す
る
こ
と
で
、

静
岡
委
託
会
社
側
の
強
硬
な
態
度
が
示
さ
れ
た
。
六
月
二
十
四
日
に
は
、
結

盟
団
の
動
向
と
そ
れ
に
対
す
る
静
岡
委
託
会
社
の
返
答
が
次
の
よ
う
に
み
ら

れ
た）
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。松
坂
屋
進
出
問
題
は
市
内
中
小
業
者
の
反
対
と
一
般
消
費
者
側
の
賛
成

者
と
両
者
が
火
華
を
散
ら
し
て
宣
伝
戦
の
最
中
で
市
民
注
視
の
焦
点
と

な
っ
て
ゐ
る
が
反
対
側
の
愛
市
結
盟
団
で
は
愈
々
事
態
切
迫
を
つ
げ
て

ゐ
る
の
で
西
村
、
杉
本
、
榊
原
、
諸
田
、
大
橋
、
片
山
の
各
幹
事
は
委

託
会
社
々
長
の
宮
崎
氏
に
会
見
を
申
し
込
み
二
十
三
日
同
社
を
訪
問
し

た
が
宮
崎
氏
不
在
の
為
め
山
梨
重
役
と
面
接
し
礼
々
市
内
中
小
商
業
者

の
苦
境
を
述
べ
過
般
愛
市
結
盟
団
が
東
京
松
坂
屋
小
林
常
務
に
面
談
の

際
「
松
坂
屋
は
別
に
積
極
的
に
乗
り
出
す
の
で
は
な
い
」
と
い
ふ
事
を

述
べ
て
ゐ
る
の
で
、
今
の
う
ち
な
ら
中
止
出
来
る
余
地
が
あ
る
と
思
ふ

が
と
委
托
側
の
事
情
を
聴
取
し
た
が
、
委
托
側
で
は
近
く
再
び
重
役
会

議
を
開
き
回
答
す
る
旨
を
述
べ
た
が
愛
市
結
盟
団
で
は
今
後
も
積
極
的

に
市
民
の
同
情
に
訴
へ
阻
止
運
動
に
邁
進
す
る
と
云
っ
て
ゐ
る

　続
く
見
出
し
に
「
更
に
け
ふ
会
見
」
と
あ
り
、「
静
岡
愛
市
結
盟
団
代
表

は
今
二
十
四
日
午
後
三
時
静
岡
委
託
会
社
を
訪
問
同
社
重
役
一
同
と
会
見
し

て
松
坂
屋
百
貨
店
進
出
問
題
に
関
す
る
同
社
最
後
の
根
本
方
針
に
対
す
る
回

答
を
聴
収
す
る
筈
」
と
あ
る
。
結
盟
団
が
、
静
岡
委
託
会
社
に
「
中
止
」
の

最
終
決
断
を
求
め
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
小
林
常
務
の
コ
メ
ン

ト
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
松
坂
屋
は
静
岡
委
託
会
社
に

資
金
援
助
ま
で
し
て
お
り
、
静
岡
市
に
乗
り
出
さ
な
い
こ
と
は
考
え
に
く
く
、

お
そ
ら
く
小
林
常
務
の
発
言
は
結
盟
団
側
を
刺
激
し
な
い
よ
う
な
配
慮
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
十
九
日
以
降
の
記
事
に
は
、
賛
成
運
動

側
の
動
向
も
書
か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ま
た
、
こ
こ
ま
で
の
検
討
か
ら
静

岡
委
託
会
社
に
お
い
て
地
元
小
売
商
の
対
応
の
役
目
を
担
っ
て
い
た
の
は
、

宮
崎
社
長
で
は
な
く
山
梨
常
務
で
あ
っ
た
と
捉
え
て
よ
か
ろ
う
。

　第
三
。
静
岡
駅
前
反
対
運
動
は
、
他
の
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
動
向
お

よ
び
隣
接
の
地
方
都
市
の
小
売
商
人
が
関
わ
っ
て
経
過
を
複
雑
に
し
て
い
た

こ
と
で
あ
る
。
前
者
は
、
三
越
の
出
張
販
売
が
密
接
に
交
わ
っ
て
、
六
月
中

旬
以
降
の
静
岡
駅
前
反
対
運
動
が
激
化
し
て
い
た
。
最
終
的
に
は
、
街
頭
デ

モ
に
お
い
て
警
官
数
十
名
が
出
動
す
る
ま
で
に
発
展
し
た）

131
（

。

　昭
和
五
年
九
月
の
三
越
の
支
店
設
置
に
対
し
て
生
じ
た
反
対
運
動
が
、
三

越
の
出
張
販
売
へ
の
妨
害
運
動
の
背
景
に
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
静
岡
市
で
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起
こ
っ
た
昭
和
五
年
か
ら
同
七
年
に
か
け
た
二
大
呉
服
系
百
貨
店
の
出
張
販

売
・
支
店
開
設
と
そ
れ
に
対
す
る
反
対
運
動
は
、
静
岡
県
内
全
体
の
地
元
小

売
商
へ
波
及
し
た
。
こ
の
二
年
間
の
静
岡
市
に
お
け
る
両
百
貨
店
の
動
向
が
、

そ
の
後
の
百
貨
店
側
の
結
束
と
全
国
的
に
拡
大
す
る
中
小
小
売
商
問
題
に
大

き
な
影
響
を
与
え
た
と
み
て
間
違
い
な
か
ろ
う）
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資
料
【
17
】
に
は
三
越
の

出
張
販
売
の
広
告
を
載
せ
て
お
り
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
が
苛
烈
な
勢
い
で

展
開
さ
れ
て
い
た
六
月
二
十
日
か
ら
二
十
二
日
ま
で
の
三
日
間
に
出
張
大
売

出
し
が
行
わ
れ
た）
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。

　二
つ
に
は
、
二
月
か
ら
六
月
ま
で
の
静
岡
駅
前
反
対
運
動
が
静
岡
県
内
で

は
、
清
水
市
や
浜
松
市
に
影
響
が
及
ん
で
い
た
こ
と
で
あ
る
。
前
記
の
通
り

隣
市
の
清
水
市
の
系
列
団
体
が
結
盟
団
と
合
流
し
て
反
対
運
動
を
盛
り
あ
げ

て
い
た）
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（

。『
静
岡
新
報
』
に
は
、
六
月
十
六
日
の
浜
松
商
工
会
議
所
理
事
の

談
話
や
同
月
二
十
四
日
の
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
進
出
に
関
わ
る
浜
松
の

小
売
商
人
の
悩
み
事
情
な
ど
が
書
か
れ
て
い
る）
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後
者
の
記
事
に
目
を
向
け

る
と
浜
松
市
で
も
い
つ
何
時
、
出
張
販
売
と
相
俟
っ
て
「
東
西
デ
パ
ー
ト
」

が
進
出
し
て
く
る
か
気
が
気
で
は
な
く
、
と
り
わ
け
白
木
屋
が
支
店
を
浜
松

市
に
出
店
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
噂
に
神
経
を
尖
ら
す
状
況
で
あ
っ
た

と
記
さ
れ
て
い
る
。
静
岡
市
の
み
な
ら
ず
静
岡
県
内
の
小
売
商
人
の
間
で
は
、

大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
進
出
お
よ
び
そ
の
反
対
運
動
は
大
問
題
と
な
っ
て

い
た
。

　第
四
。
結
盟
団
の
構
成
員
に
つ
い
て
で
あ
る
。『
静
岡
新
報
』
か
ら
詳
細

は
わ
か
ら
な
い
が
、
表
3
を
み
る
と
『
静
岡
民
友
新
聞
』
か
ら
読
み
取
れ
る

部
分
が
あ
る
。
例
え
ば
、
前
記
の
法
月
が
再
び
六
月
十
九
日
の
「
静
岡
実
業

協
会
法
月
俊
郎
氏
は
語
る
」
と
し
て
現
れ
て
い
る）
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（
前
略
）
こ
れ
に
対
し
呉
盛
会
の
法
月
、
西
村
、
村
松
等
の
幹
部
諸
氏

が
中
心
と
な
り
小
売
業
者
を
糾
合
し
て
「
デ
パ
ー
ト
進
出
反
対
結
盟

団
」
を
組
織
し
て
反
対
運
動
に
著
手
し
数
回
に
わ
た
っ
て
演
説
会
を
開

催
し
た
り
、
商
工
会
議
所
と
合
流
し
て
東
京
、
名
古
屋
の
松
坂
屋
に
赴

き
重
役
と
会
見
し
て
静
岡
進
出
中
止
を
要
望
し
、
更
に
県
商
工
課
並
び

に
静
岡
市
役
所
を
訪
問
し
て
小
売
業
者
保
護
の
意
味
に
お
い
て
再
三
デ

パ
ー
ト
進
出
阻
止
の
陳
情
を
な
す
と
こ
ろ
あ
り
、
宮
崎
静
岡
市
長
は
遂

に
十
七
日
静
岡
委
託
会
社
（
静
岡
ビ
ル
の
経
営
者
）
を
訪
問
し
重
役
諸

氏
の
意
向
を
聴
取
す
る
に
至
っ
た
が
、
重
役
諸
氏
も
「
す
で
に
工
事
に

著
手
し
た
こ
と
で
あ
る
か
ら
今
更
如
何
と
も
致
し
難
い
」
と
答
へ
、
其

ま
ゝ
物
別
れ
と
な
り
、
松
坂
屋
側
と
反
対
運
動
者
側
の
行
動
は
市
民
注

目
の
的
と
な
っ
て
ゐ
る

　こ
の
内
容
と
前
記
か
ら
勘
案
し
て
み
る
と
、
結
盟
団
は
六
月
に
入
っ
て
か

ら
呉
盛
会
を
母
体
と
し
て
い
た
静
岡
実
業
協
会
に
よ
っ
て
結
成
さ
れ
て
お
り
、

資料【17】
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結
盟
団
は
反
対
運
動
が
拡
大
す
る
な
か
で
中
核
グ
ル
ー
プ
と
し
て
組
織
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。静
岡
実
業
協
会
に
つ
い
て
は
、『
静
岡
中
心
街
誌

　別
冊
』

の
な
か
の
法
月
俊
郎
氏
遺
稿
「
静
岡
実
業
新
興
史
」
に
お
い
て
書
か
れ
て
い

る
。
法
月
自
ら
が
当
時
の
静
岡
駅
前
反
対
運
動
に
関
わ
る
様
子
を
月
ご
と
に

克
明
に
記
し
て
い
る）
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そ
こ
で
表
4
に
は
、
法
月
が
記
述
し
た
な
か
で
昭
和

七
年
の
す
べ
て
の
部
分
と
そ
れ
以
前
は
関
係
す
る
部
分
だ
け
を
作
成
し
て
み

た
。
表
4
の
「
巧
妙
な
る
延
引
策
」
の
部
分
に
つ
い
て
は
、
静
岡
委
託
会
社

は
松
坂
屋
と
の
契
約
を
反
故
に
す
る
つ
も
り
は
な
か
っ
た
こ
と
が
理
解
で
き

る）
138
（

。

　表
4
で
は
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
「
終
止
符
」
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い

る
。『
静
岡
新
報
』
六
月
二
十
五
日
と
『
静
岡
民
友
新
聞
』
六
月
二
十
三
日

に
お
い
て
は
、
結
盟
団
の
運
動
は
継
続
す
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る）

139
（

。
六
月

以
降
も
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
記
事
が
、『
静
岡
新
報
』
七
月

三
十
一
日
の
「
全
市
目
貫
の
商
店
街

　昨
夜
一
斉
に
休
業

　百
貨
店
進
出
防

止
で
―
突
如
、
祈
願
祭
執
行
」、『
静
岡
新
報
』
八
月
三
十
日
の
「
松
坂
屋
の

態
度

　頗
る
強
硬

　県
の
態
度
ま
だ
決
ま
ら
ぬ

　田
中
知
事
語
る
」「
松
坂

屋
進
出
反
対

　園
公
へ
嘆
願
す

　昨
日
御
殿
場
別
邸
訪
問
」
と
あ
る）
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そ
の

後
で
は
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
九
月
三
日
に
「
結
盟
団
を
解
散
し
商
店
連
盟

表4　 法月俊郎氏遺稿「静岡実業新興史」からみる松坂屋誘致
に対する静岡実業協会による反対運動の経過

昭和5年
9月、 静岡歌舞伎座に於て顧客優待の「映画の夕」開催。この頃より百

貨店の出張売出しがひんぱんになったため、各町発展会代表者会
を商工会議所楼上に催し、実業協会及発展会共同の下に百貨店出
張販売の対策として声明書並に「お買物は是非市内の商店で」の
宣伝ビラを全市各戸に配布す。

昭和6年
2月、 第2回店員見学旅行として、東京の大百貨店及商店街を見学せし

めた。
昭和7年
2月、松坂屋支店設置の風説ありたれば、緊急協議会を開く。
3月、 パンフレット第6集「東京横浜地方視察記」並に7集「店員接客法」

を発行す。第6集は望月・西村・法月が百貨店の視察をなせる報
告書なり。

4月、全市大売出しに実業協会も協賛。
5月、大浜公園に於て店員慰安大運動会を開催す。
6月、 パンフレット第8集「松坂屋進出問題に関して各位に訴う」を発

行して各方面へ配布す。
8月、 静岡県下商工団体連合会第3回大会開く。パンフレット第9集「恐

るべき百貨店の影響」を発行す。
10月、三十五銀行楼上に於て店員常識講演会。
11月、明治節、菊花展
12月、賀正ポスター
　松坂屋が駅前角へ支店設置が表面化し、これに対し全市小売業者は団
結して反対運動を起し、実業協会幹部は必然的にその反対運動の主体に
推さるに至り、松坂屋招致の主謀者たる米穀委託会社の重役陣と幾度か
会見、折衝を重ねその建物を本市の商店側に貸与されたしとまで交渉を
進めたが、巧妙なる延引策にかかり遂に阻止運動は失敗に終わった。こ
の間商店側に於ては各方面に陳情運動をなすと共に、デモ行進なども行
い一方においては市民の同情に訴える印刷物などを配布したが、百貨店
の進出は消費者にとっては大いなる魅力でもあったので、反対運動の気
勢が自ら低められたことは言うまでもないことであった。実業協会の幹
部中にも百貨店の設置は時勢の赴くところであるとの意見を持った者も
数名あったが、その当時にあっては今日の小売業者の状態とは違い、あ
らゆる点に於て大資本と対抗することは不可能であり、また強力な商店
街の結成もなかった時代であったので、松坂屋の進出は全小売業者の生
命を奪うにひとしいものとまで考えて、真剣に反対運動に没頭した者も
少くないし、また阻止運動も決して徒らに反対せんための反対ではなく
委託会社に反省と全市小売業者への協力を懇願したものであったが、反
対側にも多少行き過ぎた行動に出たものもあったことは否めない。然し
大局から見て、全市を挙げて反対の立場に立たねばならなかったことは
その時の情勢であった。それらの反対運動を尻目に鉄筋コンクリートの
建物は着々竣工し、昭和7年12月に華々しく開業の運びとなった。それ
と前後して呉服町の老舗田中屋が百貨店として開店したので、静岡の小
売業者の百貨店阻止運動は好むと好まざるに係らず終止符を打たねばな
らなくなったのである。

出所）安本博編『静岡中心街誌　別冊』（静岡中心街誌編集委員会、1974年）24～25頁。

表5　昭和7年11月時点の百貨店の支店・分店計画一覧

松　屋
松坂屋
三　越

白木屋
ほてい屋
髙島屋

十合（大阪）
丸物（京都）

横浜支店新設計画
静岡支店新設計画
仙台支店新設計画、東京室町売店拡張計画、池袋支店新設
計画、大阪九條支店新設計画
渋谷支店新設計画、小田急売店新設計画
麹谷支店新設計画
東京支店新設計画、京都支店移転計画、大阪長堀橋支店移
転計画
神戸支店移転計画
名古屋支店新設計画、豊橋支店新設計画

出所）『静岡民友新聞』昭和7年11月2日付より作成。
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成
立

　い
よ
〳
〵
松
坂
屋
対
商
人
対
抗

　真
剣
化
し
た
模
様
」
の
見
出
し
が

あ
る）
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。
こ
の
内
容
は
、「『
愛
市
結
盟
青
年
団
』
を
解
散
し
新
た
に
『
商
店
連

盟
』
を
組
織
し
て
当
事
者
に
膝
詰
の
猛
運
動
を
な
す
と
共
に
デ
パ
ー
ト
自
制

案
の
條
項
に
照
ら
し
て
ど
こ
ま
で
も
進
出
阻
止
の
目
的
貫
徹
に
邁
進
す
る
こ

と
ゝ
な
」
っ
た
と
あ
り
、
静
岡
駅
前
反
対
運
動
は
続
け
ら
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
九
月
上
旬
以
降
は
両
新
聞
に
大
き
な
記
事
は
見
当
た
ら
な
い）

142
（

。

　静
岡
駅
前
反
対
運
動
と
は
異
な
る
が
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
の
十
一
月
二

日
に
は
、「
百
貨
店
の
自
制
も
空
し
く
盛
ん
に
支
店
増
設

　第
一
回
百
貨
店

委
員
会
は
小
売
商
側
楽
観
成
ら
ず
」
と
記
さ
れ
た
見
出
し
が
あ
る）
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。
そ
れ
に

対
し
て
十
一
月
九
日
に
「
小
売
商
側
」
の
見
解
が
、「
百
貨
店
支
店
分
店
設

置

　小
売
商
が
激
昂
し
臨
時
大
会
を
開
催

　九
日
東
京
に
開
き『
絶
対
反
対
』

決
議

　静
岡
市
そ
の
他
参
加
」
の
見
出
し
に
よ
る
記
事
で
書
か
れ
て
い
る
。

表
5
に
は
、
十
一
月
二
日
の
記
事
に
掲
載
さ
れ
た
支
店
の
新
設
計
画
の
店
舗

名
を
一
覧
に
し
て
み
た
。
新
設
支
店
計
画
に
つ
い
て
は
、
地
方
都
市
で
言
え

ば
静
岡
市
の
松
坂
屋
の
ほ
か
に
仙
台
市
の
三
越
と
豊
橋
市
の
丸
物
が
み
ら
れ

る
。
地
方
都
市
に
お
け
る
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
に
よ
る
支
店
新
設
計
画
で

は
、『
改
訂
デ
パ
ー
ト
』
で
示
さ
れ
て
い
た
通
り
松
坂
屋
と
三
越
の
み
で
あ
っ

た
。

七
、
お
わ
り
に

　四
つ
の
結
論
と
い
く
つ
か
の
課
題
に
触
れ
な
が
ら
、
本
稿
を
締
め
括
っ
て

お
き
た
い
。

　第
一
。
昭
和
初
頭
に
松
坂
屋
が
静
岡
市
へ
出
店
を
決
断
し
た
背
景
に
つ
い

て
で
あ
る
。
従
来
ま
で
反
百
貨
店
運
動
に
つ
い
て
は
、
中
小
小
売
商
側
の
視

点
か
ら
の
分
析
の
み
で
あ
っ
た
。
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
側
は
無
論
、
誘
致

し
た
地
元
企
業
や
賛
成
運
動
側
の
動
向
に
つ
い
て
は
詳
細
な
検
討
が
み
ら
れ

な
か
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
が
昭
和
恐
慌
前
後
の
経

済
事
情
や
業
界
の
競
争
激
化
な
ど
の
経
営
上
の
問
題
か
ら
地
方
都
市
進
出
に

目
を
向
け
た
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
こ
れ
ら
の
理
由
だ
け
で
な
く
、
反
百

貨
店
運
動
で
代
表
的
事
例
と
さ
れ
て
き
た
静
岡
駅
前
反
対
運
動
で
は
、
三
越

と
の
ラ
イ
バ
ル
関
係
が
あ
っ
た
と
は
言
え
、
松
坂
屋
の
積
極
的
な
意
思
決
定

と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
誘
致
側
の
静
岡
委
託
会
社
の
意
図
が
大
き
く
働
い
て

い
た
。

　静
岡
委
託
会
社
に
よ
る
誘
致
に
関
し
て
は
大
岡
が
指
摘
し
て
い
た
こ
と
で

あ
り
、
本
稿
で
は
一
層
詳
し
く
分
析
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
松
坂
屋
の
出
店

は
、
静
岡
市
に
誘
致
す
る
有
力
な
地
元
企
業
の
存
在
が
あ
っ
て
初
め
て
あ
る

程
度
ス
ム
ー
ズ
に
事
が
運
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
松
坂
屋
支
店
誘
致
は
、

そ
の
企
業
で
あ
っ
た
静
岡
委
託
会
社
の
経
営
上
の
問
題
と
結
び
つ
い
て
い
た
。

そ
の
た
め
、
反
対
運
動
を
見
越
し
て
の
静
岡
委
託
会
社
の
巧
み
な
交
渉
術
・

策
略
が
図
ら
れ
、
こ
の
こ
と
は
地
元
小
売
商
に
対
し
て
一
見
曖
昧
な
態
度
に

み
え
つ
つ
も
強
硬
姿
勢
と
な
っ
て
現
れ
て
い
た
。
一
般
消
費
者
か
ら
は
、
松

坂
屋
が
東
京
と
名
古
屋
で
展
開
し
て
い
た
商
品
供
給
力
と
文
化
情
報
発
信
力

を
静
岡
市
へ
持
ち
込
む
こ
と
が
望
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
側
面
支
援
と

な
っ
た
。

　第
二
。
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
経
過
に
つ
い
て
で
あ
る
。
昭
和
五
年
六
月
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か
ら
九
月
に
か
け
て
三
越
の
支
店
設
置
問
題
が
浮
上
し
、
静
岡
実
業
協
会
が

反
対
運
動
の
決
議
書
を
新
聞
紙
上
に
お
い
て
掲
示
し
た
。
こ
の
後
昭
和
六
年

に
か
け
て
静
岡
実
業
協
会
を
中
心
に
静
岡
県
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
催
し
物
に

よ
る
対
抗
策
を
講
じ
、
三
越
や
松
坂
屋
な
ど
の
出
張
販
売
に
対
し
て
抗
戦
体

制
を
整
え
て
い
っ
た
。
昭
和
七
年
以
降
の
松
坂
屋
出
店
に
対
し
て
は
、
昭
和

七
年
二
月
か
ら
三
月
ま
で
と
同
年
五
月
か
ら
六
月
ま
で
の
二
つ
の
段
階
に
分

け
ら
れ
て
長
期
間
に
わ
た
っ
て
反
対
運
動
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。

　二
段
階
の
う
ち
前
者
は
ビ
ル
建
設
計
画
を
反
対
す
る
誘
致
阻
止
運
動
で
あ

り
、
後
者
は
ビ
ル
建
設
が
進
む
に
つ
れ
て
契
約
破
棄
を
求
め
る
進
出
反
対
運

動
で
あ
っ
た
。
前
者
の
三
月
末
頃
で
一
旦
収
ま
っ
た
反
対
運
動
は
、『
静
岡

新
報
』
の
紙
面
上
に
お
い
て
地
元
小
売
商
を
け
し
か
け
る
よ
う
な
投
書
掲
載

と
ビ
ル
建
設
に
伴
う
地
下
水
問
題
が
浮
上
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
再
燃
し

た
。
後
者
の
段
階
に
な
る
と
日
を
追
う
ご
と
に
参
加
団
体
が
増
加
し
、
地
元

小
売
商
の
各
組
合
か
ら
静
岡
市
商
工
会
議
所
の
議
員
を
巻
き
込
み
な
が
ら
加

速
し
、
遂
に
は
松
坂
屋
名
古
屋
・
上
野
の
両
店
と
の
直
接
交
渉
が
持
た
れ

た
。
同
時
に
陳
情
書
の
提
出
は
、
反
対
運
動
側
か
ら
静
岡
市
や
静
岡
県
庁
な

ど
へ
拡
大
し
、
最
終
的
に
は
静
岡
市
長
が
静
岡
委
託
会
社
と
面
談
す
る
ま
で

に
至
っ
た
。
静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
中
核
的
存
在
は
当
初
静
岡
実
業
協
会
で

あ
っ
た
が
、
六
月
十
三
日
に
は
そ
の
実
業
協
会
を
中
軸
に
静
岡
愛
市
結
盟
団

が
結
成
さ
れ
、
九
月
頃
ま
で
続
け
ら
れ
た
。

　第
三
。
松
坂
屋
の
決
断
と
対
応
に
つ
い
て
で
あ
る
。
松
坂
屋
が
出
店
を
計

画
通
り
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
背
景
に
は
、
こ
れ
ま
で
名
古
屋
を
本
店
と
し

て
東
京
と
大
阪
に
四
店
舗
を
開
設
し
た
鬼
頭
専
務
の
決
断
と
、
反
対
運
動
中

の
上
野
・
銀
座
の
両
店
で
営
業
部
長
で
あ
っ
た
小
林
常
務
の
対
応
力
の
高
さ

が
光
っ
た
。
小
林
常
務
を
は
じ
め
と
し
た
松
坂
屋
サ
イ
ド
と
し
て
は
、
静
岡

市
へ
の
出
店
の
管
轄
が
名
古
屋
本
店
で
は
な
く
上
野
支
店
で
あ
っ
た
こ
と
や
、

あ
く
ま
で
も
静
岡
委
託
会
社
に
誘
致
さ
れ
て
出
店
準
備
し
て
い
た
こ
と
を
最

後
ま
で
主
張
し
て
い
た
。
松
坂
屋
に
は
、
訪
問
し
た
反
対
運
動
側
の
直
接
対

応
か
ら
判
断
し
て
も
静
岡
市
の
地
元
小
売
商
側
を
全
く
否
定
し
て
い
な
い
姿

勢
と
配
慮
が
み
ら
れ
た
。
こ
の
対
応
に
つ
い
て
筆
者
は
、
松
坂
屋
が
開
業
し

た
後
に
市
内
商
店
街
と
一
体
と
な
っ
て
営
業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
繋

が
っ
て
い
っ
た
と
考
え
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
静
岡
市
で
は
反
対
運
動
ば
か

り
で
は
な
く
、
松
坂
屋
支
店
誘
致
を
強
く
支
持
す
る
賛
成
運
動
側
の
松
坂
屋

進
出
促
進
同
盟
会
ま
で
が
す
で
に
現
れ
て
い
た
こ
と
で
も
頷
け
よ
う
。
つ
ま

り
静
岡
駅
前
反
対
運
動
と
は
、
誘
致
側
の
地
元
企
業
と
地
元
小
売
商
の
反
対

運
動
側
、
さ
ら
に
賛
成
運
動
側
が
入
り
交
じ
っ
て
複
雑
な
関
係
を
地
元
新
聞

に
さ
ら
け
だ
さ
れ
る
ま
で
発
展
し
た
反
百
貨
店
運
動
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ

て
今
後
の
反
百
貨
店
運
動
に
関
し
て
は
、
反
対
運
動
側
以
外
の
観
点
か
ら
も

考
察
す
る
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
以
上
の
諸
関
係
に
つ
い
て
は
、
図
1
を
作

成
し
て
整
理
を
試
み
た
。

　第
四
。
近
々
の
考
察
課
題
と
し
て
二
つ
ほ
ど
あ
げ
る
こ
と
で
、
静
岡
駅
前

反
対
運
動
の
意
義
を
深
め
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、
松
坂
屋
静
岡
支
店
が
開
設

し
た
後
の
展
開
状
況
に
つ
い
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。
と

い
う
の
は
、『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
の
「
静
岡
松
坂
屋
」
の
「
業
績
」
に
お

い
て
興
味
を
引
く
記
述
が
次
の
よ
う
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
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松
坂
屋
の
静
岡
に
於
け
る
開
店
後
の
業
績
は
極
め
て
順
調
で
あ
っ
て
、

逐
次
隣
接
各
市
に
対
す
る
販
売
網
が
拡
充
さ
れ
て
来
た
観
が
あ
り
、
其

結
果
静
岡
駅
の
昇
降
客
は
同
店
開
業
以
前
に
比
し
て
約
三
割
を
増
加
し

た
と
云
は
れ
て
居
る
。
又
附
近
小
売
商
と
の
関
係
も
漸
次
松
坂
屋
の
存

在
が
、
市
の
繁
盛
の
為
め
に
貢
献
す
る
点
の
多
大
て
あ
る
事
を
認
識
さ

れ
る
に
至
り
甚
敷
好
転
の
状
態
を
示
し
て
居
る
。

　従
来
反
百
貨
店
運
動
に
つ
い
て
は
、
一
時
的
な
反
対
運
動
の
状
況
分
析
の

み
で
終
え
る
研
究
が
多
く
、
そ
の
後
に
百
貨
店
が
営
業
展
開
し
た
過
程
に
つ

い
て
の
検
討
は
全
く
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト
を
当
て
て

検
討
し
な
け
れ
ば
、
反
百
貨
店
運
動
が
昭
和
初
頭
の
地
方
都
市
に
お
い
て
ど

の
よ
う
な
意
味
を
有
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
戦
後
以
降
長
期
間
に
わ
た
る

商
業
空
間
の
地
域
的
発
展
性
や
近
代
的
大
規
模
小
売
業
出
現
の
役
割
を
見
出

す
こ
と
は
決
し
て
で
き
な
い
。
昭
和
戦
前
期
の
反
百
貨
店
運
動
は
、
高
度
成

長
期
に
な
る
と
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
巻
き
込
ん
だ
反
対
運
動
へ
繋
が
っ

て
い
く
か
ら
で
あ
る
。
静
岡
市
で
は
、
地
元
呉
服
商
か
ら
百
貨
店
化
し
た
田

中
屋
百
貨
店
が
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
十
二
月
八
日
に
開
業
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
昭
和
戦
前
期
の
静
岡
市
で
は
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
と
地
方
百

貨
店
と
地
元
小
売
商
に
よ
る
三
つ
巴
の
交
錯
し
た
商
業
地
域
で
あ
っ
た
。
加

え
て
現
在
に
お
い
て
な
お
松
坂
屋
静
岡
支
店
は
存
続
し
て
お
り
、
今
日
ま
で

を
視
野
に
入
れ
た
適
し
た
検
討
事
例
だ
と
考
え
る
。

　次
に
静
岡
駅
前
反
対
運
動
が
静
岡
市
周
辺
の
都
市
・
農
村
地
域
に
ど
の
よ

う
に
影
響
を
与
え
て
い
た
の
か
、
か
つ
松
坂
屋
開
設
が
そ
れ
ら
の
地
域
に

図1　昭和7年2 ～ 9月松坂屋支店誘致の阻止運動および進出反対運動の関係図
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与
え
た
影
響
に
つ
い
て
で
あ
る
。
静
岡
県
内
の
大
都
市
百
貨
店
に
つ
い
て

は
、
昭
和
十
二
（
一
九
三
七
）
年
六
月
一
日
に
浜
松
市
に
お
い
て
松
菱
が
開

設
し
て
い
た）

144
（

。
松
菱
と
は
、
京
都
の
新
興
百
貨
店
で
あ
っ
た
丸
物
の
系
列
店

に
あ
た
る
百
貨
店
で
あ
っ
た
。
丸
物
に
関
し
て
は
、
当
時
京
都
本
店
以
外
で

は
岐
阜
支
店
と
豊
橋
支
店
が
開
設
し
て
お
り
、
丸
物
の
経
営
陣
が
関
東
地
方

へ
目
を
向
け
た
延
長
線
上
で
浜
松
市
に
開
業
し
た
百
貨
店
で
あ
っ
た
。
松
坂

屋
が
静
岡
支
店
開
設
時
に
水
面
下
で
画
策
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
よ
う

に
、
松
菱
で
も
百
貨
店
法
の
制
定
問
題
な
ど
と
絡
ん
で
、
当
初
は
丸
物
の
系

列
店
で
あ
る
こ
と
を
伏
せ
て
開
設
さ
れ
た
百
貨
店
で
あ
っ
た
。
こ
の
の
ち
丸

物
は
名
古
屋
市
に
三
星
（
の
ち
十
一
屋
と
合
併
し
て
丸
栄
）
を
開
設
し
、
昭

和
三
十
年
代
半
ば
ま
で
に
関
東
・
東
海
・
近
畿
地
方
を
中
心
に
十
二
店
舗
を

展
開
す
る
日
本
有
数
の
百
貨
店
グ
ル
ー
プ
に
ま
で
成
長
し
た
。
浜
松
市
の
松

菱
の
開
設
は
そ
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
松
菱
が
開
設
す

る
前
に
反
対
運
動
が
生
じ
て
い
た
。
浜
松
市
に
お
い
て
は
静
岡
駅
前
反
対
運

動
同
様
に
、
地
元
誘
致
側
と
松
菱
側
と
反
対
運
動
側
の
構
図
が
み
え
る
の
で

あ
る
。
開
設
後
の
松
菱
は
、
地
方
百
貨
店
と
し
て
平
成
十
三
（
二
〇
〇
一
）

年
ま
で
の
約
六
十
年
間
経
営
を
続
け
浜
松
市
に
根
ざ
し
た
百
貨
店
と
な
っ
た
。

静
岡
駅
前
反
対
運
動
の
後
、
昭
和
十
二
年
頃
ま
で
の
静
岡
市
と
浜
松
市
に
お

け
る
百
貨
店
の
動
向
・
開
設
状
況
を
地
元
小
売
商
と
の
関
係
で
考
察
す
る
こ

と
を
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

附
記

　本
稿
に
お
い
て
松
坂
屋
関
係
の
史
料
の
閲
覧
と
撮
影
に
つ
い
て
は
、
J
・
フ
ロ
ン
ト

　

リ
テ
イ
リ
ン
グ
史
料
館
の
菊
池
満
雄
様
な
ら
び
に
加
藤
恵
美
様
に
度
重
な
る
ご
支
援
と
ご

指
導
を
頂
戴
し
た
。
心
よ
り
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
る
。
ま
た
、
静
岡
県
立
中
央
図
書
館

レ
フ
ァ
レ
ン
ス
お
よ
び
浜
松
市
立
中
央
図
書
館
郷
土
資
料
室
に
お
い
て
新
聞
資
料
（
マ
イ

ク
ロ
・
複
写
版
）
を
は
じ
め
関
係
の
資
料
収
集
に
お
い
て
大
変
お
世
話
に
な
り
、
こ
こ
に

記
し
て
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
な
お
本
稿
は
、
二
〇
一
五
年
度
中
部
大
学
特
別
研
究
費

に
基
づ
い
て
活
動
し
た
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

注
記

（
1
） 

末
田
智
樹
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
―
企
業
家
の
革
新
と
経
営
組
織
の
確
立

―
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
〇
年
）。

（
2
） 

末
田
智
樹
「
株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
催
事
展
開
か
ら
み
え
る
百
貨
店
の

営
業
動
向
―
大
正
中
期
に
お
け
る
百
貨
店
化
過
程
の
先
駆
的
一
齣
―
」（『
中
部

大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
二
十
六
号
、
二
〇
一
一
年
）、
同
「
大
正
後
期

株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
経
営
拡
大
と
催
事
展
開
―
大
阪
店
再
開
と
銀
座

店
開
設
と
松
坂
屋
誕
生
―
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
一
号
、

二
〇
一
四
年
）、
同
「
一
九
一
〇
年
代
初
頭
株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
催
事

に
み
る
営
業
展
開
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
二
号
、
二
〇

一
四
年
）、
同
「
昭
和
恐
慌
前
後
に
お
け
る
松
坂
屋
の
経
営
安
定
化
策
と
催
事

展
開
」（『
中
部
大
学
人
文
学
部
研
究
論
集
』
第
三
十
四
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
3
） 

末
田
智
樹
「
昭
和
初
期
か
ら
戦
前
期
に
か
け
て
の
百
貨
店
に
よ
る
新
た
な
市

場
開
拓
と
大
衆
化
―
大
阪
に
お
け
る
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト
の
成
立
を
中
心
に

―
」（
廣
田
誠
編
『
近
代
日
本
の
交
通
と
流
通
・
市
場
（
市
場
と
流
通
の
社
会

史
三
）』
清
文
堂
、
二
〇
一
一
年
）、
末
田
智
樹
「
タ
ー
ミ
ナ
ル
デ
パ
ー
ト
経
営

の
普
及
と
素
人
経
営
の
果
た
し
た
役
割
」（『
社
会
経
済
史
学
会
中
国
四
国
部
会

会
報
』
第
四
十
七
号
、
二
〇
一
五
年
）。

（
4
） 
筆
者
は
、
高
度
経
済
成
長
期
に
三
重
県
四
日
市
市
の
岡
田
屋
呉
服
店
が
呉
服

店
か
ら
百
貨
店
化
・
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
化
を
行
っ
た
転
換
過
程
に
つ
い
て
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岡
田
久
保
『
オ
カ
ダ
ヤ
社
史
』（
私
家
本
、
一
九
七
六
一
年
）
を
中
心
に
研
究

を
進
め
て
い
る
。

（
5
） 

末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
二
九
五
〜
三
三
八
頁
。

（
6
） 
平
野
隆
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」（
山
本
武
利
・
西
沢
保
編
『
百

貨
店
の
文
化
史
―
日
本
の
消
費
革
命
―
』（
世
界
思
想
社
、
一
九
九
九
年
）。

（
7
） 

加
藤
諭
「
昭
和
初
期
東
北
地
方
に
お
け
る
百
貨
店
の
催
物
―
三
越
仙
台
支
店
、

藤
崎
を
事
例
に
―
」（『
東
北
文
化
研
究
室
紀
要
』
第
四
十
八
集
、二
〇
〇
六
年
）、

同
「
戦
前
期
に
お
け
る
百
貨
店
の
催
物
―
三
越
支
店
網
を
通
じ
て
―
」（
東
北

大
学
文
学
会
『
文
化
』
第
七
十
三
巻
第
一
・
二
号
、
二
〇
〇
九
年
）、
同
「
戦

前
期
に
お
け
る
地
方
都
市
百
貨
店
と
そ
の
影
響
」（
東
北
史
学
会
『
歴
史
』
第

一
一
四
輯
、
二
〇
一
〇
年
）、
同
「
戦
前
期
東
北
に
お
け
る
百
貨
店
の
展
開
過

程
―
岩
手
・
宮
城
・
山
形
・
福
島
を
中
心
に
―
」（
平
川
新
・
千
葉
正
樹
編
『
講

座

　東
北
の
歴
史

　第
二
巻

　都
市
と
村
』
清
文
堂
出
版
、
二
〇
一
四
年
）。

（
8
） 

静
岡
市
で
は
松
坂
屋
静
岡
支
店
と
田
中
屋
百
貨
店
、
浜
松
市
で
は
松
菱
を
事

例
と
し
て
、
時
代
的
に
は
高
度
成
長
期
ま
で
を
視
野
に
入
れ
て
地
方
都
市
の
百

貨
店
の
催
事
展
開
に
つ
い
て
考
察
を
進
め
て
い
る
。

（
9
） 

末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』。
以
下
、
頁
数
を
示
し
て
い
な
い
場

合
は
文
献
全
体
に
関
係
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。

（
10
） 

末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』。

（
11
） 

末
田
前
掲
『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』
二
九
七
〜
二
九
八
頁
。

（
12
） 

本
文
で
取
り
あ
げ
た
先
行
文
献
で
、
百
貨
店
と
中
小
小
売
商
問
題
に
つ
い
て

サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
関
係
す
る
も
の
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
場
合
は
、
本
文
で
サ
ブ

タ
イ
ト
ル
ま
で
記
し
て
い
る
。
松
田
慎
三
『
改
訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
』

（
日
本
評
論
社
、一
九
三
三
年
）、百
貨
店
事
業
研
究
会
編
『
百
貨
店
の
実
相
』（
東

洋
経
済
新
報
社
、
一
九
三
五
年
）、
堀
新
一
『
百
貨
店
問
題
の
研
究
』（
有
斐
閣
、

一
九
三
七
年
）、
村
本
福
松
『
百
貨
店
経
営
と
そ
の
問
題
』（
文
雅
堂
、
一
九
三

七
年
）、
向
井
鹿
松
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
将
来
』（
同
文
館
、
一
九
四
一
年
）。

（
13
） 

粟
屋
義
純
『
百
貨
店
対
抗
新
経
営
法
』（
青
山
堂
書
店
、
一
九
三
一
年
）、
宇

原
義
豊
『
商
店
自
栄
と
百
貨
店
問
題
』（
森
山
書
店
、
一
九
三
四
年
）、
東
洋
経

済
新
報
社
編
『
百
貨
店
対
中
小
商
業
問
題
』（
東
洋
経
済
新
報
社
、一
九
三
六
年
）、

中
西
寅
雄
編
『
百
貨
店
法
に
関
す
る
研
究
』（
同
文
館
、
一
九
三
八
年
）。

（
14
） 

山
本
景
英
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
中
小
小
売
商
の
窮
迫
と
反
百
貨
店
運
動

（
上
）（
下
）」（『
国
学
院
経
済
学
』
第
二
十
八
巻
第
一
号
・
同
巻
第
二
号
、
一

九
八
〇
年
）、
鈴
木
安
昭
『
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
―
百
貨
店
と
中
小
商
店

の
角
逐
―
』（
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
〇
年
）。

（
15
） 

幸
野
保
典
「
小
売
商
人
層
の
反
独
占
運
動
（
一
）（
二
）
―
東
京
実
業
組
合

連
合
会
・
市
下
同
業
組
合
と
反
百
貨
店
運
動
」（
駒
沢
大
学
大
学
院
『
経
済
学

研
究
』
第
七
・
九
号
、
一
九
七
八
・
七
九
年
）、
鍋
田
英
一
「
浅
草
に
お
け
る

反
百
貨
店
運
動
の
展
開
」（
駒
沢
大
学
『
史
学
論
集
』
第
十
号
、
一
九
八
〇
年
）。

（
16
） 

白
髭
武
「
百
貨
店
問
題
の
系
譜
」（『
帝
京
経
済
学
研
究
』
第
四
・
五
巻
合
併

号
、
一
九
七
一
年
）、
武
嶋
一
雄
「
わ
が
国
の
百
貨
店
の
発
達
と
第
一
次
百
貨

店
法
（
上
）（
下
）」（『
名
城
商
学
』
第
二
十
九
巻
第
二
号
・
同
巻
第
三
号
、
一

九
七
九
・
八
〇
年
）、加
藤
義
忠「
第
一
次
百
貨
店
法
の
成
立
経
緯
と
そ
の
特
質
」

（
関
西
大
学
『
商
学
論
集
』
第
三
十
四
巻
第
三
号
、
一
九
八
九
年
）、
東
徹
「
日

本
に
お
け
る
大
規
模
小
売
店
舗
規
制
の
源
流
―
昭
和
初
期
に
お
け
る
百
貨
店
と

中
小
小
売
商
の
対
立
と
百
貨
店
法
の
成
立
」（『
北
見
大
学
論
集
』
第
二
十
九
号
、

一
九
九
三
年
）。

（
17
） 

日
本
小
売
業
経
営
史
編
集
委
員
会
編
『
日
本
小
売
業
経
営
史
』（
公
開
経
営

指
導
協
会
、
一
九
六
七
年
）
と
公
開
経
営
指
導
協
会
編
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　第
一
〜
三
巻

　戦
前
・
戦
時
・
戦
後
編
』（
公
開
経
営
指
導
協
会
、
一
九
七

九
〜
八
三
年
）。

（
18
） 

日
本
百
貨
店
協
会
編
『
日
本
百
貨
店
協
会
十
年
史
』（
日
本
百
貨
店
協
会
、

一
九
五
九
年
）、日
本
百
貨
店
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
編
纂
委
員
会
編
『
百

貨
店
の
あ
ゆ
み
―
日
本
百
貨
店
協
会
創
立
五
十
周
年
記
念
誌
―
』（
日
本
百
貨

店
協
会
、
一
九
九
八
年
）。

（
19
） 

平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」。
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（
20
） 

膳
亀
奈
美
枝
「
大
正
・
昭
和
戦
前
期
の
札
幌
に
お
け
る
百
貨
店
の
展
開
―
百

貨
店
問
題
と
商
店
街
、
中
小
小
売
商
の
窮
迫
を
中
心
に
―
」（『
札
幌
の
歴
史
』

第
二
十
七
号
、
一
九
九
四
年
）。

（
21
） 
遠
城
明
雄
「
一
九
三
〇
年
代
の
都
市
中
小
小
売
商
―
福
岡
県
の
場
合
―
」（
九

州
大
学
『
史
淵
』
第
百
四
十
輯
、
二
〇
〇
三
年
）、
加
藤
前
掲
「
昭
和
初
期
東

北
地
方
に
お
け
る
百
貨
店
の
催
物
」、
同
前
掲
「
戦
前
期
に
お
け
る
百
貨
店
の

催
物
」。

（
22
） 

大
岡
聡
「
昭
和
戦
前
・
戦
時
期
の
百
貨
店
と
消
費
社
会
」（『
成
城
大
学
経
済

研
究
所
研
究
報
告
』
N 
o
．
52
、
二
〇
〇
九
年
）、
満
薗
勇
『
商
店
街
は
い
ま
必

要
な
の
か
―
「
日
本
型
流
通
」
の
近
現
代
史
―
』（
講
談
社
、
二
〇
一
五
年
）。

（
23
） 

関
口
寛
「
昭
和
初
期
・
徳
島
に
お
け
る
百
貨
店
問
題
と
小
売
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」（『
四
国
大
学
経
営
情
報
研
究
所
年
報
』
第
十
一
号
、
二
〇
〇
五
年
）、
青

木
均
「
昭
和
初
期
に
お
け
る
百
貨
店
の
変
容
―
小
売
営
業
形
態
論
の
再
検
討
に

向
け
て
―
」（『
愛
知
学
院
大
学
論
叢
商
学
研
究
』
第
五
十
四
号
第
一
号
、
二
〇

一
三
年
）、
木
村
晴
壽
「
昭
和
戦
前
期
の
百
貨
店
問
題
と
中
小
小
売
商
」（『
松

本
大
学
研
究
紀
要
』
第
十
二
号
、
二
〇
一
四
年
）。

（
24
） 

岩
本
由
輝
「
三
越
仙
台
支
店
進
出
反
対
運
動
と
全
日
本
専
門
店
会
聯
盟
（
日

専
聯
）
の
設
立
」（『
市
場
史
研
究
』
第
三
十
号
、
二
〇
一
一
年
）、
中
村
慎
一

郎
「
一
九
三
〇
年
代
に
お
け
る
神
戸
市
内
商
店
街
組
織
と
神
戸
商
店
連
盟
の
共

同
事
業
」（
篠
崎
尚
夫
編
著
『
鉄
道
と
地
域
の
社
会
経
済
史
』
日
本
経
済
評
論
社
、

二
〇
一
三
年
）、
谷
内
正
往
「
京
浜
デ
パ
ー
ト
の
創
立
―
戦
前
の
川
崎
分
店
襲

撃
事
件
と
地
元
小
売
商
―
」（
近
畿
大
学
通
信
教
育
部
『
梅
信
』
第
五
八
八
号
、

二
〇
一
三
年
）。
と
く
に
岩
本
の
論
考
で
は
、
本
稿
と
密
接
に
関
わ
る
諸
問
題

が
考
察
さ
れ
て
お
り
、
注
（
20
）
の
膳
亀
に
含
ま
れ
る
三
越
札
幌
支
店
と
と
も

に
、
三
越
仙
台
支
店
設
置
と
そ
の
反
対
運
動
の
動
向
を
知
る
う
え
で
肝
心
な
研

究
で
あ
る
。

（
25
） 

こ
の
頁
の
み
な
ら
ず
松
田
前
掲
『
改
訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
』
二
〇
二

〜
二
一
四
頁
を
参
照
。
以
下
、
す
べ
て
の
引
用
文
献
中
の
旧
字
体
等
は
、
原
則

と
し
て
新
字
体
に
改
め
、
旧
仮
名
遣
い
は
原
文
通
り
と
し
た
。
引
用
文
に
つ
い

て
は
、
句
読
点
も
含
め
て
本
稿
の
形
式
に
合
わ
せ
て
適
宜
修
正
し
て
い
る
。

（
26
） 

と
く
に
松
田
前
掲
『
改
訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
』
一
四
六
〜
二
一
九
頁

を
参
照
。

（
27
） 

松
田
前
掲
『
改
訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
ト
ア
』
一
七
一
〜
一
七
二
頁
。

（
28
） 

昭
和
初
頭
の
呉
服
系
百
貨
店
の
支
店
・
分
店
設
置
に
関
し
て
は
、
反
百
貨
店

運
動
の
視
点
だ
け
で
な
く
百
貨
店
経
営
の
観
点
か
ら
各
地
の
地
方
百
貨
店
と
の

競
争
関
係
を
含
め
て
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
加
藤
前

掲
「
昭
和
初
期
東
北
地
方
に
お
け
る
百
貨
店
の
催
物
」、
同
前
掲
「
戦
前
期
に

お
け
る
百
貨
店
の
催
物
」、
同
前
掲
「
戦
前
期
に
お
け
る
地
方
都
市
百
貨
店
と

そ
の
影
響
」
が
あ
り
参
照
の
こ
と
。

（
29
） 

こ
の
頁
の
み
な
ら
ず
向
井
前
掲
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
将
来
』
一
七
七
〜

一
八
四
頁
を
参
照
。

（
30
） 

向
井
前
掲
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
将
来
』
一
八
〇
頁
。

（
31
） 

向
井
前
掲
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
将
来
』
の
目
次
の
一
〜
五
頁
を
参
照
。

（
32
） 

向
井
前
掲
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
将
来
』
一
八
一
〜
一
八
二
頁
。
公
開
経

営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
七
五
頁
。

（
33
） 

こ
の
頁
の
み
な
ら
ず
鈴
木
前
掲
『
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
』
二
八
九
〜
三

〇
一
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
34
） 

鈴
木
の
ほ
か
に
、
同
じ
一
九
八
〇
年
刊
行
の
武
嶋
前
掲
「
わ
が
国
の
百
貨
店

の
発
達
と
第
一
次
百
貨
店
法
（
下
）」
一
九
頁
に
お
い
て
も
「
静
岡
で
も
松
坂

屋
の
進
出
に
反
対
し
て
、『
静
岡
市
愛
市
盟
団
』
が
組
織
さ
れ
た
」
と
指
摘
さ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
鈴
木
の
方
が
よ
り
詳
細
な
の
で
本
文
で
取
り
あ
げ
た
。

（
35
） 

鈴
木
前
掲
『
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
』
二
八
九
〜
二
九
二
頁
。

（
36
） 

鈴
木
前
掲
『
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
』
二
九
六
・
三
〇
〇
頁
。

（
37
） 
鈴
木
前
掲
『
昭
和
初
期
の
小
売
商
問
題
』
二
九
八
頁
。

（
38
） 
こ
の
頁
の
み
な
ら
ず
公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　

戦
前
編
』
一
四
二
〜
二
二
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。
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（
39
） 

こ
の
視
点
か
ら
で
は
前
掲
『
日
本
小
売
業
経
営
史
』
も
参
照
の
こ
と
。

（
40
） 

公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
四
〇
頁
。

他
の
三
越
支
店
の
反
対
運
動
に
関
し
て
は
公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本

小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
七
二
〜
一
七
四
頁
を
参
照
の
こ
と
。

（
41
） 
公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
四
〇
頁
。

（
42
） 

公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
四
〇
頁
。

（
43
） 

こ
の
頁
の
み
な
ら
ず
平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」
九

四
〜
九
七
頁
を
参
照
の
こ
と
。
な
お
、
平
野
は
「
静
岡
愛
市
連
盟
団
」、
注

（
34
）
の
武
嶋
は
「
静
岡
市
愛
市
盟
団
」
と
書
か
れ
て
い
る
が
、
後
述
の
新
聞

記
事
か
ら
「
静
岡
愛
市
結
盟
団
」
が
正
し
い
。

（
44
） 

平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」
一
〇
六
頁
。

（
45
） 

平
野
は
、
松
坂
屋
の
事
例
の
後
で
髙
島
屋
・
松
屋
・
三
越
の
順
に
反
対
運
動

の
事
例
を
挙
げ
て
い
る
（
平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」
九

六
頁
）。

（
46
） 

平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」
九
〇
頁
。

（
47
） 

平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」
九
一
頁
。

（
48
） 

平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」
一
〇
四
〜
一
〇
五
頁
。

（
49
） 

平
野
の
研
究
は
地
方
百
貨
店
の
具
体
的
検
討
に
主
眼
は
置
い
て
い
な
い
が
、

い
く
つ
も
の
着
目
す
べ
き
指
摘
と
今
後
の
課
題
を
提
示
し
て
い
る
。

（
50
） 

こ
の
頁
の
み
な
ら
ず
大
岡
前
掲
「
昭
和
戦
前
・
戦
時
期
の
百
貨
店
と
消
費
社

会
」
一
四
〜
一
八
頁
を
参
照
の
こ
と
。
大
岡
は
「
山
梨
武
四
」
と
書
い
て
い
る

が
、後
述
の
『
店
史
概
要
』
と
他
の
関
連
資
料
か
ら
「
山
梨
武
四
郎
」
が
正
し
い
。

（
51
） 

大
岡
前
掲
「
昭
和
戦
前
・
戦
時
期
の
百
貨
店
と
消
費
社
会
」
九
〜
一
八
頁
。

（
52
） 

大
岡
前
掲
「
昭
和
戦
前
・
戦
時
期
の
百
貨
店
と
消
費
社
会
」
三
二
頁
。

（
53
） 

大
岡
前
掲
「
昭
和
戦
前
・
戦
時
期
の
百
貨
店
と
消
費
社
会
」
一
五
〜
一
六
頁

に
お
い
て
、
本
文
の
引
用
前
後
に
「
既
存
呉
服
店
の
百
貨
店
化
や
百
貨
店
の
新

規
設
立
の
契
機
と
し
て
、
大
都
市
百
貨
店
の
地
方
進
出
へ
の
対
抗
と
い
う
側
面

が
あ
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
注
意
を
要
す
る
の
は
、
そ
も
そ
も

大
都
市
大
手
百
貨
店
の
地
方
進
出
自
体
、
地
方
都
市
財
界
の
一
部
に
よ
る
誘
致

活
動
の
結
果
と
い
う
側
面
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。」
お
よ
び
「
さ
ら
に
百
貨
店

が
『
地
方
都
市
発
展
策
』
と
し
て
積
極
的
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
行
政
の
支
援
を

も
受
け
な
が
ら
百
貨
店
が
新
規
設
立
さ
れ
る
ケ
ー
ス
が
見
ら
れ
る
」
と
書
か
れ

て
お
り
、
筆
者
以
前
に
着
目
し
た
先
駆
的
指
摘
と
高
く
評
価
す
る
。

（
54
） 

平
野
お
よ
び
大
岡
と
も
に
素
晴
ら
し
い
視
点
と
指
摘
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
戦
前
期
・
戦
後
以
降
の
先
行
研
究
・
文
献
と
の
関
連
性
に
つ
い
て
検
証
さ

れ
て
い
な
い
。
な
お
、
先
行
研
究
等
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
百
貨
店
史
研
究
が

多
い
の
も
特
徴
で
あ
る
。

（
55
） 

『
静
岡
県
史

　通
史
編
六

　近
現
代
史
二
』（
静
岡
県
、
一
九
九
七
年
）
一
一

九
〜
一
二
一
頁
。

（
56
） 

両
新
聞
の
性
格
や
両
新
聞
の
合
併
な
ど
に
つ
い
て
は
、
静
岡
新
聞
社
史
編
纂

委
員
会
編
『
静
岡
新
聞
四
十
年
史
』（
株
式
会
社
静
岡
新
聞
社
、一
九
八
一
年
）

一
六
〜
五
六
頁
を
参
照
。
な
お
、
本
文
・
注
記
に
お
け
る
新
聞
か
ら
の
引
用
文

に
つ
い
て
は
、
漢
字
・
平
仮
名
・
句
読
点
も
含
め
て
本
稿
の
形
式
に
合
わ
せ
て

適
宜
修
正
・
加
筆
な
ど
を
し
て
い
る
。
旧
字
体
等
は
原
則
と
し
て
新
字
体
に
改

め
、
旧
仮
名
遣
い
お
よ
び
実
線
・
波
線
等
は
原
文
通
り
と
し
た
。

（
57
） 

竹
中
治
助
編
『
新
版

　店
史
概
要

　松
坂
屋
』（
株
式
会
社
松
坂
屋
、
一
九

六
四
年
）
二
八
一
〜
二
八
九
頁
。

（
58
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
一
頁
。

（
59
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
一
頁
。

（
60
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
一
頁
。

（
61
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
一
〜
二
八
二
頁
。

（
62
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
二
頁
。

（
63
） 

昭
和
初
頭
の
三
越
と
松
坂
屋
と
の
対
抗
意
識
に
つ
い
て
は
、
公
開
経
営
指
導

協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
三
六
〜
一
三
八
頁
に
お
い

て
管
見
の
限
り
新
聞
広
告
に
よ
る
具
体
的
な
検
討
が
み
ら
れ
る
。
大
都
市
呉
服

系
百
貨
店
の
出
張
販
売
に
つ
い
て
は
、
松
田
前
掲
『
改
訂
デ
パ
ー
ト
メ
ン
ト
ス
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ト
ア
』
二
〇
九
〜
二
一
一
頁
、
向
井
前
掲
『
百
貨
店
の
過
去
現
在
及
未
来
』
一

二
三
〜
一
三
七
頁
、
公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　戦

前
編
』
一
二
一
〜
一
三
三
頁
、平
野
前
掲
「
百
貨
店
の
地
方
進
出
と
中
小
商
店
」

八
八
〜
九
〇
頁
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
ほ
か
に
、
堀
前
掲
『
百
貨
店
問
題
の

研
究
』
が
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
の
出
張
販
売
に
関
す
る
代
表
的
研
究
で
あ
る
。

（
64
） 

末
田
前
掲
「
一
九
一
〇
年
代
初
頭
株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
催
事
に
み
る

営
業
展
開
」。

（
65
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
五
月
六
日
付
。

（
66
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
六
月
五
日
付
。

（
67
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
六
月
二
十
二
日
付
。

（
68
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
六
月
二
十
四
日
付
。

（
69
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
六
月
二
十
九
日
付
。

（
70
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
一
月
十
三
日
・
七
月
九
日
・
十
日
付
。

（
71
） 

中
村
呉
服
店
に
関
す
る
記
事
が
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
七
月
十
日

付
に
お
い
て
「
奉
仕
第
一
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
良
い
品
を
安
く
売
る
の
で
名
古
屋

地
方
に
白
熱
的
人
気
を
博
し
て
ゐ
る
中
村
呉
服
店
で
は
来
る
七
月
十
、
十
一
日

の
二
日
間
静
岡
市
七
間
町
入
道
館
に
出
張
売
出
し
を
な
す
が
同
店
は
初
め
て

の
出
張
に
つ
き
流
行
呉
服
、
雑
貨
の
新
製
品
を
い
ち
早
く
取
入
れ
た
品
を
思
ひ

切
っ
て
新
安
値
に
て
提
供
す
る
と
の
事
だ
か
ら
定
め
し
市
内
の
話
題
と
な
ら

う
」
と
あ
る
。
ま
た
、
中
村
呉
服
店
は
同
年
十
月
八
・
九
・
十
日
の
三
日
間
に

お
い
て
も
出
張
大
売
出
し
を
同
じ
七
間
町
入
道
館
に
お
い
て
開
催
し
て
い
る
。

（
72
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
七
月
十
七
日
付
。

（
73
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
八
月
七
日
付
。

（
74
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
八
月
十
・
十
一
日
・
十
八
日
・
十
九
日
付
。

（
75
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
九
月
十
一
日
付
。

（
76
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
九
月
十
三
日
付
。
三
越
に
よ
る
出
張
販
売
・

支
店
設
置
と
そ
の
反
対
運
動
に
つ
い
て
は
、
公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日

本
小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
二
一
〜
一
八
九
頁
が
最
も
詳
し
い
。

（
77
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
九
月
二
十
三
日
付
。

（
78
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
十
月
十
日
付
。

（
79
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
十
月
十
九
日
付
。

（
80
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
九
月
二
十
六
日
・
十
一
月
十
三
日
付
。

（
81
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
十
一
月
二
十
五
日
付
。

（
82
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
十
月
七
日
付
。

（
83
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
五
年
十
月
十
一
日
付
。

（
84
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
六
年
二
月
三
日
付
。

（
85
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
六
年
五
月
七
日
付
。

（
86
） 

末
田
前
掲
「
一
九
一
〇
年
代
初
頭
株
式
会
社
い
と
う
呉
服
店
の
催
事
に
み
る

営
業
展
開
」
六
六
〜
七
一
頁
を
参
照
。

（
87
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
六
年
五
月
十
四
日
付
。

（
88
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』昭
和
六
年
五
月
三
十
一
日
付
。ほ
か
に『
静
岡
民
友
新
聞
』

昭
和
六
年
十
一
月
二
十
四
日
付
の
松
坂
屋
の
広
告
で
は
東
京
の
二
店
舗
の
方
が

名
古
屋
本
店
よ
り
上
方
の
位
置
に
記
さ
れ
て
い
た
（
資
料
【
11
】
参
照
）。

（
89
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
六
年
三
月
三
十
一
日
・
四
月
一
日
・
六
月
三
十
日
・

八
月
十
五
日
付
。

（
90
） 

こ
れ
以
後
も
地
元
商
店
や
地
元
百
貨
店
、
松
坂
屋
と
の
共
催
の
催
事
を
多
く

開
催
し
て
い
る
静
岡
民
友
新
聞
社
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
お
く
。

（
91
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
二
頁
。

（
92
） 

末
田
前
掲
「
昭
和
恐
慌
前
後
に
お
け
る
松
坂
屋
の
経
営
安
定
化
策
と
催
事
展

開
」
八
九
〜
九
〇
頁
。

（
93
） 

『
松
坂
屋
六
十
年
史
』（
株
式
会
社
松
坂
屋
、
一
九
七
一
年
）
三
四
七
頁
、『
松

坂
屋
百
年
史
』（
株
式
会
社
松
坂
屋
、
二
〇
一
〇
年
）
三
四
一
頁
。
小
林
常
務

の
上
野
・
銀
座
両
店
に
お
け
る
営
業
部
長
の
兼
任
に
つ
い
て
は
『
東
京
座
談
会

　銀
座
店
の
古
い
話
』（
株
式
会
社
大
丸
松
坂
屋
百
貨
店
所
蔵
）
四
頁
か
ら
も

確
認
で
き
る
。

（
94
） 

筆
者
は
、
松
坂
屋
の
本
支
店
体
制
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
て
い
る
。
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な
お
、
大
都
市
呉
服
系
百
貨
店
に
お
い
て
分
店
設
置
を
積
極
的
に
進
め
た
の
は

白
木
屋
で
あ
り
、
分
店
設
置
や
私
鉄
会
社
と
の
共
同
設
立
・
経
営
が
み
ら
れ
る
。

白
木
屋
の
分
店
政
策
に
つ
い
て
も
課
題
と
し
た
い
。

（
95
） 
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
二
頁
。

（
96
） 
狩
野
弘
一
編
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』（
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
三
四
年
）、
大

橋
富
一
郎
編
『
配
給
報
国

　百
貨
店
年
鑑

　昭
和
十
年
版
』（
百
貨
店
新
報
社
、

一
九
三
五
年
）、
狩
野
弘
一
編
『
日
本
百
貨
店
総
覧

　昭
和
十
二
年
版
』（
百
貨

店
新
聞
社
、一
九
三
六
年
）、大
橋
富
一
郎
編『
百
貨
店
年
鑑

　昭
和
十
三
年
版
』

（
日
本
百
貨
店
通
信
社
、
一
九
三
八
年
）、
菱
田
芳
治
編
『
日
本
百
貨
店
総
覧

　

昭
和
拾
四
年
版
』（
百
貨
店
新
聞
社
、
一
九
三
九
年
）、
村
上
静
人
編
『
日
本
百

貨
店
総
覧

　昭
和
拾
七
年
版
』（
百
貨
店
新
聞
社
出
版
部
、
一
九
四
二
年
）。
ほ

か
に
戦
後
以
降
で
は
、
デ
パ
ー
ト
新
聞
社
編
『
昭
和
二
十
六
年
版

　全
国
百
貨

店
・
有
名
取
引
業
者
総
覧
』（
デ
パ
ー
ト
新
聞
社
、
一
九
五
一
年
）、
デ
パ
ー
ト

新
聞
社
編
『
昭
和
二
十
八
年
度
版

　全
国
百
貨
店
・
商
店
会
専
門
店
会
・
有
名

取
引
業
者
総
覧
』（
デ
パ
ー
ト
新
聞
社
、
一
九
五
三
年
）、
デ
パ
ー
ト
新
聞
社
編

『
昭
和
三
十
二
年
版

　全
国
百
貨
店
・
専
門
店
会
・
商
店
会
・
取
引
業
者
総
覧
』

（
デ
パ
ー
ト
新
聞
社
、
一
九
五
七
年
）
な
ど
も
大
変
参
考
に
な
る
。

（
97
） 

狩
野
編
前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
二
三
四
頁
。
ほ
か
に
大
橋
編
前
掲
『
配

給
報
国

　百
貨
店
年
鑑

　昭
和
十
年
版
』
一
九
九
頁
、
狩
野
編
前
掲
『
日
本
百

貨
店
総
覧

　昭
和
十
二
年
版
』
一
五
五
〜
一
五
六
頁
、
大
橋
編
前
掲
『
百
貨
店

年
鑑

　昭
和
十
三
年
版
』
七
一
二
頁
、
菱
田
編
前
掲
『
日
本
百
貨
店
総
覧

　昭

和
拾
四
年
版
』
二
四
四
頁
、
村
上
編
前
掲
『
日
本
百
貨
店
総
覧

　昭
和
拾
七
年

版
』
二
二
九
頁
な
ど
の
記
述
が
、
狩
野
編
前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
の
「
静

岡
松
坂
屋
」
の
内
容
に
準
じ
て
い
る
。

（
98
） 

大
岡
が
使
用
し
た
大
橋
編
前
掲
『
百
貨
店
年
鑑

　昭
和
十
三
年
版
』
七
一
二

頁
の
原
本
に
あ
た
る
も
の
は
、
狩
野
編
前
掲
『
世
界
百
貨
店
要
覧
』
二
三
四
頁

で
あ
る
。
注
（
97
）
を
参
照
。

（
99
）
室
伏
一
編
『
清
水
・
人
物
地
図
』（
清
水
新
聞
社
、
一
九
五
六
年
）
一
一
六
〜

一
一
七
頁
。

（
100
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
七
六
七
〜
七
六
八
頁
。
本
文
の
後
を
引
用
し
て

お
く
と
、「
そ
の
後
松
坂
屋
は
委
託
会
社
の
株
式
の
八
〇
％
を
買
い
取
り
、
そ

の
経
営
権
を
手
中
に
収
め
ま
し
た
。
昭
和
二
十
六
年
（
一
九
五
一
）
に
な
っ
て
、

委
託
会
社
を
ビ
ル
賃
貸
部
門
の
静
岡
委
託
株
式
会
社
と
倉
庫
部
門
の
静
岡
委
託

倉
庫
株
式
会
社
の
二
会
社
に
分
離
し
、
静
岡
委
託
株
式
会
社
は
松
坂
屋
の
経
営

に
移
管
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
三
十
六
年
（
一
九
六
一
）
現
在
の
資
本
金
は
一
二

〇
万
円
で
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
な
お
静
岡
委
託
会
社
に
つ
い
て
は
、
静
岡

県
立
中
央
図
書
館
に
お
い
て
調
査
を
進
め
た
が
、現
時
点
で
は
竹
中
編
前
掲『
店

史
概
要
』
が
最
も
詳
し
か
っ
た
の
で
本
稿
に
お
い
て
使
用
し
た
。

（
101
） 

前
掲
『
静
岡
新
聞
四
十
年
史
』
二
〇
〜
五
六
頁
。

（
102
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
二
月
十
六
日
付
。

（
103
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
二
月
十
六
日
付
。

（
104
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
二
月
十
七
日
付
。

（
105
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
二
月
十
七
日
付
。

（
106
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
二
月
十
八
日
付
。

（
107
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
二
月
二
十
一
日
付
。

（
108
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
十
月
十
二
日
付
。
な
お
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和

七
年
十
月
十
二
日
付
に
同
じ
広
告
が
み
ら
れ
る
。

（
109
） 

松
坂
屋
支
店
誘
致
前
後
の
市
民
の
対
応
や
駅
前
を
含
め
た
市
内
の
変
化
に
つ

い
て
は
次
の
課
題
と
し
て
お
き
た
い
。

（
110
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
三
月
十
一
日
付
。

（
111
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
三
月
二
十
二
日
付
。

（
112
） 

前
掲
『
静
岡
県
史

　通
史
編
六
』
六
五
〜
六
七
頁
、『
静
岡
市
史

　近
代

　

通
史
編
』（
静
岡
市
、
一
九
六
九
年
）
四
九
一
〜
五
〇
二
・
六
八
九
〜
六
九
四
・

七
〇
八
〜
七
三
九
頁
。

（
113
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
三
月
二
十
五
日
付
。

（
114
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
七
年
三
月
二
十
七
日
付
。
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（
115
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
三
頁
。

（
116
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
三
頁
。

（
117
） 

竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
二
八
三
頁
。

（
118
） 
末
田
前
掲『
日
本
百
貨
店
業
成
立
史
』。
注（
2
）の
末
田
拙
稿
も
参
照
の
こ
と
。

（
119
） 
『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
四
月
二
十
九
日
付
。
こ
の
記
事
に
つ
い
て
は
、
当

然
静
岡
委
託
会
社
や
松
坂
屋
の
会
社
名
は
出
て
い
な
い
。
本
文
で
引
用
し
た
記

事
に
お
い
て
工
事
の
着
手
時
期
は
、
松
坂
屋
が
出
店
を
予
定
し
て
い
た
ビ
ル
と

は
異
な
る
が
、
竹
中
編
前
掲
『
店
史
概
要
』
の
「
地
下
水
に
な
や
ま
さ
れ
た
地

下
工
事
」
の
内
容
と
一
致
す
る
こ
と
や
、「
駅
前
紺
屋
町
で
総
坪
三
百
六
十
坪

あ
り
」
と
書
か
れ
た
坪
数
の
内
容
か
ら
松
坂
屋
出
店
予
定
の
ビ
ル
と
判
断
し
た
。

（
120
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
五
月
四
日
付
。

（
121
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
一
日
・
五
日
・
七
日
付
。

（
122
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
八
日
付
。

（
123
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
九
日
付
。

（
124
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
一
日
付
。

（
125
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
二
日
付
。

（
126
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
四
日
付
。

（
127
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
六
日
付
。

（
128
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
八
日
付
。
宮
崎
通
之
助
に
つ
い
て
は
、
前

掲
『
静
岡
市
史

　近
代

　通
史
編
』
七
一
九
〜
七
二
二
頁
、『
静
岡
市
史

　近

代
史
料
』（
静
岡
市
、
一
九
六
九
年
）
一
一
四
七
頁
。

（
129
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
九
日
付
。

（
130
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
二
十
四
日
付
。

（
131
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
二
十
一
日
・
二
十
二
日
付
、『
静
岡
民
友
新
聞
』

昭
和
七
年
六
月
十
九
日
・
二
十
一
日
・
二
十
二
日
付
。

（
132
） 

公
開
経
営
指
導
協
会
編
前
掲
『
日
本
小
売
業
運
動
史

　戦
前
編
』
一
八
三
頁

に
、
八
月
十
八
日
の
全
日
本
小
売
業
大
会
が
開
催
さ
れ
た
状
況
が
記
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
な
か
に
「
正
午
過
ぎ
に
は
会
場
外
に
ま
で
溢
れ
代
表
大
衆
ざ
っ
と
五

千
名
、
ホ
ー
ル
も
満
員
、
正
面
壇
上
に
は
数
十
の
会
旗
が
ず
ら
り
と
並
び
『
百

貨
店
法
即
時
制
定
』『
静
岡
愛
市
結
盟
青
年
団
』
等
の
白
た
す
き
が
目
立
ち
、（
後

略
）」
と
あ
る
。

（
133
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
九
日
付
。

（
134
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
四
日
付
。

（
135
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
十
六
日
・
二
十
四
日
付
。

（
136
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
七
年
六
月
十
九
日
付
。

（
137
） 

安
本
博
編『
静
岡
中
心
街
誌
』（
静
岡
中
心
街
誌
編
集
委
員
会
、一
九
七
四
年
）

所
収
。
な
お
、「
静
岡
実
業
新
興
史
」
一
八
頁
に
は
昭
和
五
年
九
・
十
月
の
三

越
の
支
店
設
置
問
題
の
対
策
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
る
。

（
138
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
七
年
六
月
二
十
四
日
付
。

（
139
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
六
月
二
十
五
日
付
、『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
七
年

六
月
二
十
三
日
付
。

（
140
） 

『
静
岡
新
報
』
昭
和
七
年
七
月
三
十
一
日
・
八
月
三
十
日
付
。

（
141
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
七
年
九
月
三
日
付
。

（
142
） 

昭
和
七
年
一
月
か
ら
同
年
十
一
月
ま
で
の
『
静
岡
民
友
新
聞
』
と
『
静
岡
新

報
』
両
紙
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
静
岡
県
立
中
央
図
書
館
お
よ
び
浜
松
市
立

中
央
図
書
館
郷
土
資
料
室
に
お
い
て
隈
な
く
調
査
し
た
が
、
本
稿
で
使
用
し
た

以
外
の
記
事
を
見
落
と
し
て
い
る
こ
と
は
否
め
な
い
。
今
後
も
調
査
を
続
け
る

つ
も
り
で
あ
る
。

（
143
） 

『
静
岡
民
友
新
聞
』
昭
和
七
年
十
一
月
二
日
・
九
日
付
。

（
144
） 

筆
者
は
、
丸
物
・
松
菱
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
七
（
二
〇
一
五
）
年
八
月

一
日
の
中
部
大
学
地
域
連
携
講
座
（
津
島
市
立
図
書
館
）
に
お
い
て
、「
丸
物

の
中
林
仁
一
郎
と
松
菱
の
谷
政
二
郎
―
戦
前
か
ら
戦
中
・
戦
後
に
か
け
て
兄
弟

で
築
い
た
百
貨
店
グ
ル
ー
プ
と
そ
の
挫
折
」
と
い
う
論
題
で
、
丸
物
仁
風
会
編

『
仁
風

　故
中
林
社
長
追
悼
特
集
号
』（
丸
物
仁
風
会
、
一
九
六
〇
年
）、『
谷
政

二
郎
会
長
追
悼
録
』（
株
式
会
社
松
菱
、
一
九
八
一
年
）、
山
口
義
治
『
世
界
を

旅
し
て
』（
株
式
会
社
丸
栄
、一
九
五
八
年
）
な
ど
を
使
用
し
て
発
表
し
て
い
る
。
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丸
物
・
松
菱
成
立
・
発
展
史
に
つ
い
て
は
現
在
作
成
中
で
あ
る
。

＊
文
献
・
引
用
文
な
ど
の
数
字
に
つ
い
て
は
、
縦
書
き
の
便
宜
上
、
一
部
を
除
い
て

す
べ
て
漢
数
字
で
記
し
て
い
る
。（

二
〇
一
五
年
一
〇
月
一
九
日

　受
理
）




